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１ 農業総合研究所の概要 

(1) 組織、体制の概要 

本県の農業・食品関係試験研究機関は、明治中期

以降順次設立され、農政及び農業技術の変遷に伴っ

て再編整備を繰り返し、時代や研究ニーズを踏まえ

ながら農業技術の研究開発に努めてきた。この間、

専門場所体制の機能を発揮し、本県の農業・食品産

業を全国トップレベルに維持発展させる原動力の一

つとなってきた。 

一方、農業・食品を巡る国際環境や消費構造が大

きく変化し、農業及び食品産業については、地域の

特性を活かし消費者ニーズをとらえた新品種育成や

新食品開発をはじめ、「品質・味・健康・安全性」な

どを踏まえた生産・加工技術に加えて、「形・色・包

装・保存・貯蔵性」のほか「流通・市場性・サービ

ス」まで含めた、幅広い条件を踏まえた試験研究体

制が求められるようになった。 

このため、①専門場所の研究の枠を越えた一体的

な総合研究体制、②産学官による共同研究・プロジェ

クト研究等の推進を図る連携体制と企画調整機能の

強化、③研究の高度化・効率化、研究ニーズ及び成

果の収集・提供を図る総合情報体制、④研修、交流

及び技術相談など開かれた試験研究体制、⑤国際農

業技術交流・技術研修体制など、試験研究推進体制

の整備を図ることが必要になった。 

このような状況の下で、作物研究センター、園芸

研究センター、畜産研究センター、食品研究センター、

高冷地農業技術センター、中山間地農業技術セン

ター、佐渡農業技術センターの７専門場所と管理部、

企画情報部、基盤研究部、アグリ・フーズバイオ研

究部の共通基盤部門による「統括型」の体制で新潟

県農業の研究を推進する。 

 

(2) 所 在 

新潟県農業総合研究所 

 新潟県長岡市長倉町 857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0047 

        FAX 0258(39)8498 

 

新潟県農業総合研究所作物研究センター 

 新潟県長岡市長倉町 857 

 〒940-0826  TEL 0258(35)0047 

        FAX 0258(35)0021 

 

新潟県農業総合研究所園芸研究センター 

 新潟県北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

 〒957-0111  TEL 0254(27)5555 

        FAX 0254(27)2659 

 

新潟県農業総合研究所畜産研究センター 

 新潟県南蒲原郡下田村棚鱗 178 

 〒955-0143  TEL 0256(46)3103 

        FAX 0256(46)4865 

 

新潟県農業総合研究所食品研究センター 

 新潟県加茂市新栄町 2-25 

 〒959-1381  TEL 0256(52)0448 

        FAX 0256(52)6634 

 

新潟県農業総合研究所高冷地農業技術センター 

 新潟県中魚沼郡津南町中深見乙 7910 

 〒949-8311  TEL 0257(65)2145 

        FAX 0257(65)3018 

 

新潟県農業総合研究所中山間地農業技術センター 

 新潟県北魚沼郡川口町牛ヶ島 135-1 

 〒949-7505  TEL 0258(89)2330 

        FAX 0258(89)4315 

 

新潟県農業総合研究所佐渡農業技術センター 

 新潟県佐渡市中興甲 351 

 〒952-1211  TEL 0259(63)4102 

        FAX 0259(63)3972 

 

(3) 組織機構図 

農業総合研究所   管理部 

              企画情報部 

              基盤研究部 

              アグリ・フーズバイオ研究部 

              作物研究センター 

              園芸研究センター 

              畜産研究センター 

              食品研究センター 

               高冷地農業技術センター 

              中山間地農業技術センター 

              佐渡農業技術センター 

 

         職員数 研究職 126 名 

             行政職  26 名 

           （うち普及   8 名） 

             現業職  57 名 

             合 計 209 名 
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２ 共同研究及びプロジェクト研究 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 共同研究   

県特     (1) コシヒカリの良食味に関する遺伝情報の選抜マーカー化 

001 ア  良食味に関与する遺伝情報の特定 

002  イ 遺伝情報のＤＮＡ塩基配列の読みとり 

平14～16 共同：長岡技術科学大学 

バイオ研究部(稲育種工

学) 

県特 

国委 

(2) 予察に基づくｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒの防除体系の確立 

   （合成性フェロモン利用による斑点米ｶﾒﾑｼ防除技術の開発） 

    ア 発生生態の解明と防除法の改善 

003   (ア) イネ科植物に対する産卵選好 

004   (イ) 水田における成幼虫の発生消長 

      (ウ) 斑点米発生要因の解析 

005     ａ 割れ籾発生の影響 

006     ｂ 一般圃場における斑点米の発生 

      (エ) 防除技術 

007     ａ 新系統殺虫剤の防除技術 

008     ｂ 薬剤感受性検定 

     イ 合成性フェロモンを利用した発生予察技術の開発 

009   (ア) フェロモントラップの種類、設置条件 

010   (イ) 発生消長把握におけるフェロモントラップの有効性 

平14～17 

 

 

   〃 

   〃 

    

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

    

平16～18 

   〃 

共同：信越化学、北陸研

究センター、山形農試、

長野農試、富山農試 

作物研栽培科 

     〃 

      

     〃 

     〃 

 

     〃 

     〃 

      

     〃 

     〃 

県特 

国委 

  (3) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ストレス耐

性評価 

(水稲の高温登熟条件下における高品質米生産技術の開

発) 

011  ア 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 

     イ 高温条件下での肥培管理と品質の関係解明 

012   (ア) 分げつ様式の異なる施肥法の比較検討 

013   (イ) 栄養凋落防止のための肥培管理の検討 

014  ウ 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期栄養管理

法の開発 

     エ 玄米品質劣化把握のための高温登熟検定法の確立 

015  （ア）高温登熟性検定法の確立 

016  （イ）高温登熟性基準品種の設定 

平15～19 

 

 

 

    

共同：北陸地域基盤研究

部、新潟大学 

 

 

作物研栽培科 

    

     〃 

     〃 

     〃 

 

 

     〃 

     〃 

国委     (4) ダイズ褐斑粒の原因ウイルスの解明と弱毒ウイルスを利

用した健全種子生産技術の開発 

017 ア 褐斑粒原因ウイルスの種類と分布状況 

018 イ 無毒種子生産技術の開発と種子伝染、褐斑粒発現機構の

解明 

平16～20 

  

   

共同:東北研究センター 

 

作物研栽培科 

作物研栽培科､育種科 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

公募    (5) 北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術の開発 

     ア 大豆しわ粒発生機構の解明 

019   (ア) 成熟期前後における作物体の水分及びﾐﾈﾗﾙ分の変動が

剥離及びしわ粒発生に及ぼす影響の解明 

020   (イ) １株内の莢の位置が剥離発生及びしわ粒発生に及ぼす

影響の解明 

021   (ウ) 剥離の発生がしわ(亀甲しわ)の発生に及ぼす影響の解

明 

022   (エ) 北陸地域における優良生産地としわ粒多発地帯の比較

に基づくしわ粒発生要因の解明 

イ 大豆しわ粒発生防止技術の開発 

023   (イ) 子実・茎水分簡易測定法の検証 

024   (ウ) 子実・茎水分簡易推定法に基づく、汚損、しわ粒軽減 

          コンバイン収穫技術の検討 

平16～18 共同:北陸研究ｾ､福井農

試､富山農試､新潟大学 

育種科(畑作物) 

 

〃 

 

〃 

 

栽培科(作物栄養) 

 

 

基盤研究部(生産工学) 

〃 

 

公募   (6) 小規模青果物産地の販売力向上のためのコミュニケーシ

ョン・マーケティング手法の開発 

025   (ア) コミュニケーションに関する消費者ニーズの把握 

026   (イ) ネット・モニターによるマーケティング・リサーチ手

法の検討 

027   (ウ) メールマガジンの農産物商品訴求効果 

028   (エ) 食品スーパー店頭での情報提供に対する評価 

平16～17 共同：北陸研究センター

石川県 

基盤研究部(経営流通) 

        〃 

 

        〃 

        〃 

県特     (7) 染色体倍加・変異処理によるチューリップ・ユリの画期 

的新品種育成 

     ア 染色体倍加による“高付加価値大型品種”の育成 

029   (ア) 既存品種・系統の三・四倍体作出（笑気ガス、コルヒ

チン処理による倍加） 

     イ 変異誘発による既存優良品種の“グレードアップ品種”

の育成 

030  (ア) 既存品種の有用変異個体作出（Ｘ線、γ線処理による

突然変異） 

平14～17 共同：新潟大学農学部 

 

 

園芸研育種科 

 

 

 

     〃 

県特     (8) 花色改変遺伝子を導入したユリ等の作製 

 

031  ア 花弁の青色を鮮やかにするための F3’H 遺伝子等の単離 

 

032 イ 花色改変遺伝子を導入したユリ等の培養個体の作製 

平16～18 共同：新潟大学、長岡技

術科学大学 

アグリ・フーズバイオ研

究部（園芸育種工学） 

         〃 

国委 033 (9) ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現地実証試験 平16～19 共同：山形、東京、埼玉 

園芸研環境科 

国委 034 (10) 母豚の授乳期における栄養管理と環境負荷低減技術の確 

        立 

平15～17 共同：新潟大学、明治製

菓 

畜産研養豚・養鶏科 

経常 

公募 

035 (11) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技術の確立 平15～17 共同：関東８都県協定 

畜産研酪農肉牛科 

国委 036 (12) 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼料給与技

術の開発 

平16～17 共同：広島県、群馬県 

畜産研酪農肉牛科 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

国委     (13) 低アミロース米のライスクラッカー利用技術 

037  ア ベーカリーオーブンを活用した麺線状切断生地の焼成条 

件 

038  イ 胚乳タンパク質・澱粉の特性とライスクラッカー加工適

性 

平15～17 

平 16 

 

平14～16 

共同：食総研 

食品研穀類食品科 

 

       〃 

県特 (14) 米糠の有効利用技術の開発 

039  ア 抗菌物質を活性成分とする新規食品素材の開発 

平14～16 共同：新潟大学工学部 

食品研食品工学科 

県特   (15) 県特産農産物の機能性成分の探索と利用食品の開発 

040  ア  県特産農産物中のポリフェノール成分の分析と利用食品 

    の開発 

041  イ 糖尿病予防機能を有する食品の開発 

平15～17 共同：新潟薬科大学 

食品研食品工学科 

 

食品研園芸特産食品科 

県特   (16) 発酵技術を利用した新食品の開発 

042  ア  魚醤油の開発 

平14～18 共同：水海研 

食品研園芸特産食品科 

公募   (17) 水田からのメタン発生抑制技術の定量的評価 

043  ア  土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定量的評価 

044  イ  土壌の酸化－還元とメタン発生量の関係把握 

045  ウ  生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

平15～19 共同：農環研、野茶研 

基盤研究部(栽培環境、

生産工学) 

国事   (18) 畜産新技術実用化対策事業 

046  ア  受胎率向上のための受精卵の凍結・融解方法の検討 

平14～16 共同：全国共同 14 県 

畜産研繁殖工学科 

国事     (19) 畜産新技術実用化対策事業 

     ア  ウシ胚の雌雄産み分け技術の実用化に関する試験 

047   (ア) ガラス化保存法の簡易融解手法に関する検討 

平８～ 共同：全国共同 20 県 

 

畜産研繁殖工学科 

県特   (20) テロメラーゼ阻害を作用機序とする食品素材の探索・開

発 

048  エ  阻害物質の作用機序解明 

平14～16 共同：新潟大学 

食品研食品工学科 

 2 共同研究・プロジェクト   

県特     (21) ＤＮＡマーカーの利用による主要水稲品種のいもち病抵

抗性ＩＬの緊急作出 

049  ア いもち病抵抗性同質遺伝子系統の作出 

050  イ  piz,pizt ＤＮＡマーカーによる抵抗性系統の選抜 
 

051  ウ  ＤＮＡ選抜マーカーの開発 

平15～17 共同：中央農研北陸研究

センター 

作物研育種科 

アグリ・フーズバイオ研

究部（稲育種工学） 

        〃 

県特 

国委 

 (22) 大豆の大規模生産における高品質安定栽培技術の確立 

       (重粘土地域における大豆品質向上技術の確立と多収条件

の解明) 

052  ア 新早生品種の栽培法 

053   (ア) 播種期と栽植密度 

054   (イ) 佐渡における「たまうらら」の播種期・播種密度の検

討 

055  （ウ）栽培条件と豆腐加工適性 

     イ 品質向上・安定多収技術の確立 

056   (ア) シグモイド型被覆尿素による施肥技術の確立 

057  ウ 根粒超着生系統作系４号の多収条件の解明 

平14～17 

 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   

 〃 

 〃 

共同：北陸水田利用部上

席研究官 

 

作物研育種科 

高冷地農技 

佐渡農技 

 

食品研穀類食品科 

 

作物研栽培科 

作物研育種科 
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－ I - 7 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

国委     (23) 新潟県における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの

確立 

       (北陸における飼料用イネ－高品質大麦輪作システムの確

立) 

058  ア  飼料用イネの給与技術の開発 

059  イ  新潟県における飼料用イネ栽培の問題点 

     ウ 飼料イネあとの｢ﾌｧｲﾊﾞｰｽﾉｳ｣の高品質安定栽培法 

060   (ア) 前作飼料が大麦の播種条件および生育･収量･品質に及

ぼす影響 

061   (イ) 適正播種期の解明 

062   (ウ) 越冬後の生育診断と肥培管理 

平15～19 共同：中央農研北陸研究

センター 

 

 

畜産研環境飼料科 

基盤研究部(経営流通) 

 

作物研育種科 

 

     〃 

     〃 

県特     (24) イオンビームを利用した“抽苔しにくい春夏ネギ”の育

成 

063 ア 優良系統の選抜 

平16～18 共同：日本原子力研究所 

園芸研育種科 

県特 (25) 県産地鶏普及推進のための技術開発 

064  ア 試験飼料の差が発育・肉質に及ぼす影響 

 

065  イ 流通販売戦略開発 

平16～18 

 

   

共同：新潟大学 

畜産研養豚・養鶏科 

食品研園芸特産食品科 

基盤研究部(経営流通) 

国委     (26) 家畜糞尿堆肥成分の簡易測定技術の開発 

 

066  ア  家畜ふん堆肥中の易分解有機物、難分解有機物とその指

標 

067 イ 易分解性有機物簡易推定法の考案 

068 ウ 酸性デタージェント繊維の簡易迅速測定法 

069 エ 有機質資材中の水分簡易測定法（改良法）および粗灰分

簡易測定法 

070 オ こまつな栽培による家畜ふん堆肥中窒素の肥効測定 

071 カ 窒素肥効率および肥効量の指標の検索 

072 キ モミガラ混合割合および堆肥化期間が乳牛ふん堆肥の土

壌中での分解性に及ぼす影響 

073  ク イネ育苗における牛ふん堆肥および牛尿の利用 

074  ケ 春まきニンジン、夏まきキャベツにおける各種堆肥の施

用効果 

平12～16 共同：中央農研、大阪食

み、三重科技 

畜産研環境飼料科 

 

       〃 

       〃 

       〃 

 

       〃 

       〃 

       〃 

 

       〃 

園芸研環境科 

 3 プロジェクト   

県特     (27) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確立 

     ア 水稲の生育量測定手法の確立 

075   (ア) コシヒカリ 

076   (イ) こしいぶき 

077  イ 水稲生育・米品質推定方法の確立 

078  ウ 穂肥量による米品質制御 

平16～18  

 

基盤研究部(生産工学) 

     〃 

     〃 

作物研栽培科 
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－ I - 8 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (28) 無ハウス育苗による省力低コスト水稲栽培技術の開発 

     ア 無加温、無ハウス、プール育苗の検討 

079   (ア) 播種時期、出芽方法、育苗管理方法と苗質 

080   (イ) 育苗期の施肥技術の検討 

081  イ 密播疎植安定化のための機械移植技術 

082  ウ 密播・疎植条件での安定栽培 

     エ 低温強風地帯における無ハウス・プール育苗の検討 

083   (ア) 無ハウス・無加温・プール育苗の検討 

084  (イ) 佐渡における育苗時の被覆資材の検討 

085   (ウ) 密播・疎植条件での安定栽培法の検討 

086   (エ) 籾殻マットでの安定栽培法の検討 

     オ 個別技術の体系化 

087   (ア) 作業能率の把握 

平16～18  

 

作物研栽培科 

     〃 

基盤研究部(生産工学) 

作物研栽培科 

 

佐渡農技 

   〃 

   〃 

   〃 

 

基盤研究部(生産工学) 

県特     (29) 地域流通を活かした複合営農推進のための水田高度利用 

技術の確立 

088  ア  多様な消費者ニーズに応える地域流通システムの構築 

089   (ア) インショップに対する消費者ニーズの把握 

090   (イ) 野菜の契約栽培に関する生産者意識の把握 

     イ 大豆・野菜作における転換畑輪作技術の開発 

091   (イ) 最適土壌水分管理技術の開発 

092   (ウ) 機械化作業技術の開発 

     ウ 商品性の高い大豆及び野菜の安定栽培技術の確立 

093   (ア) 地域流通に適した品目・品種の選定と生産安定 

094   (イ) 転換畑における秋施肥マルチ栽培技術の確立 

   エ 取り組み結果の評価 

095   (ア) 現地実証を通じた技術評価・経営評価などの検証 

096   (イ) 直売所モニターによる効率的なニーズ調査及びクチコ

ミ誘発の効果測定 

平 14～18  

 

基盤研究部(経営流通) 

        〃 

        〃 

 

基盤研究部(栽培環境) 

基盤研究部(生産工学) 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

         

基盤研究部(経営流通) 

        〃 
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－ I - 9 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国委 

(30) にいがた園芸３割アップを支援する生産技術の確立 

     ア 流通情勢即応 

097   (ア) モモの非破壊選果機に対応する栽培技術 

098   (イ) イチゴ「越後姫」の栽培管理技術 

     イ 産地間競合対応 

099   (ア) アスパラガス立茎長期収穫 

100     ａ 立茎開始時期が株に及ぼす影響 

101     ｂ 収穫による株の消耗推移の検討 

102     ｃ 立茎長期穫り栽培に適した品種の検討 

103   (イ) トンネルスイカの効果的管理体系 

104   (ウ) 簡易ハウス活用による小物野菜の栽培体系 

105     ａ チンゲンサイのは種期と収穫期 

106     ｂ こまつなのは種期と収穫期 

     ウ 周年型園芸と省力 

107   (ア) 施設トマトの省力化（セル苗定植） 

108   (イ) 施設キュウリの省力化（整枝法） 

(オ) 1 粒は種技術を核としたニンジンの生育斉一化技術の

確立 

109     ａ 発芽斉一化のための栽培管理法の検討 

平 14～16  

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

        〃 

高冷地農技 

    〃 

    〃 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

中山間地農技 

     〃 

 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

 

 

園芸研栽培・施設科 

県特 

 

 

 

国委 

(31) 新しい食文化を創造する農産物のコミュニケーション型

販売システムの開発 

     ウ システムの効果測定 

110   (ア) インターネット等を利用した情報収集効果の測定 

      (イ) 市場流通農産物に対するトレーサビリティの実用化 

111     ａ 農産物情報提供に対する消費者評価 

112     ｂ 安全性情報に関する消費者ニーズ 

113     ｃ ＶＩＰＳに対する消費者の反応 

114     ｄ ＶＩＰＳに対する消費者評価 

115     ｅ ＶＩＰＳ運用がステークホルダーに与える効果 

116     ｆ ＶＩＰＳ運用の留意点 

平 14～16 

 

 

   〃 

 

平15～16 

   〃 

  〃 

   〃 

 〃 

  〃 

 

 

 

企画情報(研究情報) 

 

基盤研究部(経営流通) 

        〃 

        〃 

        〃 

        〃 

        〃         

県特     (32) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術確立 

117  ア 切り花品質コントロール栽培技術の確立 

  (ア) 球根養成時の栽培管理技術の検討 

118     ａ 球根の生育コントロールの検討 

119     ｂ  適正な施肥方法の検討 

120     ｃ 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査 

121     ｄ 養成球根の肥大とノーズ形成 

122     ｅ 氷温貯蔵技術の検討 

123     ｆ 帯化球根の発生要因解明 

124    ｇ 養成栽培技術の検討 

(イ) 切り花草姿改善技術の検討 

125     ａ 定植までの温度管理の検討 

126     ｂ  栽培管理技術の検討 

127     ｃ 抑制栽培技術の検討 

128  イ 新系統ユリの特性把握と栽培技術確立 

平 16～18  

園芸研栽培・施設科 

 

高冷地農技 

    〃 

    〃 

中山間地農技 

     〃 

     〃 

     〃 

      

高冷地農技 

    〃 

中山間地農技 

園芸研栽培・施設科 
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－ I - 10 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (33) カキ新品種「朱鷺乙女」の早期普及に向けた収穫・脱渋

技術の開発 

129  ア 成熟時の果実品質解明と果実収穫用カラーチャートの開

発 

130  イ カラーチャートを利用した高品質果実収穫技術の開発 

131  ウ 果実脱渋特性の把握と高品質果実出荷のための脱渋技術

の開発 

平16～18 

 

   〃 

   

平16～17 

平16～18 

 

 

園芸研栽培・施設科 

 

        〃 

食品研園芸特産食品科 

県特 132 (34) 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 平 15～18 畜産研酪農肉牛科、環

境・飼料科 

基盤研究部(生産工学) 

県特 (35) 山菜等有望特産作物の生育特性解明と生産システムの確

立 

     ア 優良系統選定・増殖法および栽培技術の開発 

133   (ア) おおばぎぼうしの露地栽培における収穫方法 

134   (イ) うるいの促成栽培方法 

135   (ウ) オオクログワイの優良系統の検索 

136   (エ) オオクログワイの適正施肥量の解明 

137   (オ) フキノトウの優良系統の収集・検索 

138   (カ) フキノトウの掘り上げ後の貯蔵温度の検討 

139   (キ) フキノトウの掘り上げ方法の検討 

140  (ク) ジネンジョの優良系統選抜 

     イ 山菜等特産作物の商品化技術 

141  (ア) 情報付与商品の販売促進効果の解明 

142  (イ) 山菜等特産農産物に適した販売手法の解明 

143  （ウ）各種未利用山菜等の加工技術及び機能性評価 

平14～16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

中山間地農技 

     〃 

     〃 

     〃 

高冷地農技 

中山間地農技 

     〃 

     〃 

 

基盤研究部(経営流通) 

        〃 

食品研園芸特産食品科 

県特 (36) 地域在来品種の特性把握と特産化に向けた技術開発 

     ア 佐渡在来品種の収集及び特性の解明 

    (ア) 佐渡在来大豆 

144     ａ 栽培の部 

145     ｂ 加工の部 

146   (イ) 佐渡在来小豆 

147   (ウ) 佐渡在来そば 

148   (エ) 佐渡在来カキの品種と特性把握 

149   (オ) 「八幡芋」の栽植密度の検討 

150   (カ) サトイモ在来品種の検討 

151  イ  県内在来エダマメ（大豆）の収集・選抜保存と品種特性

の把握 

152  ウ  有望品種について加工特性の検討 

平14～16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐渡農技 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

園芸研育種科 

     〃 

 

食品研穀類食品科、園芸

特産食品科 
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－ I - 11 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (37) 中山間地域の複合営農確立に向けた１・２年草及び宿根

草切り花等の栽培技術の確立 

     ア 雪ムロ等を活用した宿根草切り花の抑制栽培技術 

153   (ア) リアトリスの雪ムロ利用の抑制栽培 

154  (イ) 宿根草の露地栽培 

     イ １･２年草及び宿根草切り花の露地・簡易施設利用による

栽培技術 

155   (ア) マイクロアスターの栽培技術 

156   (イ) 宿根草切り花の栽培技術 

157   (ウ) 夏播きストックの年内出し作型の安定化 

158   (エ) トルコギキョウの県内適応抑制作型の開発 

平 15～17  

 

 

高冷地農技 

    〃 

 

 

中山間地農技 

     〃 

園芸研栽培・施設科 

        〃 

県特   (38) グランドカバー植物を利用した中山間地農業の軽労化技

術の確立 

     ア 大型水稲育苗施設を活用したグランドカバー植物マット 

苗の大量育苗法の確立 

159   (ア) 水稲箱育苗用の装備によるヒメイワダレソウマット苗 

の低コスト大量育苗技術の開発（基盤） 

160   (イ) 水稲箱育苗用の装備によるヒメイワダレソウマット苗

の低コスト大量育苗技術の開発（中山間地） 

     イ 雑草の防除法の検討 

161   (ア) 雑草防除法の検討 

     ウ 新規グランドカバー植物の選定 

162   (ア) 新規グランドカバー植物の検索 

平15～17  

 

 

 

基盤研究部(生産工学) 

 

中山間地農技 

 

 

     〃 

 

     〃 

県特  (39)高標高畑の高度利用を支援する新たな作付体系の確立 

     ア 耕地保全技術の検討 

163   (ア) ソバ・緑肥作物による省力的耕地保全技術の検討 

164   (イ) ソバのアレロパシー活性効果の検討と活用法(園研) 

165   (ウ) 土壌の物理性 

     イ 高度利用作付体系の確立 

166   (ア) ソバとの組み合わせによる主要野菜の効果的な輪作体  

系 

167   (イ) アレロパシー活性等を活用した主要野菜の効率的な輪

作体系 

168   (ウ) 高標高条件を活かした夏秋生産イチゴの栽培技術 

平16～18  

 

高冷地農技 

園芸研環境科 

基盤研究部(土壌保全) 

 

高冷地農技 

 

中山間地農技 

 

高冷地農技 
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－ I - 12 － 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (40) 有機物資源の地域内循環システムと有機農産物等の生産 

技術の確立 

     ア 有機物の腐熟度指標と作物に対する養分供給特性、施肥

法の検討 

169   (ア) 肥効目安のための腐熟度評価法の確立 

170     ｂ 家畜ふん堆肥の窒素肥効の推定と簡易肥効推定法の

開発 

      (イ) 有機物の作物に対する養分供給特性の把握 

171     ａ  有機質資材の作物に対する養分供給特性の把握 

172     ｂ  堆肥中カリ含量を考慮した施肥法による土壌塩類低

減 

      (ウ) 有機物施用技術の確立 

173     ａ  水稲に対する有機物施用技術の確立 

     イ 園芸作物における減農薬・減化学肥料栽培の体系化実証 

174   (ア) チンゲンサイ 

175  ウ 農業者と消費者が協力した有機物資源の地域内循環シス

テムの実証 

平12～16  

 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

畜産研環境飼料科 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

畜産研環境飼料科 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

 

園芸研環境科 

基盤研究部(経営流通) 

県特 (41) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体系化 

     ア 有用微生物の機能を活用した有機物資源利用技術の確立 

      (ア) 畑土壌における微生物性の指標化 

176     ａ トマト青枯病発生土壌における微生物性 

177     ｂ ナス連作圃場における微生物性 

      (イ) 堆肥投入による土壌環境制御の高度化 

178     ａ 堆肥施用における微生物性への影響 

     イ 農薬代替技術・有機質肥料利用技術の確立 

179   (ア) 有機質肥料肥効特性のパターン化 

(イ) 化学農薬代替技術の評価検討 

180     ａ 病害防除技術の検討 

181     ｂ 害虫防除技術の検討 

182   (ウ) 有機質肥料の肥効特性の把握 

     ウ 主要野菜における減・減栽培の総合体系実証 

183   (ア) 秋冬ネギ 

184   (イ) スートコーンの減・減栽培実証 

(ウ) 施設軟弱野菜の作型別減・減栽培の総合体系化 

ａ ホウレンソウにおける減・減栽培技術の実証 

185      (ａ) ハウス初夏まき作型における実用性の実証 

186      (ｂ) ハウス秋まき作型における実用性の実証 

187     ｂ こまつなの減・減栽培の総合体系化実証 

平 15～19  

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

 

        〃 

 

        〃 

園芸研環境科 

     〃 

     〃 

     〃 

 

     〃 

高冷地農技 

 

 

佐渡農技 

   〃 

   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (42) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技術の開発 

     ア 有用微生物（Pythium oligundrum 等）を利用した生物的
防除法の開発 

      (ア) Pythium oligandrum を利用した土壌伝染性病害の生物
的防除 

188     ａ Pythium oligandrum のトマト青枯病に対する発病抑
制効果 

      (イ) 土壌還元消毒法による土壌病害の発生制御 

189     ａ 糖蜜を用いた下層土壌還元消毒法によるトマト病害

の防除 

     イ 水稲育苗期に発生する病害の生物的・耕種的防除 

      (ア) 新規拮抗微生物の検索 

190     ａ 新規拮抗微生物のスクリーニングおよび有望菌株に

よる防除効果 

191     ｂ Pythium oligandrum のもみ枯細菌病（苗腐敗症）に
対する発病抑制効果(1) 

192     ｃ Pythium oligandrum のもみ枯細菌病（苗腐敗症）に
対する発病抑制効果(2) 

193   (イ) 細菌病に発病抑制効果を示す NAB374 菌株の同定およ 

び病原性 

194  ウ 他感物質（アレロパシー）等を利用した病害発生抑制 

平 16～20  

 

 

 

 

基盤研究部(栽培環境) 

 

 

        〃 

 

 

 

作物研栽培科 

 

     〃 

 

     〃 

 

     〃 

 

園芸研環境科 

国委 

県特 

    (43) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

195 ア 作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウムリスク評 

価 

     イ 水稲・大豆におけるカドミウム吸収抑制資材、品種の利

用技術の確立 

196   (ア) 水稲に対するカドミウム吸収抑制資材の施用効果と水

管理方式の検討 

197   (イ) 大豆に対する土壌改良資材の施用効果の効果 

198   (ウ) 大豆のカドミウム含量の品種間差の検討 

199 ウ 地耐力を維持しカドミウム吸収抑制する水管理技術の検

討 

     エ 出穂期前後の湛水条件における高品質米生産技術 

200   (ア) 土壌別アルカリ効果の発現と地力動態の検証 

201  (イ) 品質向上技術の検討 

     オ 低地耐力水田における収穫等機械作業技術の検討 

202   (ア) 地耐力を維持する圃場管理技術の開発 

203   (イ) 水管理方法等の違いによる地耐力の推移 

204   (ウ) 暗渠排水による地耐力の把握 

205 カ クリーニングクロップの利用による土壌修復の検討 

     キ 園芸作物におけるカドミウム吸収抑制技術の検討 

206   (ア) サトイモのカドミウム吸収抑制技術の探索 

207   (イ) 各種野菜のカドミウム吸収量の品種間差と吸収抑制技

術の探索 

平15～19  

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

 

〃 

 

基盤研究部(栽培環境) 

        〃 

基盤研究部(土壌保全) 

 

 

作物研栽培科 

     〃 

 

基盤研究部(生産工学) 

         〃 

         〃 

基盤研究部(土壌保全) 

 

園芸研環境科 

     〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (44) 米消費拡大に向けた製粉技術改善と新規加工食品の開発 

 ア 米パン製造技術の改善 

208 （ア）低コスト化技術 

ウ 米飯の多様化技術 

  (ア) 新商品開発のマーケティング調査 

209     ａ 米の利用状況と米粉利用食品の有望度測定 

210   (イ) 米飯及び米を利用した新加工技術の開発 

平15～17 

 

   

 

 

食品研穀類食品科 

       

 

基盤研究部(経営流通) 

食品研穀類食品科 

若手 (45) 高冷地特産ニンジンをフルーツ食感にする貯蔵・加工技

術の開発 

211  ア 秋ニンジンの雪中貯蔵による食感の変化 

212  イ 夏秋ニンジンの加工処理技術 

平15～16  

 

高冷地農技 

食品研園芸特産食品科 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

1 共同研究

(1) コシヒカリの良食味に関する遺伝情報の選抜     

マーカー化 

研究の背景と目的 

良食味などの優良形質を高度に集積した画期的な

水稲新品種を育成するためには、優良形質に関与する

DNA 塩基配列情報を読み取り、この情報を基に選抜

マーカーを作成・利用することで、優良系統の選抜効

率を飛躍的に向上させる必要がある。そこで、コシヒ

カリの良食味性に関与している DNA 塩基配列情報を

解読し、この情報を基に DNA 選抜マーカーを作成する。

さらには、良食味形質選抜用 DNA マーカーの実用性を

確認する。 

001 良食味に関与する遺伝情報の特定(大源・小林) 

コシヒカリの良食味性に関与していると推定され

る遺伝子をクローニングするため、コシヒカリカルス

から RNAを抽出し、RT-PCR 法、5’RACE 法及びInverse 

PCR 法により遺伝子断片を増幅した。 

002 遺伝情報のＤＮＡ塩基配列の読みとり 

(大源・小林) 

コシヒカリの良食味性に関与していると推定され

る遺伝子の DNA 塩基配列を解読した。本遺伝子の配列

と、既に公開されている他品種の塩基配列を比較した

結果、両品種のｍRNA の塩基配列において、3 塩基の

挿入が 1箇所、1塩基多型が 9箇所存在した。 

(2) 予察に基づくアカヒゲホソミドリカスミカメ防   

除体系の確立 

研究の背景と目的 

アカヒゲホソミドリカスミカメに対する予防的な

薬剤防除法は確立されたが、水田侵入前の密度抑制技

術や発生量に応じた防除判断の技術を取り入れ、より

合理的な防除体系を確立する。また、性フェロモンの

利用技術を開発する。 

003 イネ科植物に対する産卵選好 (横山・石本) 

メヒシバ、オヒシバ、エノコログサ、イヌビエ、カ

ヤツリグサに雌雄成虫２対を３日間放飼し、産卵数を

調査した。いずれの植物でも産卵が認められ、また、

穂がある場合はない場合に比べ、産卵数が多い傾向が

あった。 

004 水田における成幼虫の発生消長 (石本・横山) 

わせじまん、こしいぶき、コシヒカリの穂と止葉、

次葉に袋かけし、成虫または１齢幼虫を放飼し、産卵、

幼虫発育を調査した。産卵はいずれの品種でも認めら

れ、産卵適性に品種間差異がある可能性は低いと思わ

れた。幼虫の生存率はいずれの品種でも出穂日放飼で

高く、その後の放飼では極めて低かった。 

005 割れ籾発生の影響 (石本・横山) 

こしいぶき、コシヒカリを用いて、施肥条件を変え

て割れ籾の発生レベルに差異を生じさせた。実肥区の

割れ籾率は、こしいぶきが 16.5％、コシヒカリが

6.5％で、慣行区の２倍程度に高まった。実肥区の斑

点米率は、こしいぶきは慣行区に比べ明らかに高かっ

たが、コシヒカリは慣行区と同程度であった。 

006 一般圃場における斑点米の発生 (石本・横山) 

気象感応圃（こしいぶき、コシヒカリ）15 地点、

いもち病に強いコシヒカリ実証圃 15 地点・30 圃場、

発生予察圃（コシヒカリ）22 地点について斑点米発

生状況を調査した。斑点米率 0.1％以上の地点は、気

象感応圃のこしいぶき１地点、発生予察圃３地点であ

り、これらはアカヒゲホソミドリカスミカメの加害が

主体と思われた。 

007 新系統殺虫剤の防除技術 (石本・横山) 

わせじまんを用いて、クロチアニジン水和剤、ジノ

テフラン液剤を出穂期９日後に１回散布した。クロチ

アニジン、ジノテフラン散布区では、散布後、収穫期

まで成幼虫密度を極めて低く抑え、斑点米率も低かっ

た。これらの薬剤を使用することで、従来の２回の散

布を１回に減らすことができると考えられた。 
008 薬剤感受性検定 (石本・横山) 

エトフェンプロックス、シラフルオフェン、クロチ

アニジン、ジノテフランに対する感受性を局所施用法

により評価した。 

009 フェロモントラップの種類、設置条件 

 (石本・横山) 

粘着水平設置トラップ、粘着垂直設置トラップの有

効性を、水盤トラップと比較した。２種類の粘着トラ

ップの誘殺効率は水盤とラップとほぼ同程度と考え

られた。異物の付着や雨滴の影響を考慮すると、粘着

垂直設置がよいと思われた。 

010 発生消長把握におけるフェロモントラップの有

効性 (石本・横山) 

水田畦畔、水田内にフェロモントラップを設置し、

その誘殺消長とすくい取りによる虫数の推移を比較

した。水田内では、すくい取りの結果を概ね反映した

誘殺消長が得られたが、水田畦畔では必ずしも一致し

なかった。 

(3) 稲体の活力診断に基づく高温条件下での環境ス

トレス耐性評価 

研究の背景と目的 

 近年、生育期間の高温気象条件下で産米の品質低下 

や変動が大きくなっている。高温登熟条件での品質低 

下要因を解明し、それに対応した肥培管理技術を確立 

する必要がある。また、高温でも品質の低下しない品
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種開発のための、より簡便な選抜手法を確立し、併せ 

て高温登熟性評価のための基準品種を選定する。 

011 環境ストレス耐性簡易評価法の検討 (土田) 

 水稲の活力診断法として非構造性炭水化物の簡易 

推定法を確立するため、近赤外分光分析計を用いた分

析法を検討した。H15 サンプルを用いて波長 1100～

2500nm の範囲で反射スペクトルを測定し、PLS 法で検

量線を作成した。サンプル数が少なかったため、推定

精度は高かった。 

012 分げつ様式の異なる施肥法の比較検討 

 (金高・東) 

基肥なし－中干し弱めー中間追肥栽培では、生育途

中では茎数が少なかったものの、中間追肥以降茎数が

増加して穂数が確保され、慣行栽培と比べ同等以上の

収量となった。玄米タンパク質はやや増加するものの

5.8％と目標値よりも低く、乳心白粒、胴割粒の発生

が減少して外観品質は高まり整粒歩合は 75％程度と

なった。 

013 栄養凋落防止のための肥培管理の検討 

 (金高・東) 

緩効性肥料 LPS100 を基肥同時施用することにより、

慣行栽培と比べ千粒重が低下し 30kg/10a 程度収量は

低下した。しかし異なる出穂期でも安定して玄米タン

パク質は 0.2%程度低く、整粒歩合は 4%程度高かった。

LPSS100 の同時施用では収量はやや増加するものの、

玄米タンパク質は増加し、整粒歩合は低下した。 

014 高温生育条件下での品質劣化防止のための後期

栄養管理法の開発 (土田) 

窒素発現パターンが高温登熟における品質に及ぼ

す影響を検討した。出穂後 10 日間の日射量が平年比

111％と高く、ビニルハウスを用いて昼間の高温処理

が実施できた。ハウス内では葉身窒素濃度が高いほど

良質粒歩合が高まる傾向であった｡後半持続型の窒素

施用は品質低下を防止する傾向が認められた。 

015 高温登熟性検定法の確立 (石崎) 

ビニールハウス、温水かけ流し、温水プール、人工

気象室を用いた高温処理による４つの検定法は、品種

間の良質粒歩合の差を拡大させることから、高温登熟

性の品種間差の把握に有効に活用できるものと考え

られた。未熟粒の内訳は、一般圃場に比べて、人工気

象室及び温水プールにおいて背基白が多く、ビニール

ハウスにおいて乳心白腹白が多くなる傾向であった。

以上のことから、高温処理による４つの検定法は、未

熟粒の発生内訳にそれぞれ特徴があるものの、高温登

熟性の品種間差の把握に有効に活用できるものと考

えられた。 

016 高温登熟性基準品種の設定 (石崎) 

国内作付け上位の 36 品種について登熟期に高温処

理を行い品質を調査した。良質粒歩合の高い品種は、

早生熟期の「ふさおとめ」「てんたかく」「こしいぶ

き」、中生の「コシヒカリ」「夢つくし」、晩生の「コ

ガネマサリ」「おくひかり」「日本晴」であった。良質

粒歩合の低い品種は、極早生の「越の華」、早生の「能

登ひかり」「トドロキワセ」「扇早生」、晩生の「アケ

ボノ」であった。「加賀ひかり」「わせじまん」「トド

ロキワセ」「ササニシキ」「キヌヒカリ」の乳心白粒、

「越の華」「加賀ひかり」「扇早生」「味こだま」の背

基白粒、「能登ひかり」「フクヒカリ」「越路早生」

「アケボノ」の腹白粒が特徴的であった。 

(4) ダイズ褐斑粒の原因ウイルスの解明と弱毒ウイ

ルスを利用した健全種子生産技術の開発 

研究の背景と目的 

ダイズ褐斑粒は植物ウイルスの感染により発生し、

ダイズの品質低下をもたらす。主に保毒種子が翌年の

伝染源となるため、一般圃場における褐斑粒発生を抑

制するには、健全種子の生産が必要である。そのため、

褐斑粒発生の原因となる病原ウイルスの県内におけ

る分布状態を調査するとともに、ウイルスの簡便で迅

速な検出・診断技術、保毒種子率軽減技術を開発する。 

017 褐斑粒原因ウイルスの種類と分布状況 

 (黒田、名畑、堀、石川) 

褐斑粒の原因ウイルスが属する Cucumovirus およ
び Potyvirus グループの植物ウイルスを検出する
RT-PCR 法を開発した。本法を用い、県内より収集し

た 126 株のウイルス症状を示すダイズ株より両ウイ

ルスグループについて発生調査を行った。その結果、

Cucumovirus が 36 株、Potyvirus が 30 株から検出さ
れ、両グループのウイルスに対する対策が重要である

と考えられた。 

018 無毒種子生産技術の開発と種子伝染、褐斑粒発現

機構の解明 (名畑・黒田・堀・石川) 

CMV の感染時期と褐斑粒率・種子伝染率の関係を調

査した。その結果、初生葉接種で 98%の高い褐斑粒率

を示し、開花期+5 日接種においても高い褐斑粒率を

示したが、開花期+26、+40 日接種と急速に低下し、

開花期+54 日接種では 0%となった。一方、種子伝染率

は初生葉接種から上昇して開花期-9 日接種で最高値

23.7%となったが、その後急速に低下し開花期+54 日

接種では 0%であった。 

(5) 北陸地域に多発する大豆しわ粒の発生防止技術

の開発 

研究の背景と目的 

北陸産大豆の格落ち要因の多くはしわ粒による。し

わ粒は調製・選別段階では取り除くことが難しく、栽

培から乾燥に至る過程で適切な技術的対策を講じる

必要がある。そこで、北陸地域に多発する大豆のしわ
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粒の発生防止技術を開発し、北陸産大豆の品質向上を

図る。 

019 成熟期前後における作物体の水分及びﾐﾈﾗﾙ分の

変動が剥離及びしわ粒発生に及ぼす影響の解明

 (市川・服部) 

開花期後 40、50 日に石灰質資材(G ﾗｲﾑ)を 10a 当た

り現物で 25、50、75kg の３水準、黄葉期から 10 月末

まで雨よけ有り、無しの２水準で試験を行った。子実

のカルシウム含量の変動によるしわ粒発生程度の差

は判然としなかった。成熟期前後から乾燥条件にある

場合は、剥皮、亀甲しわ粒の発生が多く、湿潤条件に

ある場合は縮緬しわの発生が多くなることが確認さ

れた。 
020 １株内の莢の位置が剥離発生及びしわ粒発生に

及ぼす影響の解明 (市川・服部) 

しわ粒は降雨後の乾燥によって増加するが、増加程

度は子実水分が 20％以下または近くまで低下し、そ

の後吸水、乾燥した場合に大きくなった。また、成熟

期前に発生するしわ粒は、早い時期から子実水分が低

下する上位の粒が主体であった。さらに、縮緬しわは

比較的高い水分状態で発生し、亀甲しわは子実水分が

20%近くまで低下しないと発生しにくく、剥皮粒は乾

燥し易い条件で多くなった。 

021 剥離の発生がしわ(亀甲しわ)の発生に及ぼす影

響の解明 (市川・服部) 

乾燥条件を２水準、乾燥時間を 2、3、4、5、6、 

21 の６水準で室内乾燥試験を実施した。縮緬しわは、

圃場試験と同様に比較的高い水分で発生した。亀甲し

わは子実乾燥が急激に進み、子実水分が 20%以下にな

るような条件で剥皮が発生し、その後吸湿等による水

分のもどりにより剥皮粒が亀甲しわとなった。また、

剥皮の発生部位は臍から合点側に多い理由について

は、臍から幼根側より合点側の収縮率が高いことによ

ると考えられた。 

022 北陸地域における優良生産地としわ粒多発地帯

の比較に基づくしわ粒発生要因の解明 (南雲) 

県内の主要大豆団地６ほ場（朝日村、新発田市、燕市、

栄町、長岡市、上越市吉川区）において土壌条件、栽培

管理、生育、気象条件としわ粒発生要因について調査し

た。この結果、しわ粒発生要因について土壌条件（排水

条件、土壌ｐＨ）及び中耕培土が示唆されたが、継続調

査が必要である。 

023 子実・茎水分簡易測定法の検証 (樋口・権平) 

水分計出力値と子実水分との間に一定の関係が見

られた。水分計出力値 19.0 で分割し、二つの式で水

分を推定できると考えられた。水分計により測定した

値と茎平均水分とを比較した結果、木化した茎では一

定の傾向が見られたが、やや青立ちや青立ちした茎で

は正確に推定することはできないと考えられた。 

024 子実・茎水分簡易推定法に基づく、汚損、しわ粒

軽減コンバイン収穫技術の検討 (樋口・権平) 

収穫ロスについては、頭部損失のうち落下粒が子実

水分の低下とともに増加し、子実水分 20%以下で落下

粒が増加する区が見られたが、刈残しは期間を通じて

一定であった。コンバインヘッダの畝上追従性がよか

ったためと考えられ、そのため、土の混入も見られな

かった。損傷粒は子実水分 23%程度で増加する区が見

られた。 

(6) 小規模青果物産地の販売力向上のためのコミュ

ニケーション・マーケティング手法の開発 

研究の背景と目的 

小規模産地の市場流通青果物を対象に、ＪＡ・生産

者と顧客との双方向コミュニケーションを可能にす

る場を設営・運営し、商品開発や販売促進を効果的に

行うマーケティング手法を開発する。 

025 コミュニケーションに関する消費者ニーズの把

握 (牛腸・白井) 

消費者は農業者とのコミュニケーションを望んで

おり、インターネットは有効な手段である。Ｗｅｂア

ンケート自由回答欄の記入内容から消費者と農業者

の価値観の共有が、また消費者モニター調査から継続

的なコミュニケーションによる信頼関係構築が、可能

であることがわかった。 

026 ネット・モニターによるマーケティング・リサー

チ手法の検討 (牛腸・白井) 

ＪＡの顧客から協力者を募集し電子掲示板上で話

し合いを行う、ネット・モニター調査の実証を行った。

３週間運営したところ、従来の手法であるグループイ

ンタビューと同程度のデータ量が得られ、参加モニ

ターの負担が少なく多様な意見が抽出でき、インター

ネットを利用して消費者情報を効率的に収集できる

手法であることが明らかになった。 

027 メールマガジンの農産物商品訴求効果 

 (白井・牛腸) 

Web アンケートを通じて顧客からメールアドレス

を収集し、産地ＪＡから月１回のメールマガジン発行

を行い、インターネット販売商品の訴求効果を調査し

た。メールマガジン購読者とインターネットでのル 

レクチエ受注者から訴求効果を測定したところ、1.5%

であり、コストを抑えて顧客へアプローチでき、また

受注数を向上させる効果を確認できた。 

028 食品スーパー店頭での情報提供に対する評価 

 (白井・牛腸) 

生産者・ＪＡと消費者とのコミュニケーションの場

として、食品スーパー店頭において情報提供端末機を

設置し、農産物商品の情報提供に対する消費者の評価
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を行った。買い物客を対象にハガキによるアンケート

を行ったところ、店頭における生産情報提供に対する

消費者のニーズは強いことが分かった。また、産地と

スーパーとの協働での取り組みが望まれた。 

(7) 染色体倍加・変異処理によるチューリップ・ユリ

の画期的新品種育成 

研究の背景と目的 

県産主要花きであるチューリップ、ユリの一層の有

利販売促進、需要拡大、また環境保全型農業の推進等

のため、県オリジナルの画期的新品種の早期育成を推

進する。 

029 既存品種・系統の三・四倍体作出（笑気ガス、ｺﾙ

ﾋﾁﾝ処理による倍加） (宮嶋・榎並) 

チューリップでは２ｎ花粉率 50％以上の花粉を交

配に用いて土耕は種することで倍加個体を得た。しか

し２ｎ花粉率 80％程度の花粉を交配に用いて、胚培

養を行うことで、より効率的に倍加個体を得られた。

ユリについては異なる倍数性の個体の繁殖肥大性を

検討したが、系統・品種で異なり、一部の４倍体で肥

大性の劣るものが見られ、繁殖性に問題を残した。ま

た培養りん片を置床２週間後に、コルヒチン 0.05～

0.1％水溶液処理し、洗浄後培養すると倍数化個体が

効率的に得られた。 

030 既存品種の有用変異個体作出（Ｘ線、γ線処理に

よる突然変異） (宮嶋・榎並) 

５・10・20Gy でγ線照射したイルデフランスの孫

球を半促成で変異確認したが、変異個体は認められな

かった。ユリでも 5、10、15Gy でγ線照射個体の開花

が認められたが、現在のところ有用変異は認められな

い。引き続き、露地で変異確認を行う。 

(8) 花色改変遺伝子を導入したユリ等の作製 

研究の背景と目的 

農業においては、国内のみならず、国際的にも産地

間競争が激化している。この競争に打ち勝つために、

付加価値の高い新品種の開発が求められている。ここ

では、青いユリを作出するために花色改変遺伝子を導

入したユリを作製する。 

031 花弁の青色を鮮やかにするための F3’H 遺伝子等
の単離 (小林・星・近藤) 

RNAi 技術（遺伝子発現抑制技術）によって赤系の

色を抑えるためにユリより F3'H 遺伝子を単離する。

これまでに、F3'H 遺伝子の中央部分 575bp を単離し

た。 

032 花色改変遺伝子を導入したユリ等の培養個体の

作製 (小林・星・近藤) 

花色改変遺伝子をユリ等に導入し、ビンの中で維持

する。これまでに青い色素合成遺伝子を導入したユリ

の系統数は、アカプルコで 48、ジョージアで 13 であ

る。 

(9) ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現

地実証試験 

研究の背景と目的 

過去に使用されたドリン類が土壌中に残留し、それが

キュウリに特異的に吸収され問題となっている。そこで

ドリン類を吸収する吸着資材の検討を行う。 

033 ドリン類吸収抑制剤と低吸収品種利用技術の現地実

証試験 (西原) 

効果的な液状活性炭および粉状活性炭を見つけること

ができ、それを施用することによってキュウリのドリン、

特にディルドリン残留基準値以下にすることが可能とな

った。    

(10) 母豚の授乳期における栄養管理と環境負荷低減

技術の確立 

研究の背景と目的 

泌乳能力が高く、離乳時子豚の体重が大きい系統豚

の授乳期養分要求量は明らかにされていない。そこで、

母豚の授乳期養分要求量および母豚への給与方法、給

与回数を明らかにする。    

034 母豚の授乳期における栄養管理と環境負荷低減

技術の確立 (佐野) 

「ニホンカイ L２」の授乳期間中飼料給与量は、日

本飼養標準を対照区として、対照区よりも 20％増量

すると、子豚の発育には影響がなかったが、離乳時の

体重とＰ２脂肪厚の減少が少なく、発情回帰日数は 4

日短縮された。 

(11) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術の確立 

研究の背景と目的 

BSE の発生等により消費者は畜産物の安全性を強く

求めている。動物質飼料は高泌乳牛にとって良質なア

ミノ酸を供給する飼料原料と位置づけられており、中

でも魚粉は、高泌乳と窒素排せつ量削減を両立する給

与技術で利用されていたが、法改正に伴い使用出来な

くなった。そこで安全な飼料原料を用い、畜産物の安

全性を確保し、牛乳の高位生産と環境負荷物質である

窒素の排せつ量低減を両立する給与技術を開発する。

また、県内で流通量の多い乾草についてその消化特性

を解明する。 

035 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術の確立 (関) 

分娩後 15 週間の飼養試験の結果、配合飼料中のト

ウモロコシおよび大豆粕について加工法を違えるこ

とによりルーメン内の炭水化物、蛋白質の分解速度違

えても乳生産への影響が無いことが明らかとなった。 

(12) 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼

料給与技術の開発 
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研究の背景と目的 

稲発酵粗飼料の普及定着を進めるとともに、飼料稲

と食品製造副産物を活用する給与技術を開発し、飼料

自給率の向上に資する。 

036 飼料イネの特性を活かした地域資源活用型の飼

料給与技術の開発 (関) 

食用の早生 2品種と飼料用早生１品種を用いて、収

穫熟期、窒素施用量、ケイ酸施用量を各 3水準設定し

て収穫時調査を行い、子実＋茎葉（以下 WC）及び茎

葉中の栽培条件等と諸成分の関係を解明した。また、

乳牛への飼料イネ給与の影響を検討するために、分娩

前２週から分娩後９週までの飼養試験を実施中。 

(13) 低アミロース米のライスクラッカー利用技術 

研究の背景と目的 

成熟化基調にある米菓産業振興のため、次世代型品

種として育成された低アミロース米の特性を生かし

た新製品開発、適正利用技術について検討する。 

037 ベーカリーオーブンを活用した麺線状切断生地の        

焼成条件 (吉井・諸橋・本間) 

低アミロース米を用いてライスクラッカーを製造

する場合に、問題となる焼成時の変形防止法について

検討した。焼成時の生地水分が 20％以下になると食
感が硬くなるとともに焼成時の変形が大きくなるこ

とが認められた。そこで、未乾燥のまま焼成を行う条

件を検討した結果、厚さ 1.5mm程度に圧延後、幅７
mm 程度に圧延することで焼成時の変形を防止する

ことができた。 
038 胚乳タンパク質・澱粉の特性とライスクラッカー

加工適性 (吉井・諸橋・本間) 

アミロース含量 8.0～20.8％の範囲の精米を用い

て、アミロース含量と製品品質の関係について検討し

た。アミロース含量が 12.0％以下になると柔らかく

付着性が強くなるために生地の変形が大きくなった。

米菓の食味は、ミルキープリンセス、柔小町、泉半糯

1026 が特に優れていたが、アミロース含量との関係

は明確でなかった。ただし、アミロペクチン B鎖の含

量が多くなるほど米菓の食味が優れる傾向が認めら

れた。 

(14) 米糠の有効利用技術の開発 

研究の背景と目的 

米糠中に含まれる多糖類を利用したＬ－乳酸（生分

解性プラスチック原料）の高濃度発酵技術の開発、抗

菌活性を有するコメ蛋白質を利用した新規食品素材

を開発する。 

039 抗菌物質を活性成分とする新規食品素材の開発

 (大坪・野呂) 

イネの新奇プロテイナーゼインヒビターであるオ

リザシスタチン-III を組換え蛋白質として発現・精

製し、代表的なシステインプロテイナーゼに対する阻

害定数を調べた。オリザシスタチン-III の酵素阻害

プロフィールは、既知のオリザシスタチン類とは大き

く異なり、オリザシスタチン-III のみがカテプシン B

を阻害した。また、オリザシスタチン-III が歯周病

菌プロテアーゼを阻害することも見いだした。 

(15) 県特産農産物の機能性成分の探索と利用食品の

開発 

研究の背景と目的 

県産農産物に含まれる抗酸化機能成分であるポリ

フェノール、血糖値上昇抑制作用をもつ成分の分析手

法の開発、有効成分を保持した原料及び加工段階にお

ける適正処理技術、並びにその利用食品を開発する。 

040 県特産農産物中のポリフェノール成分の分析と        

利用食品の開発 

 (中島・高橋（靖）・西脇・浅野) 

食用菊の花弁中に含まれる抗炎症性トリテルペノ

イド類の液体クロマトグラフ・質量分析法による定量

法を検討した。その結果、２～200μg/ml の濃度範囲

で良好な検量線を作成することができ、定量性及び再

現性も良好な乾燥試料 50mg による分析が可能となっ

た。 

041 糖尿病予防機能を有する食品の開発 

 (佐藤（和）・中島・大養寺・渡辺) 

桑葉粉末の加工食品への利用可能性を検討するた

めに、桑葉粉末添加味噌を試作した。試作した桑葉粉

末添加味噌は濃緑褐色で、ホルモール窒素含量が高く

うま味が強かった。50 日間熟成後も血糖値上昇抑制
作用を持つデオキシノジリマイシン含有量に減少は

認められなかった。桑葉粉末は加工食品として試作し

た味噌においても、血糖値上昇抑制効果を有すること

が確認された。 
(16) 発酵技術を利用した新食品の開発 

研究の背景と目的 

麹や酵素の発酵作用を利用して低・未利用魚介類を

原料とした新たな発酵食品を開発し、地域特産化によ

る水産及び食品加工業界の振興を図る。 

042 魚醤油の開発 (渡辺・大養寺) 

原料に鮭を使用した魚醤油製造時に、醤油麹抽出液

を使用することによって通常の醤油麹添加に比べて、

魚醤油の回収量は 1.25 倍向上した。また、プロテー

ゼ主体の酵素製剤を併用することによって 1.34 倍に

向上した。醤油麹抽出液を使用した魚醤油の官能評価

は、醤油麹添加に比べ、色調は淡色で、やや麹臭がす

るものの、魚醤油臭は少なく、高品質であった。 

(17) 水田からのメタン発生制御技術の定量的評価 

研究の背景と目的 

水稲生育中～後期における土壌の水分、収縮、酸
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化－還元の状況を把握して中干し程度の指標化を

検討するとともに、間断灌水による土壌養水分供給

量、メタンガス発生量の変化を測定して、地球環境

に優しく、米の高品質化のための水稲生育後期の栄養

状態に適した水管理手法を検討する。 

043 土壌有機物がメタンガス発生に及ぼす影響の定

量的評価 (白鳥・志賀) 

メタンフラックスの測定を継続し、メタン発生量の

年次変動要因を検討した。未整備圃場では作土の酸化

還元電位は湛水直後から全体に低いが、整備圃場では

深さ 10cm での酸素消費が 5cm を下回り、作土全体が

還元化するまでに時間がかかることが示唆された。メ

タン発生量を定量的評価するためには、非栽培期間の

有機物分解と栽培期間中の水管理の両面から、年次間

変動の要因を解析する必要があると考えられた。 

044 土壌の酸化－還元とメタン発生量の関係把握 

 (白鳥・志賀) 

中干し時における pF の変動と土壌の硬化との関係

を検討した。地表排水性の違いが作土の水分変動に大

きく影響しており、未整備圃場では少しの降雨でも土

壌の乾燥が起こらないものと推察された。特に 6月下

旬～7 月上旬の無降雨連続日数の違いが未整備圃場

でのメタン発生量の年次間変動を大きくしている要

因と考えられた。 

045 生育中期の水管理が作物体に及ぼす影響評価 

 (白鳥・志賀) 

排水改良を伴う圃場整備と水稲生育との関係を検

討した。本年度は排水改良を伴う圃場整備が収量に及

ぼす影響について検討した。未整備圃場でメタン発生

量の少なかった 2001、2004 年には、整備圃場では水

稲への養水分供給量が不足し、一穂粒数が減少して収

量が低下するものと考えられた。 

(18) 畜産新技術実用化対策事業（平成 14 年度開始共

同試験） 

研究の背景と目的 

受精卵移植の普及定着のためには、胚の凍結保存技

術が不可欠である。そこで、各都道府県で行われてい

るダイレクト法について大規模な移植試験を行い、受

胎率の比較により最適な耐凍剤、凍結条件、融解条件

等を検討する。 

046 受胎率向上のための受精卵の凍結・融解方法の検

討 (内山) 

これまでの結果、1.8Ｍエチレングリコールを用い

たダイレクト法では、0.1Ｍシュークロースを添加す

ることにより受胎率が向上する傾向にあった。また、

基礎溶液として、20％子牛血清加 PBS と 0.4％牛血清

アルブミン加 PBS を比較したが差はなかった。融解条

件についてはエアーソーイング時間（6秒、10 秒）を

比較したが差はなかった。 

(19) 畜産新技術実用化対策事業（雌雄産み分け技術） 

研究の背景と目的 

酪農経営、肉用牛経営において目的に応じた子牛の

生産を行うニーズは高い。そのためには、性判別受精

卵の供給が必要である。そこで、PCR 法による性判別

受精卵を効率的に生産し、フィールドでの有効活用を

図る。 

047 ガラス化保存法の簡易融解手法に関する検討 

 (佐藤(義)) 

性判別では胚から細胞を切り取り胚にダメージを

与えるため、凍結保存には通常の方法を適用できず、

ガラス化法を使用する。しかしガラス化保存法は融解

時の耐凍剤の除去作業が煩雑なため、フィールドでの

使用上の問題点となっている。そこでガラス化従来の

ステップワイズ式の融解法（試験区）と簡易な融解法

であるワンステップ融解法のためのストロー封入法

の実験室内融解法（試験区）により胚の生存性、受胎

率を検討した。その結果、融解した胚の生存率はそれ

ぞれ 92.3%(12/13)および 90.9%(10/11)とほぼ同等で

あった。受胎率はそれぞれ 16.7%(2/12)および

40.0%(4/10)であった。対照区の受胎率が低い原因は

不明であったが、試験区では性判別胚としては実用化

可能と思われる受胎率であった。 

(20) テロメラーゼ阻害を作用機序とする食品素材の

探索・開発 

研究の背景と目的 

食用菊などの県産農産物から細胞レベルでテロメ

ラーゼ阻害活性（ガン細胞の増殖抑制）を示す成分を

見い出し、その利用による制ガン機能を有する食品を

開発する。 

048 阻害物質の作用機序解明 (大坪) 

テロメラーゼ阻害活性が認められた農産物抽出物

について、癌細胞に対する細胞老化誘導能を検討した。

その結果、赤タマネギ抽出物などが、扁平上皮癌細胞

株A-431のpopulation doublingを著明に抑制するこ
と、従って、細胞老化誘導能をもつことがわかった。

特に、食用菊粗抽出フラクションの活性が高く、農産

物抽出物がテロメラーゼ阻害に基づく癌化抑制に利

用できる可能性があると推察できた。 

 

2 共同・プロジェクト研究 

(21) ＤＮＡマーカーの利用による主要水稲品種のい

もち病抵抗性ＩＬの緊急作出 

研究の背景と目的 

県内主要水稲品種のいもち病真性抵抗性遺伝子同

質系統を連続戻し交配で育成し，抵抗性個体の選抜を

ＤＮＡマーカー分析で行う。 
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049 いもち病抵抗性同質遺伝子系統の作出 (小林) 

こしいぶきにコシヒカリ BL 系統を一回親として交

配し、戻し交配を行った BC 種子について、いもち病

菌系の接種による幼苗検定を実施し、抵抗性遺伝子を

有すると推定される BCF1 個体を養成後、戻し交配を

継続した。いもち病菌系の接種前に各個体より採取し

た葉断片から DNA を抽出し、選抜マーカーの利用によ

り真性抵抗性遺伝子座 Piz、Piz-t、および Pib の有
無を分析して、接種による抵抗性判定を補強した。 

050 Piz,Piz-t ＤＮＡマーカーによる抵抗性系統の選

抜 (橋本・小潟) 

いもち病真性抵抗性遺伝子PizおよびPiz-tの近傍
に位置するＳＮＰマーカーを用いて，こしいぶきのい

もち病真性抵抗性同質遺伝子系統（BCF1）の選抜を試

みた。Piz 保有系統 40 個体および Piz-t 保有系統 61
個体を分析した結果，それぞれ 24，31 の抵抗性個体

を選抜することができた。 

051 ＤＮＡ選抜マーカーの開発 (橋本・小潟) 

いもち病真性抵抗性遺伝子 Piｂの塩基配列情報を
もとに，Piｂ保有個体選抜用ＳＮＰマーカーを作成し
た。このマーカーを利用し，こしいぶきのいもち病真

性抵抗性遺伝子同質系統（BCF1）4 個体の選抜を試み

た結果，抵抗性の 3個体を選抜することができた。 

(22) 大豆の大規模生産における高品質安定栽培技術

の確立(重粘土地域における大豆品質向上技術の
確立と多収条件の解明) 

研究の背景と目的 

 実需者ニーズに応える高品質大豆の安定生産を図

るため、収穫適期期間を拡大させる新早生品種の栽培

法、品質向上（大粒比率、タンパク含有率、豆腐加工

適性、被害粒の軽減）及び安定多収技術を開発する。 

052 新早生品種の選定と栽培法 (服部・市川) 

早生系品種[たまうらら]を用い、播種期(標準播：

５月 27 日、晩播：６月 17 日)と栽植密度(8.9、16.7、

26.7 本／㎡)を組合せて試験を実施した。播種期はエ

ンレイとの作期分散を図るためには、標準播にする必

要があった。また、栽植密度は、株内登熟ムラと最下

着莢高から標準播で 16.7 本／㎡以上必要であった。 

053 播種期と栽植密度 (横山) 

早生品種「たまうらら」の播種期別最適栽植密度は

普通播、晩播ともに 26.7 株／㎡が適していると考え

られた。また、エンレイの普通播とたまうららの晩播

では収穫期の分散は図れなかった。 

054 佐渡における「たまうらら」の播種期、播種密度

の検討 (金井) 

 播種時期・播種密度による成熟期、品質への影響を

検討した。成熟期は、エンレイと比べ標準播で１週間

ほど早く、晩播では同程度であった。最下着莢位置は

晩播密植区でやや高くなった。 

055 栽培条件と豆腐加工適性 (秋本・宍戸) 

たまうららの豆腐加工適性に及ぼす栽培条件（試験

地、播種時期、栽植密度）の影響を検討するため、エ

ンレイを対照に絹ごし豆腐を製造した。大豆の吸水率

はエンレイ、たまうららともに栽培条件による違いは

なかった。豆乳収率、豆乳固形分は品種及び栽培条件

による差は認められなかった。官能評価は、栽培条件

による違いは認められず、たまうららは対照に比べや

や軟らかいものの甘みがあり官能評価が高かった。 

056 ｼｸﾞﾓｲﾄﾞ型被覆尿素による施肥技術の確立 

 (南雲・土田) 

被覆尿素 LPS60 と石灰窒素を用い、２回目培土直前

に株元に窒素成分で３，６kg／10a 施用し試験を実施

した。LPS60 は生育後期の窒素供給、石灰窒素は生育

中期の窒素供給であった。LPS60 ではしわ粒減少効果、

石灰窒素で粒数増加効果が認められた。 

057 根粒超着生系統作系４号の多収条件の解明 

 (服部・市川) 

播種期(早播､標準播)と施肥位置(条施､全層)､培土
前の畦様式(高畦､平畦)を組合わせ、試験を実施した。
標準播の基肥条施肥により生育量が増加した。 
(23) 新潟県における高品質大麦－飼料用イネ輪作シ

ステムの確立 

研究の背景と目的 

 収益性の高い輪作体系の確立と飼料イネの生産拡

大を図るため、飼料イネの特性解明および給与技術の

開発、飼料イネ跡大麦の高品質安定生産技術を確立し、

飼料稲と大麦の輪作体系を構築する。 

058 飼料用イネの給与技術の開発 (関) 

５月上旬直播、大麦収穫後の飼料用イネ栽培を想定

し６月中旬に移植および直播で栽培し、糊熟期に収穫

した３種の稲発酵粗飼料についてその栄養価および

飼料の物理性を示す粗飼料価指数を明らかにした。６

月中旬に直播して収穫調製した稲発酵粗飼料の乾物、

有機物、酸性デタージェント繊維の消化性は５月上旬

のそれに比べて優れた。また、可消化養分総量は６月

中旬直播のものが５月上旬のものに比べて優れる傾

向にあった。 

059 新潟県における飼料用イネ栽培の問題点(守屋) 

アンケート調査により飼料用イネの栽培・利用上の

問題点を明らかにした。耕種農家・畜産農家ともに自

ら直接関与する技術等に改善意欲が見られるものの、

相反する認識をもっている項目もあるなど共通認識

を持っていないことが大きな問題となっている。この

状況を打破するためには、飼料用イネの利用による畜

産物の差別化と共通認識を持つための連携の場の構

築が必要である。 
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060 前作飼料イネが大麦の播種条件および生育･収

量･品質に及ぼす影響 (服部・市川) 

大麦の前作を直播飼料イネと移植コシヒカリとし、

試験を実施した。前作に直播飼料イネを導入すること

により、大麦播種前に圃場の排水対策を十分に行うこ

とが可能で、砕土率が向上し、生育期間を通じて大麦

の生育は良好となった。 

061 適正播種期の解明 (服部・市川) 

播種時期を９月 19 日(早播)、10 月１日(標準播)、

10 月 10 日(晩播)の３水準として実施した。最大 21

日間の播種期の差は、茎立期から出穂期では 3日、成

熟期では 2日の差となった。今年度供試した 3播種期

の中では、穂数が多く容積重が大きかった標準播がﾌ

ｧｲﾊﾞｰｽﾉｳには適した播種期と考えられた。 

062 越冬後の生育診断と肥培管理 (市川・服部) 

越冬後追肥の簡略化試験として LP40 を用いて実施

した。また、茎立期および止葉抽出期の生育診断に基

づく追肥技術では、茎立期追肥を a当たり窒素成分で

0、3、6kg の３水準、止葉抽出期追肥を 0、2kg の２

水準で実施した。越冬後追肥の簡略化については LP4

0 の効果が判然としなかった。追肥技術では、品質ラ

ンク区分の基準値（許容値）、容積重 690g/l、白度 4

3 以上（40 以上）、硝子率 40％以下（50％以下）を目

標とした場合の最適条件は、苗立数 150 本、200 本／

㎡とも茎立期追肥なし、止葉抽出期追肥量 0.2kg／ａ

であった。 

(24) イオンビームを利用した“抽苔しにくい春夏ネ
ギ”の育成 

研究の背景と目的 

  ネギは抽苔することにより品質が低下するため、新

潟県では春夏期の出荷量が少ない。イオンビーム照射

により突然変異を誘発したネギを作出し、その中から

晩抽苔性や不抽苔性等の有用形質を選抜することで、

“抽苔しにくい春夏ネギ“を育成する。 

063 優良系統の選抜 (濱登・榎並) 

平成 14 年度にアグリフーズ・バイオ部がイオン

ビームを照射した約4000系統を、平成15年に定植し、

平成 16 年春に抽苔時期を調査した。その内、対照の

東京夏黒２号よりも抽苔の遅かった 31 系統を選抜し、

採種を行った。 

(25) 県産地鶏普及推進のための技術開発 
研究の背景と目的 

  平成14年度に完成した県産地鶏は、生産から流通、
加工販売に至る技術開発が急務となっている。県産 
地鶏に適合し、コスト低減を図る飼料給与体系の確立

と販売戦略の検討および低利用部位等を活用した加

工品の開発が必要である。また、県産地鶏の特性を利

用した様々な地鶏肉判別方法の検討が必要である。 

064 試験飼料の差が発育・肉質に及ぼす影響(時田) 

にいがた地鶏に採卵鶏育成用飼料およびブロイ

ラー用飼料を用いて給与試験を実施した。10 週齢以

降の増体に若干の差はあったが、出荷時体重（雄 110

日齢、雌 130 日齢）では有意な差は見られなかった。

飼料要求率はブロイラー用飼料を給与した方が低く

抑えられた 

065 流通販売戦略開発 (牛腸) 

にいがた地鶏の販売価格はブロイラーの約３倍の

価格であり、販売ターゲットは高級料理店である。新

潟県内でにいがた地鶏を仕入れて採算の合う料理店

が少ないため、消費拡大のためには県外出荷先の確保

が必要である。また販売価格に見合うよう付加価値を

高めるためブランドを確立することが必須で、品質確

保と情報伝達の戦略が必要である。 

(26) 家畜ふん尿堆肥成分の簡易測定技術の開発 
研究の背景と目的 

  有機性廃棄物の循環利用のために、家畜ふん、生ご

み堆肥等を用いて、BOD 評価、窒素無機化率、リン無

機化率測定、幼植物生長試験等を行い簡易・迅速な堆

肥の腐熟度、窒素、リン肥効率の評価指標を開発する。

また、作物別施用を想定した小規模の堆肥施用試験を

行い、堆肥施用ガイドラインを提案する。 

066 家畜ふん堆肥中の易分解有機物、難分解有機物と

その指標 (小柳) 

牛ふん堆肥の易分解性有機物は、豚・鶏ふん堆肥や

他の有機質資材に比べ総じて少なく、難分解性有機物

（炭素残存量）は多く含まれていた。豚・鶏ふん堆肥

の易分解性有機物と難分解性有機物は幅広く分布し

ていた。易分解性有機物の指標として AD 可溶有機物

が、難分解性有機物の指標として ADF が、それぞれ有

効と考えられた。 

067 易分解性有機物簡易推定法の考案 (小柳) 

酸素消費を利用した易分解性有機物簡易推定法を

開発した。炭素分解量との間に R2 = 0.828 の正の相

関関係が、AD 可溶有機物含量との間に R2 = 0.787 の

正の相関関係がそれぞれ認められた。したがって、こ

の方法は有機質資材中易分解性有機物の推定や、易分

解性有機物からみた堆肥の腐熟度判定に用いること

ができると考えられる。 

068 酸性デタージェント繊維の簡易迅速測定法 

 (安藤) 

有機質資材中の酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）は測

定法が厳密に規定されているため簡易迅速推定法を開

発した。試料を圧力鍋と家庭用酸性洗剤で煮沸し、電子

レンジによる乾燥、ガスコンロによる灰化を行い、ＡＤＦを

推定する。普及指導機関で容易に対応可能である。 

069 有機質資材中の水分簡易測定法（改良法）および
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粗灰分簡易測定法 (安藤) 

電子レンジによる水分簡易測定において乾燥の終

点判断を容易にするインジケーターを開発した。また

ガスコンロを利用した粗灰分の簡易測定法を開発し

た。これらによる簡易測定は短時間かつ低コストで、

普及指導機関で容易に対応可能である。 

070 こまつな栽培による家畜ふん堆肥中窒素の肥効

測定 (小柳) 

AD 可溶有機物含量 400mg/gDM 以下の牛・豚ふん堆

肥については窒素肥効量を無機態窒素（1M HCl 抽出

NH4-N＋NO3-N）含量の測定により、全家畜ふん堆肥に

ついては窒素肥効量を窒素放出量（ガラス繊維ろ紙

法）の測定により求めることができる可能性を示した。 

071 窒素肥効率及び肥効量の指標の検索 (小柳) 

有機質資材（家畜ふん堆肥を含む）の夏期３ヶ月間

の窒素肥効量は、乾物中全窒素含量を変数とする 2

次式により、簡易に推定できる可能性を示した。 

072 モミガラ混合割合及び堆肥化期間が乳牛ふん堆

肥の土壌中での分解性に及ぼす影響 (小柳) 

堆肥化中の発熱はモミガラではなくほとんどふん

の分解によるものであるということが示唆された。ま

た、モミガラ混合割合の多い堆肥は、堆肥化期間にか

かわらず、施用直後は窒素を放出するが、その後ゆっ

くり窒素を吸収するという途中からの窒素飢餓の可

能性が示唆された。 

073 イネ育苗における牛ふん堆肥及び牛尿の利用    

 (小柳) 

充実度の低下という欠点はあるものの牛ふん堆肥

と牛尿の併用による無化学肥料育苗は可能であると

考えられた。豚ふん堆肥のようなリン酸含量の高い資

材を利用すれば牛尿のみでも可能であるが、モミガラ

牛ふん堆肥の併用は、土壌 pH の上昇が懸念されるも

ののマット強度とケイ酸含量の上昇効果も期待でき、

さらに効果的であった。 

074 春まきニンジン、夏まきキャベツにおける各種堆

肥の施用効果 (竹田) 

家畜ふん堆肥を露地野菜栽培で連用すると、通常化

学肥料で施用するリン酸、またはカリの施用量を、堆

肥の成分で代替でき、リン酸、カリの化学肥料削減が

可能である。ただし、窒素が不足するので、必ず不足

量を単肥の化学肥料で補う。 

 

3 プロジェクト研究 

(27) 一筆毎の水稲生育診断と栽培管理システムの確
立 

研究の背景と目的 

  現在、多様な消費者ニーズに対応した米作りが求め

られている。ひとつは実需・消費者が求める玄米タン

パク含有率の米を生産することであり、これには生育

診断による管理が不可欠である。従来のものさしや葉

緑素計 SPAD502 を用いた生育調査法を、携帯式生育情

報測定装置による調査法に置き換え、生育量を一筆毎

に大量に把握する手法を確立する。これにより、ほ場

ごとの品質の高位平準化技術を確立する。 

075 コシヒカリ (樋口・権平) 

各慣行測定値と装置出力値とを比較した。草丈×m2

当り茎数×葉色(以下、生育積値)と GI 値には一定の

出穂期まで一定の関係が見られたが、バラツキは大き

かった。乾物重、稲体窒素量と装置出力値とを比較し

た。乾物重では 7/12 まで、稲体窒素量では 8/2 まで

は相関が見られるがこれ以降は乾物重、稲体窒素量と

もに増加するが GI 値は減少する傾向になり、またバ

ラツキも大きくなった。 

076 こしいぶき (樋口・権平) 

各慣行測定値と装置出力値とを比較した。草丈×m2

当り茎数×葉色(以下、生育積値)と GI 値には一定の

出穂期まで一定の関係が見られた。GI 値との稲体窒

素量とを比較し、指数近似式を得た。コシヒカリとこ

しいぶきではほとんど同じ近似式になった。 

077 水稲生育・米品質推定方法の確立(樋口・権平) 

供試したサンプルは籾数約 20～40 千粒/m2、収量は

約 350～700kg/10a であった。出穂期の葉色と玄米窒

素濃度との関係は一定の傾向が見られるもののバラ

ツキは大きかった。生育情報測定装置での測定値と収

量品質を比較した結果、GI 値と収量、IR/R と玄米窒

素濃度との間に関係が見られるものの測定時期によ

ってその傾向が異なり、測定適期を設定する必要があ

った。 

078 穂肥量による米品質制御 (土田) 
コシヒカリの幼穂形成期において、携帯式生育情報測
定装置による生育量測定値（GI値）と生育量積値及び稲
体窒素吸収量との間には高い相関が認められたが、生育
量が大きくなるとバラツキが大きくなった｡一般地域で
はGI値による生育量の推定が可能であり、測定装置によ
る穂肥診断が可能と考えられる｡ 

(28) 無ハウス育苗による省力低コスト水稲栽培技術
の開発 

研究の背景と目的 

  激化する産地間競争下で新潟米が生き残るために

は大幅な生産コストの低減をはかる必要がある。播種

量倍増・無ハウス露地プール育苗と疎植栽培により、

育苗資材や使用苗箱数を減らした低コスト移植栽培

技術を開発する。これにより高温条件下での育苗時の

障害を防止し、適期移植を推進して、一層の高品質・

良食味生産を目指す。 

079 播種時期、出芽方法、育苗管理方法と苗質 

 (金高・東) 
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被覆資材シルバーラブを用いた乾籾 250g/箱・露地

無加温出芽では、4/16・4/22 播種では出芽期間中、

明方の低温下では床土温度が５℃を下回り、十分な苗

丈を確保できないまま生育が進んだ。4/30 播種では

床土温度はやや高めに推移したことから苗丈 10 ㎝程

度の確保が可能であった。 

080 育苗期の施肥技術の検討 (東・金高) 

密播は標準播に比べ、苗乾物重、本田初期の引き抜

き抵抗、茎葉重、分げつ数等が劣り、活着初期生育が

劣った。弁当肥や緩効性肥料を含有した育苗肥料を用

いた密播の苗は本田初期の引抜抵抗、茎葉重、初期分

げつ数等が慣行施肥の密播の苗を上回った。 

081 密播疎植安定化のための機械移植技術 

 (樋口・権平) 

供試した田植機では密播した苗の移植本数は 4 本

程度が下限であり、使用する苗の状態によってはこれ

よりも増加する可能性があった。そのため、安定して

4 本植えとするためにはかき取り量を更に減らすこ

とができるようにする必要があった。疎植田植機は高

速で疎植(40 株/坪)しても植付角度に異常は見られ

なかった。 

082 密播・疎植条件での安定栽培 (金高・東) 

乾籾 250g/箱－11 株/㎡の密播疎植では、中干し開

始時期を 6 月下旬に遅らせることで茎数が増加し増

収した。葉色は慣行中干しと比べ濃く推移し、稈長が

伸びたため倒伏程度が大きくなった。本年の試験では

登熟歩合・千粒重が低下したために、収量 540kg/10a

を確保するには籾数 34000 粒/㎡が必要であった。こ

の籾数で整粒歩合 75％、玄米タンパク質 6.0％であっ

た。 

083 無ハウス・無加温・プール育苗の検討 (佐藤) 

プール内の水温は外気温に比べ高く、ハウス内の気

温と同等の平均温度が得られた。播種時期が早いと苗

丈は短く成りやすいため、今後、被覆資材の除覆時期

やプールの水深を深くするなどの検討が必要と思わ

れた。 

084 佐渡における育苗時の被覆資材の検討 (佐藤) 

無ハウス育苗での保温性を確保するため、苗床と被

覆資材について検討した結果、苗床は砂の方が籾がら

よりも夜間の保温性が高く、また、被覆資材ではシル

バーポリトウとミラーシートの２重被覆が苗ヤケし

にくく、夜間の保温性にも優れていた。 

085 密播・疎植条件での安定栽培法の検討 (佐藤) 

裁植密度㎡当たり 18 株、15 株、12 株で検討した結

果、12 株においても㎡当たり籾数は慣行並に得られ

たため、12 株までの疎植は可能と思われた。 

086 籾殻マットでの安定栽培法の検討 (佐藤) 

籾殻マットを用いて、密播育苗を行った結果、土に

比べ、生育が遅れ、苗丈の確保が困難であった。また、

植え付け時に転び苗が多く発生した。 

087 作業能率の把握 (権平・樋口) 

坪当たり 40 株の疎植栽培は、60 株植えに比べて苗

の補給時間割合が約 10 ポイント削減され、また苗箱

は 2/3 に減らすことができた。この苗箱数の減少によ

り育苗にかかる労力も 2/3 に短縮することができ、省

力化と同時に低コストが期待された。 

(29) 地域流通を活かした複合営農推進のための水田

高度利用技術の確立 

研究の背景と目的 

農産物販売において、多様化する消費者ニーズに応

えられる商品づくりと消費者が安心して購買できる

販売方法が強く求められており、地域流通が有効な手

段として注目されている。ここでは、新たな農産物の

地域流通システムを明らかにし、転換畑等における野

菜の生産・販売を支援する。 

088 多様な消費者ニーズに応える地域流通システム

の構築 (守屋) 

量販店バイヤー、生産者、消費者に対する調査によ

りインショップによる野菜販売について検討した。そ

の結果、インショップによる野菜の契約販売は、産地

に求められる熟度が相対的に低く、かつ消費者、量販

店のニーズも強く、生産者にとっても安定収入の確保

でメリットがあり、地場産農産物の有効な販売手法の

一つと考えられた。 

089 インショップに対する消費者ニーズの把握 

 (守屋) 

インショップ利用者、未利用者に対しグループイン

タビューを行いニーズを把握した。その結果、両グ

ループとも野菜に対し「新鮮さ」を強く求めており、

「地場産野菜」に対する潜在的なニーズが強いことが

明らかになった。これらの結果から、消費者にとって

インショップ方式は「地場産野菜」を手軽に利用でき

る販売方法として有望と判断できた。 

090 野菜の契約栽培に関する生産者意識の把握 

 (守屋) 

アンケート調査によりインショップの各方式につ

いて取り組み意欲とその理由を把握した。その結果、

インショップによる契約販売においては、取り組みの

容易さよりも安定収入の確保を重視していることが

分かった。また、取り組み意欲のある農家は販売上の

メリットと労務上のメリットを評価していた。以上よ

り、生産者にとっても地場産野菜の安定販売方策とし

てインショップが有効と判断された。 

091 最適土壌水分管理技術の開発 (白鳥・浅野) 

重粘土転換畑における野菜類の栽培に適した水分

条件を管理する技術を開発するために、マルチによる
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被覆の有無、種類が土壌水分、作物生育に及ぼす影響

を調査した。転換畑では根圏の水分変動を少なくする

ためにマルチングが必須であることが示唆された。ま

た、移植時期や品目毎にその適正温度域が得られるマ

ルチの種類を選定する必要があると考えられた。 

092 機械化作業技術の開発 (権平・樋口) 

キャベツのセル苗の活着を良好にするための畝処

理は、鎮圧畝と慣行畝、加水畝で苗の引き抜き抵抗が

高く、マルチ畝で低い傾向だった。苗の処理とかん水

方法の違いによる有意な差は認められなかった。 

093 地域流通に適した品目・品種の選定と生産安定 

 (羽田野・谷内田) 

小型カラーピーマンはパプリカと比較して露地栽培

でも安定生産ができ、７月下旬から１１月下旬までの

長期収穫が可能である。さらに放任仕立てが可能であ

り省力的である。また、強甘味系スイートコーン１０

品種、ばれいしょ９品種、ミニハクサイ７品種の特性

を把握した。 

094 転換畑における秋施肥マルチ栽培技術の確立 

 (谷内田・羽田野) 

キャベツにおけるセル内施肥の効果について検討

した結果、減肥栽培が可能で慣行施肥に比べ球重のバ

ラツキが少なくなった。サトイモでの肥料種類・量に

ついて検討した結果、要因間で収量差が認められなか

ったことから、肥料コストを考慮すると慣行秋施肥区、

CDU555３割減区が良いと思われた。 

095 現地実証を通じた技術評価・経営評価などの検証 

 (白井) 

現地転換畑で新規栽培導入を検討するために、複数

品種の馬鈴薯の消費者評価を面接調査法で行った。外

観及び食味調査ともに新規導入予定品種よりも既存

品種である男爵やメークインの評価が高かった。しか

し、販売時に商品説明などを工夫することで購買意向

が変化することも確認できたので、新規品種について

は販売時の提示内容が重要となる。 

096 直売所モニターによる効率的なニーズ調査及び

クチコミ誘発の効果測定 (白井) 

Ｋ町の農産物直売所において利用頻度が高い顧客

からモニターを募り、効率的なニーズ把握とクチコミ

誘発の効果測定を行った。農産物直売所が優良顧客を

モニター化することで、商品やサービスについて有益

な情報収集を可能とし、顧客モニターのクチコミによ

る販売促進にも活用することができた。 

(30) にいがた園芸３割アップを支援する生産技術の

確立 

研究の背景と目的 

国内外の産地間競争に打ち勝てる野菜や果実栽培

を目指して、安定した高品質生産技術と新たな作型の

確立、流通状況の変化への対応、露地・施設園芸の省

力低コスト化技術などを開発していく。 

097 モモの非破壊選果機に対応する栽培技術    

 (本永・山澤) 

モモの非破壊選果機に対応で、現地調査による高糖度

果実生産のための栽培管理要因、成熟期果実糖度の樹冠

部位別分布と推移、草生栽培と果実品質との関係につい

て明らかにした。 

098 イチゴ「越後姫」の栽培管理技術 (谷内田) 

頂果房摘果による生育・収量・品質に及ぼす影響に

ついて検討した結果、頂果房の摘果は頂果房収量及び

全期間収量の減収となり、摘果による減収を補うほど

のメリットはなかった。出らい期頃に発生するラン

ナーを着生させた株は、収穫始め～３月までの糖度を

向上させ、頂果房収穫量が少なくなるが２番以降大果

収量増加し、総収量は同等と判断された。 

099 アスパラガス立茎長期収穫 (高岡・本間) 

アスパラガス立茎長期収穫における、立茎時期と立茎

本数の違い及び施肥量と施肥時期の違いによる、収量性

及び株の消耗度について園芸研究センター及び高冷地農

業技術センターで検討した。活用技術を作成した。 

100 立茎開始時期が株に及ぼす影響 (大竹) 

春の収穫期間を短縮して立茎開始時期を早くする

(５月下旬)ことにより、早期から株養成が行われ、立

茎後の収量が多くなった。 

101 収穫による株の消耗推移の検討 (大竹) 

立茎本数０本、３本、６本について収量と株の充実

程度を検討した。総収量は６本区が最も多く、０本区

が最も少なかった。また０本区は根株重、健全根数、

根部糖度ともに最も低く、３本区と６本区は根株重、

健全根数が高かった。 

102 立茎長期穫り栽培に適した品種の検討 (大竹) 

立茎長期どり栽培において６品種供試した中で、

「スーパーウェルカム」は最も収量(1104kg/10a)が多

く、商品性が高いＬ級以上の比率が高かった。 

103 トンネルスイカの効果的管理体系 (本間、高岡) 

小型トンネル改良整枝栽培における草勢管理について、

着果後の草勢が弱い場合、玉肥により果実肥大が促進さ

れた。整枝栽培における葉枯れ症の発生は、定植後初期

の日照不足及び弱草勢条件下で増加する傾向が見られた。 

104 簡易ハウス活用における小物野菜の栽培体系    

 (高岡・羽田野) 

冬期におけるこまつな、オータムポエムの生育につい

て検討した。は種期の違い等による栽培体系が整理され

つつある。 

105 チンゲンサイのは種期と収穫期 (渡辺) 

水稲育苗後のハウスで 11 月中旬までチンゲンサイ

を栽培する場合、1棟のハウスで 5回の作付けが可能



26 

－ I - 26 － 

であった。 

106 こまつなのは種期と収穫期 (渡辺) 

水稲育苗後のハウスで 11 月中旬までこまつなを栽

培する場合、1棟のハウスで 5回の作付けが可能であ

った。 

107 施設トマトの省力化(セル苗定植) 

 (羽田野・谷内田) 

肥料濃度の低いセル苗専用培土の選定と適正な水分

調整、および適齢での接木、早期から光をあてること

により慣行の養生法でも断根ざしによるトマトのセル

苗育苗が十分に可能である。セル苗直接定植にあたっ

ては草勢過多をさけるため定植時の土壌水分を控える。 

108 施設キュウリの省力化(整枝法)(羽田野・谷内田) 

抑制キュウリでのつる下げ栽培法について検討した。

全体としてつるぼけ気味の生育となり草勢管理がかな

りむずかしいとみられた。つるぼけ対策としては、上

位節位の小づる利用がつるぼけしにくく作業性もよい

とみられた。 

109 発芽斉一化のための栽培管理法の検討(谷内田) 

プライミング種子の利用を検討した結果、室内発芽

試験では設定温度、種子形態にかかわらず発芽の促進

及び斉一化への効果が認められ、ほ場試験では、２粒

播種１回間引き栽培に比べ収穫本数は１割程度減少

するものの顕著な発芽促進・斉一化と生育の前進化に

より根重の揃いと収量増加が認められた。 

(31) 新しい食文化を創造する農産物のコミュニケー

ション型販売システムの開発 

研究の背景と目的 

消費者ニーズの多様化に対応するため、インターネ

ットを活用して、生産者と消費者を結ぶコミュニケー

ション型の情報サービスを付与した販売システムを

構築し、実用的なトレーサビリティシステムを検討す

る。 

110 インターネット等を利用した情報収集効果の測

定 (鈴木) 

生産者がＷＥＢアンケートを行うため容易に入手

かつ利用できる最適なＣＧＩスクリプトとして「ＷＬ

-ｅｎｑ」を選択した。 

111 農産物情報提供に対する消費者評価(牛腸・白井) 

普通の商品と情報付き商品を提示したところ、情報

付き商品の方が購入意向が高い。情報付加に対する支

払意志額は商品価格の約１％で、調査者の半数以上は

０円と回答しており、情報付加の価格上乗せは難しい。

情報付き商品を購入したい理由は、信頼できそう、安

全そう、品質が良さそうという理由で、その上位には

健康に生活したい、おいしいものを食べたいという意

識がある。 

112 安全性情報に関する消費者ニーズ(牛腸・白井) 

安全性に関する各種の情報を提示したところ、理解

のしやすさ、安全性の判断、公開すべきかといった項

目で、それぞれ評価が異なっていることがわかった。

お客様の声、栽培の様子は理解しやすく、残留農薬報

告書は安全性の判断ができ、それぞれ公開すべき情報

と考えられている。栽培管理日誌は、生産者にとって

必要なものであるが、公開の希望は他の情報より低い。 

113 ＶＩＰＳに対する消費者の反応 (白井・牛腸) 

生産者情報を公開する産地独自の Web サイトのア

クセス数から消費者の反応を調査し、効果的な手法を

明らかにできた。アクセス解析結果をもとに閲覧回数

の多いページの情報内容の充実を図るとともに、各農

産物商品の特性を考慮しながら Web アドレスとカタ

ログ番号の告知方法を選択することが重要である。 

114 ＶＩＰＳに対する消費者評価 (白井・牛腸) 

生産者情報を公開するホームページ上に Web アン 

ケートを開設し、生産地主体で行う生産情報公開シ 

ステムに対する消費者評価を調査した。その結果、消 

費者は生産履歴や生産情報を確認するだけでなく、 

様々な情報や企画を求めていることが分かった。し 

かし、情報提供に対して農産物価格の向上などの 

負担は許容できないことが分かった。 

115 ＶＩＰＳ運用がステークホルダーに与える効果

 (白井・牛腸) 

生産、販売、消費の各過程のステークホルダーの評

価を聞き取り調査やアンケート調査で整理した。その

結果、生産者段階では生産意欲向上や新規販路開拓へ

の期待があり、販売段階では安心できる商品を消費者

へ届けられるという評価であるが、実施農産物を増や

して欲しいという要望があった。また、消費段階では

産地だけでなく販売店の姿勢を評価していることが

分かった。 

116 ＶＩＰＳ運用の留意点 (牛腸・白井) 

公的データベースＳＥＩＣＡと連携して生産情報

を開示するシステムを構築すると、低コストで効率的

に情報管理・情報発信ができる。必要経費は、農産物

にアドレスを表示する経費と、情報公開のホームペー

ジを運営する経費である。商品特性や流通形態、コス

トを考慮し品目に適した方法で、アドレスを効果的に

消費者に伝達することが重要である。 

(32) 新たな消費動向に対応したユリ切り花生産技術
確立 

研究の背景と目的 

  新たな消費動向（業務需要からホームユース等へ）

に対応した品質の切り花生産のため、切り花品質のコ

ントロール技術及び新しい種間交雑品種（LA、OT ハ

イブリッド等）の栽培技術を確立する。 

117 切り花品質コントロール栽培技術の確立(小田) 
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オリエンタル系ユリの球根肥大及びノーズ形成に

ついて調査し、今年度の状況把握と平年値作成の資料

とした。オリエンタル系ユリ主要品種（カサブランカ、

ソルボンヌ、ルレーブ）の抑制作型における芽伸ばし

処理時の温度が花芽分化に及ぼす影響を明らかにし、

切り花品質コントロール技術確立の参考情報とした。 

118 球根の生育コントロールの検討 (安藤) 

球根の肥大を抑えるために、前年 10 月中旬に早掘

りと茎を地際から刈り取る処理を行った球根を用い

て、切り花を行った。通常掘り取りに対して早掘りし

た球根は輪数が減少したが、刈り取りした球根では差

は見られなかった。 

119 適正な施肥方法の検討 (安藤) 

球根養成で施肥方法による球根肥大のコントロー

ルについて検討した。肥大は、バラツキが大きく傾向

は明確でなかった。ノーズでも、外形の調査では差は

見られず、Brix において総窒素量との関係があるよ

うだった。 

120 養成栽培における球根肥大・ノーズの発達調査

 (安藤) 

５月に定植した球根を氷温貯蔵開始時まで、定期的

に調査を行った。ノーズの形成は平年通りと思われた。 

121 養成球根の肥大とノーズ形成 (大塚) 

カサブランカ養成球根の肥大は平年よりやや劣り、

ノーズの伸長肥大、葉分化は平年並みと思われた。 

122 氷温貯蔵技術の検討 (大塚) 

ブラックノーズなど球根障害の発生要因が明らか

になりつつある。 

123 帯化球根の発生要因解明 (大塚) 

帯化球根は球根前歴や病害虫によって引き起こさ

れるのでなく、栽培期間における何らかの微妙な影響

を受けて発生するものと思われた。 

124 養成栽培技術の検討 (大塚) 

養成球根の定植時期、定植前処理および覆土量が多

芽球など球根形成に及ぼす影響は判然としなかった。 

125 定植までの温度管理の検討 (安藤) 

球根の氷温開始時を２月中旬から遅延させ、３月下

旬としたもので切り花品質に与える影響を検討した。

栽培管理の影響のため、結果は判然としなかった。 

126 栽培管理技術の検討 (安藤) 

切り花品質に対する基肥の施肥位置と量の影響に

ついて検討した。全層施肥と、球根定植後覆土前に床

幅に施肥を行う上肥施肥では、上肥施肥で Spad 値が

高くなった。それ以外の切り花の調査項目に差は見ら

れなかった。 

127 抑制栽培技術の検討 (大塚) 

球根貯蔵および定植前処理において、低温（約

1.5℃）処理期間を長くすると花蕾数が減少するなど

切り花品質に影響することが分かった。 

128 新系統ユリの特性把握と栽培技術確立 (小田) 

LA ハイブリッドユリ切り花栽培における栽植密度

及び遮光強度等が切り花品質に及ぼす影響を明らか

にした。また、OT ハイブリッドユリの球根肥大及び

ノーズ形成、抑制作型における花芽分化状況について

調査し栽培技術確立のための基礎情報を収集した。 

(33) カキ新品種「朱鷺乙女」の早期普及に向けた収穫・

脱渋技術の開発 

研究の背景と目的 

県育成品種「朱鷺乙女」は、収穫の基準となる果皮色

調や脱渋特性が他品種とはやや異なると考えられ、独自

の収穫基準や脱渋技術を開発する必要がある。そこで、

高品質果実収穫のための専用果皮色カラーチャートと脱

渋後の糖度や日持ち等を考慮した収穫・脱渋技術を開発

し、新品種の県内への早期普及を図る。 

129 成熟時の果実品質解明と果実収穫用カラーチャート

の開発 (本永・山澤) 

果実のデジタル画像解析により、成熟時の果実果皮色

変化に対応した専用カラーチャートを開発した。 

130 カラーチャートを利用した高品質果実収穫技術の開

発 (本永・山澤) 

収穫果を用いて、専用カラーチャート測定値と果実品

質との関係や、１－MCP 処理による果実の日持ち延長効

果に関する基礎的データを得た。 

131 果実脱渋特性の把握と高品質果実出荷のための脱渋

技術の開発 (佐藤) 

果実の規格別着色特性や脱渋特性、日持ち性について

基礎数値を得た。 

(34) 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立 

研究の背景と目的 

稲発酵粗飼料は水田における生産調整作物として

定着しつつあるが、稲ワラに比べてβ－カロテンを多

く含み、肉質に対する影響が不明なため、肉用牛への

利用は少なく、給与技術の確立が望まれている。 

132 良質粗飼料を用いた高品質牛肉生産技術の確立

 (宮腰) 

出穂 25 日後に専用収穫機により収穫・調整した稲

発酵粗飼料を 20 ヶ月令の黒毛和種肥育牛に出荷まで

の 8ヶ月間給与したところ、血漿中β－カロテン濃度

及びビタミン A濃度は、給与飼料由来のβ－カロテン

摂取量とパラレルに変動した。枝肉の格付け成績につ

いても稲ワラ給与区と差はなく、稲発酵粗飼料は肥育

後期の粗飼料として利用可能である。    

(35) 山菜等有望特産作物の生育特性解明と生産シス

テムの確立 

研究の背景と目的 

中山間地域における農業分野の活性化対策として、
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地域の自然条件を活かした特色ある農産物の生産・加

工や消費者と直結した流通等、高付加価値型農業の展

開に向けた技術開発等を行う。 

133 おおばぎぼうしの露地栽培における収穫方法 

 (渡辺) 

おおばぎぼうしの露地栽培では、3年程度の養成期

間を経て充実した株については、その後の収穫で芽を

残さなくても良いと考えられる。 

134 うるいの促成栽培方法 (渡辺) 

遮光ネットを用いた促成栽培では芽の苦みが少な

く、もみがらを用いた半緑化促成栽培と異なる草姿と

なった。また、収穫時の労力が大幅に軽減できた。 

135 オオクログワイの優良系統の検索 (渡辺) 

系統により収量および病害の発生程度に差異が見

られたが、いずれの系統も病害が発生して露地栽培で

有望な系統は見られなかった。 

136 オオクログワイの適正施肥量の解明 (渡辺) 

施肥量と収量に一定の傾向は見られるものの、病害

の発生によりその関係は判然としなかった。オオクロ

グワイの露地栽培では病害発生の可能性が高く、登録

農薬がない状況では営利栽培することは困難である

と考えられる。 

137 フキノトウの優良系統の収集・検索 (横山) 

津南町及び中里村の現地から採集した６系統につ

いて検討した結果、フキノトウ向けとして高農技

8-1/1、高農技 14-2/5、グリン 3-2/2 の３系統が優れ

ていた。根株の掘り取りには球根掘り取り機を使用し

たが、株の損傷はほとんどなく、作業も容易であった。 

138 フキノトウの掘り上げ後の貯蔵温度の検討 

 (渡辺) 

12 月に掘り上げたフキノトウをほう葉が開かない

状態で2月上旬まで貯蔵するには5℃で良いと思われ

た。 

139 フキノトウの掘り上げ方法の検討 (渡辺) 

早だしを行うためにフキノトウの掘り上げる際、地

下茎の有無による肥大性の差異は見られなかった。 

140 ジネンジョの優良系統選抜 (大塚) 

選抜 3 系統の県内各地における適応性を検討し、イ

モの形状、肥大が劣る湯ノ谷 1号を落とし、湯ノ谷 4

号、湯ノ谷 7号に絞り込んだ。しかし、昨年同様、ア

クが発生したことから、次年度も検討することとした。 

141 情報付与商品の販売促進効果の解明 (白井) 

商品化技術の一つである、情報付与をした山菜商品

を中山間地域にある農産物直売所で販売促進効果を

調査した。情報付与商品と未付与商品の販売実証を行

ったところ、料理レシピが付与された商品が未付与商

品よりも販売量が多く、消費者への訴求につながるこ

とが明らかになった。 

142 山菜等特産農産物に適した販売手法の解明 

 (白井) 

山菜購入時の情報提供についてニーズ調査や販売

実証を行ったところ、山菜の有利販売には情報付与を

行うなどの商品化技術が有効であることが確認され

た。また、情報の中身によって提供方法を工夫する必

要があることが分かった。 

143 各種未利用山菜等の加工技術及び機能性評価 

 (西脇・浅野) 

おおばぎぼうし（通称うるい）の苦味成分の分析と

おおばぎぼうしの乾燥による加工方法について検討

した。うるい抽出物の HPLC 分析で主たる９個の成分

を分取したが苦味は確認されなかった。苦味成分画分

を確認し、分析したところ苦味成分は非常に微量であ

ることが推定された。うるい葉柄乾燥品（山カンピョ

ウ）の緑色が残る乾燥方法では、青（うるい）臭く、

不味であり、加熱後に屋外で１日日光に当て緑色を消

失させることが必要と認められた。 

(36) 地域在来品種の特性把握と特産化に向けた技術

開発 

研究の背景と目的 

地域にはさまざまな在来品種が存在し、作付けがさ

れているがその特性は不明な点が多い。そこで、その

特性を明らかにすることにより適した栽培法及び加

工法を開発し、地域の特産物として付加価値を加え、

地域振興に資する。 
    本年は台風 15号、16号により、大豆、小豆、そば、
サトイモでは葉が萎凋するなどの潮風害が発生し、収

量や品質への影響が大きかった。柿では、４月の霰や

台風等により生育に異常が見られた。 
144 佐渡在来大豆－栽培の部 (金井) 

佐渡在来大豆の「きむすめ」「青畦豆」「太七豆」他

（全６系統）について、栽培特性や外観などを調査し

た。極晩生であるため播種期を早めることによる成熟

期の前進についても検討したが、成熟期の前進はわず

かであった。 

145 佐渡在来大豆－加工の部 (金井・渡邊) 

佐渡在来大豆の現地での栽培や加工依頼等により、

味噌、納豆、枝豆ペースト、豆腐、煮豆へ加工し、そ

れぞれの特性を把握した。納豆や味噌にきむすめが利

用でき、枝豆ペーストには青畦豆が向いていた。木綿

豆腐や煮豆には各品種が利用できた。 

146 佐渡在来小豆 (金井) 

「佐渡在来」は成熟期が遅いため、早期刈り取りで

きるよう播種時期の検討をした。本年は台風のため収

穫がほぼ皆無となったが、慣行より早く播種した場合、

梅雨時期の降雨による過湿を回避できることが明ら

かとなった。佐渡在来の種皮色が明るい特性は同じで
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あった。 

147 佐渡在来そば (金井) 

「羽茂在来」は、他品種よりやや晩生の特性があっ

た。そばに加工した場合、あっさりして食べやすい食

味であった。風味に特徴があり、地域の特産としても

有望であった。 

148 佐渡在来カキの品種と特性把握 (伊藤) 

６品種の生態・生育、７品種の収穫時果実品質、ア

ルコール脱渋特性を調査した。全般に生態・生育は平

核無より遅かった。ほとんどの品種はアルコール脱渋

では渋味が抜けなかった。 

149 「八幡芋」の栽植密度の検討 (小池) 

台風被害により収量は低かったが、「八幡芋」の裁

植密度は畦幅120cm,株間40～60cmが良いと考えられ

た。 

150 サトイモ在来品種の検討 (濱登・榎並) 

佐渡在来サトイモ八幡芋の園研土壌（砂壌土）におけ

る栽培特性を検討した。収量性は大和早生と比べて大き

な差はなかったが、イモの形状は長く、肉質は粘性が強

いといった特徴があった。 

151 県内在来エダマメ（大豆）の収集・選抜保存と品

種特性の把握 (宮嶋) 

県内の在来エダマメ 10 品種について佐渡農技・食

研と共同で、エダマメ及び成熟ダイズとしての特性を

調査した。その結果、白根在来晩生、青畦豆、船越豆、

一人娘、中里在来、肴豆がエダマメとして優れていた。

また、青畦豆、中里在来、うす青、においわせＨ、十

五夜豆、肴豆が成熟ダイズとして優れていた。 

152 有望品種について加工特性の検討 

 (高橋(誠)・小林・太養寺・渡辺・西脇・浅野) 

佐渡在来小豆「佐渡在来」の性状、加工特性を「と

きあかり」と比較検討した。H16 産は前年比で蛋白
質が低く、石豆率が高かった。品種間の吸水率や灰分、

色調差はなかった。H15 年産での加工品の比較は、
「佐渡在来」の色調が明るく、歩留まりは「ときあか

り」がやや高かった。官能評価から「佐渡在来」は、

色の好みはあるが甘納豆や羊羹で総合評価が高く、利

用性は高いと考えられた。「佐渡在来」は表皮色が特

徴的なため、甘納豆など全粒加工品で特徴が発揮され

ると思われた。 
納豆加工では、きむすめ、においわせはエンレイに

比べ、軟らかく蒸しやすかった。きむすめはエンレイ

に比べ、発酵は同等で、食感が良く、官能評価が高か

った。 

 味噌加工では、供試した大豆はすべてエンレイより

Y%が高く明るかった。きむすめはエンレイと比べ、色
調が明るく赤みが冴え、組成も滑らかで、官能評価が

高かった。 

 大豆のイソフラボン含量は、黒大豆、きむすめ、青

豆黒目、太七豆、においわせが多く、エンレイの約２

倍であった。 
佐渡在来の八幡芋は粉質ながらも粘り気があり、他

品種に比べ灰色に変色した。また、加熱後にきめの細

かなクリーム状のサトイモマッシュが調整できた。 
(37) 中山間地域の複合営農確立に向けた１・２年草

及び宿根草切り花等の栽培技術の確立 

研究の背景と目的 

中山間地域の複合営農を進めるには多様な立地条

件と自然資源を活かした特色ある新規品目の導入が

必要である。そこで中山間地域の転換畑等に対応した

草花類の有望品目選定と生産技術を検討する。 

153 リアトリスの雪ムロ利用の抑制栽培 (横山) 

リアトリス抑制栽培において、根株をジベレリン溶

液に浸漬処理すると切り花本数が増加した。処理濃度

が高くなるにしたがって切り花本数は増加するが、草

丈・花穂長は短くなった。処理濃度 25ppm では効果が

なく、200ppm では切り花本数が飛躍的に増加(無処理

の 6.7 倍)したが品質が低下した。50ppm 及び 100ppm

の切り花本数は対無処理2.8倍～3倍で品質面の問題

もなかった。 

154 宿根草の露地栽培 (安藤) 

定植２年目の開花特性に調査を行った。2004 年は

高温だったため枯死株が多く、８月いっぱいで、調査

を打ち切った。切り花向けに有望と思われたものは、

ｱｽﾄﾗﾝﾁｱ、ｱｶﾞﾊﾟﾝｻｽ、ｾﾝﾄｰﾚｱ ｵﾘｴﾝﾀﾘｽ、ﾄﾛﾘｳｽｺﾞｰﾙﾃﾞ

ﾝｸｲﾝの４品種だった。 

155 マイクロアスターの栽培技術 (大塚) 

品種とは種時期を組み合わせることにより、7月下

旬から 9 月下旬まで出荷可能な切り花を採花するこ

とが可能であった。また、雨除け栽培により、切り花

草姿の改善など切り花品質が向上することが分かっ

た。 

156 宿根草切り花の栽培技術 (今井) 

中山間地域に適した省力的宿根切り花を検索する

ため、16 品目の越冬性、切り花品質などを検討し、

有望な 7品目にしぼった。 

157 夏播きストックの年内出し作型の安定化    

 (種村・倉島) 

温度と花芽分化について検討した結果、ストックの

花芽分化は平均温度が同じであっても高温に遭遇す

ることによって抑制され、その程度は極早生品種と比

較して早生品種で大きいと考えられた。また、植調剤

（ビビフルフロアブル）による開花調節の検討をした

が、早生品種‘ホワイトアイアン’では散布によって

開花が促進されると考えられた。 

158 トルコギキョウの県内適応抑制作型の開発    
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 (倉島・種村) 

トルコギキョウの抑制作型を安定させるために、培

地固化による若苗定植技術を検討した。６月５日～１

５日に粒状培土には種し、３０日間育苗した若苗を、

アルギン酸ナトリウムと塩化カルシウムを用いた培

地固化後に定植すると、１０月収穫作型のロゼット株

率が低下して採花率が高まると同時に切り花品質の

向上が期待できる。 

(38) グランドカバー植物を利用した中山間地農業の

軽労可技術の確立 

研究の背景と目的 

畦畔法面へのグランドカバー植物導入のための技

術を体系化することにより、中山間地域農業経営の規

模拡大や複合営農の推進を支援する。 

159 水稲箱育苗用の装備によるヒメイワダレソウマ

ット苗の低コスト大量育苗技術の開発（基盤） 

 (樋口・権平) 

裁断した茎を用いて育苗した結果、裁断方法による

茎長分布の違いや生育差(葉の被覆程度の差)は見ら

れず、貯蔵茎と春採り茎との差が大きかった。播種機

によって混和土を箱詰めし育苗した結果、野菜培土 1

号を 2L＋茎 40g、げんきくん果菜 200 を 2L＋茎 40g

で良好に苗ができた。 

160 水稲箱育苗用の装備によるヒメイワダレソウマ

ット苗の低コスト大量育苗技術の開発（中山間

地） (長谷川) 

中山間地域において水稲育苗ハウスを活用し、４０

日程度で育苗するには、シート育苗雪室貯蔵の細断茎

を20g慣行増殖ほ茎では40～60gまくことにより可能

となる。 

161 雑草防除法の検討 (長谷川) 

既存雑草及び植え付け後の雑草対策として、消雪直

後に黒ポリマルチを被覆することが有効である。 

162 新規グランドカバー植物の検索 (長谷川) 

センチピードグラス及びティフブレア（センチピー

ドの改良種）の越冬性を検討した。いずれの品種も越

冬性に違いはなく、導入方法としてポット育苗または

全面直まきが有効と考えられる。また、ヒメイワダレ

ソウ改良種 9系統について越冬性を確認したが、いず

れも越冬しなかった。 

(39) 高標高畑の高度利用を支援する新たな作付体系

の確立 

研究の背景と目的 

高標高畑の高度利用を図るには省力的耕地保全技

術の確立や高標高条件を活かした高収益品目の開発

などが重要な課題である。そこで、省力的耕地保全技

術及び減農薬等新たな輪作体系や高標高条件を活か

した高収益作物栽培法の確立等により高標高畑の高

度利用を支援する。 

163 ソバ・緑肥作物による省力的耕地保全技術の検討 

 (大竹) 

草丈、生体重、風乾重はソバがヘアリーベッチより

も高かった。雑草発生状況は、対照＞耕耘のみ＞ヘア

リーベッチ＞ソバの順になり、ソバ作付区では対照区

の１０％未満しか発生していなかった。 

164 ソバのアレロパシー活性効果の検討と活用法 

 (西原・松澤) 

高標高畑の高度利用を支援するため、ソバのアレロ

パシー活性を検討した。室内検定では、普通ソバの‘栃

木在来’とダッタンソバの‘北陸４号’の活性が高く

有望であった。ほ場試験ではソバおよびエンバクの抑

草効果を調べた。生育中の抑草効果は高かったが、す

き込み後のダイコン栽培での抑草効果は低く、病害虫

防除効果は認められなかった。 

165 土壌の物理性 (本間・星野) 

省力的に高標高畑を保全するために津南町小松原

地区において 5 試験区（放任区、耕耘区、ソバ区 1、

ソバ区２、ヘアリーベッチ区）を設けて土壌流出量を

測定した結果、ヘアリーベッチ区で土壌流出量が少な

く、流出抑制効果が高かった。 

166 ソバとの組み合わせによる主要野菜の効果的な

輪作体系 (大竹・横山) 

エダマメ及びニンジン作付け圃場において、ソバす

き込みによって雑草の発生が抑制されることが認め

られた。ソバすき込みが野菜の生育・収量に及ぼす影

響については、エダマメ・ニンジン・ダイコン・ツケ

ナで生育抑制が認められた。 

167 アレロパシー活性等を活用した主要野菜の効率

的な輪作体系 (長谷川) 

16 年度はソバを作付しすき込んだ。17 年度にオヤ

マボクチ、スイートコーンを作付し、これら野菜の生

育への影響を検討する。 

168 高標高条件を活かした夏秋生産イチゴの栽培技

術 (横山) 

収量性はペチカが最も高かったが、盛夏期になると

果実硬度の低下が著しく、品質的にはエバーベリー、

純ベリー２が良好だった。 

(40) 有機物資源の地域内循環システムと有機農産物

等の生産技術の確立 

研究の背景と目的 

有機性廃棄物の堆肥化特性と腐熟度の判定方法を

明らかにし、農地への施用を容易にする技術を開発す

る。同時に、こうした技術を活用し有機物資源の地域

内循環システムを構築する。 

169 肥効目安のための腐熟度評価法の確立 

 (浅野・前田) 
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乾燥処理した生ゴミと牛ふん、籾がらとの混合堆肥

を製造し、製造過程における堆肥化特性および腐熟度

を調査した。その結果、堆積期間が増すほど発芽率は

上昇するが、発芽率の上昇に比べ根の伸長比の上昇は

遅れ、品質評価は発芽率のみでなく根部の伸長を加味

して行う必要があることがわかった。 

170 家畜ふん堆肥の窒素肥効の推定と簡易肥効推定

法の開発 (小柳) 

牛・豚ふん堆肥の窒素肥効量は、易分解性有機物が

ある程度少ない（AD 可溶有機物含量 400mg/gDM 以下）

堆肥という条件があるものの、本研究で開発した方法

でアンモニア態窒素を、既存の方法で硝酸態窒素をそ

れぞれ測定し、両者を合計することで簡易に推定でき

る。 

171 有機質資材の作物に対する養分供給特性の把握

 (前田・浅野) 

原材料、製造過程の異なる有機質肥料・堆肥の特性

を調査した。資材の熱水抽出液を用いたこまつな発芽

率は要因強度式、資材の発酵程度はヘキソース含量か

ら推定可能であり、こまつなの生育への影響は資材の

AD 可溶有機物含量が指標となる可能性が示唆された。

生ゴミを原材料とする資材は、有機質肥料的なものか

ら土づくり堆肥的なものまで、副資材の種類と処理方

法によって性質が異なると考えられた。 

172 堆肥中カリ含量を考慮した施肥法による土壌塩

類低減 (小柳) 

家畜ふん堆肥のカリ含量およびリン酸含量を考慮

した施肥設計（必要なカリ成分およびリン酸成分を家

畜ふん堆肥から供給する）により、施設栽培土壌の土

壌塩類濃度上昇を抑えることは可能と考えられた。 

173 水稲に対する有機物施用技術の確立  

(白鳥・浅野) 

生ゴミコンポストの水田土壌中での無機化は市販

有機質肥料よりも低く、土壌への蓄積が起こることが

示唆されたため、連用する場合には前年までの残存を

考慮して施用量を減ずる必要がある。また、窒素の後

ぎきにより玄米タンパク含有率が高まることが想定

されるため、多量施用は望ましくない。収量は総籾数

の減少により 1割程度の減収が予想される。このため、

化学肥料や他の有機質肥料など、速効性の肥料を穂肥

として用いて中後期の生育量を確保する必要がある

と思われた。 

174 チンゲンサイ (西原・竹田) 

生ゴミ堆肥を４種類の土壌タイプ別に施用し、チン

ゲンサイを栽培した。しかし、使用した生ゴミ堆肥の

肥効(窒素成分 2.4%)が想定よりも低く、生育が著し

く悪かった。今後、土壌中における分解特性について、

さらに検討する必要がある。 

175 農業者と消費者が協力した有機物資源の地域内

循環システムの実証 (牛腸) 

家庭から出される生ごみの堆肥化を進めるために

は、農業と連携し町内会単位でしくみを検討すると取

り組みやすい。合意形成を図るには、グループインタ

ビューを行うことにより、生ごみの回収や処理方法に

ついての本音の希望を詳細に把握し、課題を解決した

しくみを提案することが重要である。 

(41) 野菜生産における環境保全型生産技術の総合体

系化 

研究の背景と目的 

化学肥料や化学農薬は、野菜生産の安定化、品質向

上に大きく寄与する一方で、環境に与える影響も少な

くない。しかし、有機質肥料や生物農薬等の本県での

効果等は明確でなく、野菜における減化学農薬・減化

学肥料栽培はまだ多くない。そのため、減・減栽培に

関する技術開発を行うとともに、本県で開発された個

別の栽培技術や資材を主体に総合体系化し、生産性、

品質、労働性、経営等の評価を行う。 

176 トマト青枯病発生土壌における微生物性 

 (前田・白鳥) 

長期連作トマトハウス土壌を対象に微生物性を調

査した。変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法では青枯病未

発生ほ場と多発生ほ場を区別できなかったが、未発生

ほ場の微生物性は経時的な変化が少なく、特異的な糸

状菌が優占していた。 

177 ナス連作ほ場における微生物性 (前田・浅野) 

連作下でありながら、青枯病と半身萎凋病の発生が

認められないナス栽培土壌の微生物性を調査した。分

析には変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法による土壌細

菌群集構造解析および土壌被覆培養法を用いたが、病

害発生土壌との間に明瞭な違いは認められなかった。

本土壌の性状を評価するためには、他の微生物学的解

析法や病原菌密度、土壌の理化学性等の調査が必要で

あると思われた。 
178 堆肥施用における微生物性への影響  

(前田・浅野) 

鶏ふん、豚ぷん、牛ふん堆肥施用土壌の微生物性を

経時的に調査した。変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法に

よる土壌細菌群集構造解析による結果では、夏季の土

壌細菌群集構造に大きな変化は認められなかった。一

方、土壌被覆培養法では、豚ぷんおよび鶏ふん堆肥施

用区では無施用区、化成肥料区に比べ抑止率が高く推

移した。 

179 有機質肥料肥効特性のパターン化(浅野・前田) 

市販有機質肥料の肥効について室内培養法を用い

検討した。その結果、土壌の種類によってはアンモニ

ア態窒素の存在、硝酸態窒素の蓄積が少ない土壌がみ
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られ、未分解有機質肥料においてその傾向が顕著であ

ることから、培養条件の最適化が必要と思われた。 

180 病害防除技術の検討 (中野・棚橋) 

ネギの主要病害で検討した。軟腐病は薬剤効果が長

期間に及ぶ処理で比較的高い防除効果が見られ、少発

生条件下では生物農薬の利用も十分に可能と思われ

た。黒斑病と葉枯病にはジカルボキシイミド剤の散布

が効率的と思われたが、さび病の防除効果や残効は不

明であった。黒斑病の防除水準としては被害の無い４

枚以上の生葉の確保が必要と思われた。 

181 害虫防除技術の検討 (松澤) 

ニンジンでは生育初期のカブラヤガ放虫試験を行

った。３葉期までの加害は欠株率が高く、収量への影

響が大きかった。ネギではアザミウマ類およびハモグ

リバエ類が収量に及ぼす影響を調べた。アザミウマ類

は生育期間を通じて多発生したが収量への影響は認

められなかった。 

182 有機質肥料の肥効特性の把握 (竹田) 

市販されている有機質肥料８銘柄について、15℃お

よび 30℃、16 週間のインキュベーションを行い、無

機化した硝酸イオンを反射式光度計（ＲＱフレック

ス）で定量した。対照に用いたいくつかの化学肥料に

比較し、有機質肥料は肥効が緩やかであり、各有機質

肥料間でも大きな差がみられた。温度による違いはイ

ンキュベーション期間が短いほど大きく、50～70％の

無機化率であったが、８週間目では 80％程度に達し

た。 

183 秋冬ネギ (竹田) 

褐色低地土壌、砂丘未熟土壌の２圃場において減・

減栽培を行った。有機質肥料を利用して化学肥料を半

分に減らしてもネギの生育に支障はなく、病害虫防除

についても、県の減・減栽培基準の農薬使用回数 11

回を２回余して防除が可能であった。しかし、初期の

タネバエ被害によると考えられる単位本数の減少が

影響し、実証区は慣行区に比較して、約 10％の減収

であった。目標収量を 10 アールあたりＡ品 3.8ｔ、

750 ケース、２Ｌ・Ｌ割合 80％以上とすると、ほぼ同

等の収量が確保され、経済性も、割高な有機質肥料の

コストを農薬散布回数を減らすことで相殺できるた

め、タネバエの防除を徹底し、本数が確保されれば、

慣行栽培と同等の収益をあげることが可能であった。 

184 スートコーンの減・減栽培実証 (大竹) 

化学肥料窒素成分をケイフンで代替し１０アール

当たり２０ｋｇ以下にすることにより肥料費は増加

したが、慣行栽培と同等の収量を確保できた。また、

化学合成農薬使用回数は５回で病害虫防除が可能で

あり、スイートコーンの減農薬・減化学肥料栽培は可

能であった。 

185 ハウス初夏まき作型における実用性の実証 

 (小池) 

初夏まき作型において慣行区と鶏ふん区において

差は見られなかった。 

186 ハウス秋まき作型における実用性の実証(小池) 

太陽熱消毒において薬剤処理と同等の雑草抑制効

果がみられた。慣行区と鶏ふん区において収穫物の差

は見られなかった。 

187 こまつなの減・減栽培の総合体系化実証(小池) 

慣行区と鶏ふん区において差は見られなかった。 

(42) 生物的・耕種的手法を利用した病害発生制御技

術の開発 

研究の背景と目的 

環境保全型農業を推進するため、有用微生物、土壌

還元消毒および植物の他感物質等を利用にした病害

制御技術を開発し、その有効性を評価するとともに、

本県における化学合成農薬使用量の軽減をはかる。 

188 Pythium oligandrum のトマト青枯病に対する発
病抑制効果 (前田・浅野) 

Pythium oligandrum のトマト青枯病への発病抑制
効果を調査した。苗への灌注接種の場合、効果を得る

には卵胞子濃度が 1×105 個/ml 以上必要であること

が明らかとなった。効率的な PO 菌の大量培養および

処理方法が課題となった。 

189 糖蜜を用いた下層土壌還元消毒法によるトマト

病害の防除 (前田・白鳥) 

0.6%の糖蜜液を土壌に150L/m2潅水することで土壌

中のナス科青枯病菌およびトマト萎凋病菌の密度が

低下した。また、圃場試験の結果からも本処理条件下

のトマト青枯病と根こぶ線虫の発生が無処理区に比

べて低く、土壌還元消毒法の有効性が明らかとなった。 

190 新規拮抗微生物のスクリーニングおよび有望菌

株による防除効果 (堀・黒田・石川) 

褐条病を対象として新規拮抗微生物を検索したと

ころ、有効な菌株は得られなかった。また、Pythium 
oligandrum（PO）の卵胞子懸濁液を用いて、細菌病 3
病害に対する発病抑制効果を検討したところ、種子浸

漬処理でもみ枯細菌病および苗立枯細菌病の発病が

抑制されることが明らかとなった。 

191 Pythium oligandrum のもみ枯細菌病（苗腐敗症）
に対する発病抑制効果(1) (堀・黒田・石川) 

PO の種子浸漬処理における処理条件を検討した。

卵胞子懸濁液濃度を 105個/ml 以上とし、浸種と同時

に 3日間浸漬処理した場合に、もみ枯細菌病の発病抑

制効果が高まった。 

192 Pythium oligandrum のもみ枯細菌病（苗腐敗症）
に対する発病抑制効果(2)  (堀・黒田・石川) 

PO の生菌体、死菌体および培養ろ液には培地上の
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抗菌活性は無く、PO の死菌体で種子処理しても発病

抑制効果は低かった。PO 生菌体処理により籾および

幼芽上の病原細菌の増殖が抑制され、これが発病抑制

効果発現の一要因になると推察された。    

193 細菌病に発病抑制効果を示す NAB374 菌株の同定

および病原性 (堀・黒田・石川) 

細菌病 3 病害に高い発病抑制効果を示す NAB374 菌

株を API20NE および rDNA の塩基配列の比較により、

Burkholderia gladioli と同定した。また本菌はイネ
の穂の褐変症状を引き起こすことから、本菌自体の病

害防除への応用は困難と考えられた。    

194 他感物質（アレロパシー）等を利用した病害発生

制御           (棚橋・西原・中野) 

ソバのアレロパシー物質によるチューリップ微斑モザ

イク病の発病抑制効果は、無処理を含め感染・発病がな

かったため、確認できなかった。また、チューリップの

遅植えによる土壌病害の発病抑制効果は、葉腐病で高く、

微斑モザイク病では低かった。    

(43) 主要農作物のカドミウム吸収抑制技術の開発 

研究の背景と目的 

玄米のカドミウム含量の食糧庁基準値は現在０．４

ppm であるが、本県内にはこれを超える玄米が生産さ

れる危険性のある準汚染地が存在している。また

CODEX の国際基準値はこれより低く設定される方向

で議論されており、基準値は米、大豆、麦、野菜等多

くの農産物で設定される見通しである。このような情

勢の中で、水田利用作物として主要な水稲、大豆につ

いて、体系的なカドミウム吸収抑制技術を確立する。 

195 作物と土壌データに基づく農耕地のカドミウム

リスク評価 (門倉、本間) 

コシヒカリを土壌カドミウム濃度３水準、水管理３

水準でコンテナ栽培した。玄米のカドミウム濃度は水

管理に大きく影響されることがわかった。また、穂揃

い期の湿潤土の 1M 硝安抽出カドミウムと玄米のカド

ミウム濃度に高い相関があった。 

196 水稲に対するカドミウム吸収抑制資材の施用効

果と水管理方式の検討 (星野、門倉) 

水稲について検討した結果、玄米 Cd 含量の低減に

は湛水管理が有効であるが、中干し強度等の影響によ

りその効果は年次間差が認められ。また、ようりんの

効果の持続性は３年目では低く、４年目に 200kg/10a

の施用で効果は復元された。しかし、資材の効果の持

続性には資材間差が認められた。 

197 大豆に対する土壌改良資材の施用効果の検討 

 (白鳥・浅野) 

非汚染の転換２年目の輪換田において、土壌改良資

材５種類を供試し、連用施用による吸収抑制効果を検

討した。その結果、石灰質資材等を用い土壌 pH を高

くすることにより子実中カドミウム濃度は低下する

が、資材間の差は認められなかった。また、２作目に

おける子実中カドミウム濃度は１作目に比べ低下す

ることから大豆における吸収抑制対策は１作目を重

点的に行う必要があることがわかった。 

198 大豆のカドミウム含量の品種間差の検討 

 (白鳥・浅野) 

非汚染の転換２年目の輪換田において、エンレイな

ど９品種の品種間差を検討した。その結果、子実中カ

ドミウム濃度はエンレイ等が低く、Harosoy、スズユ

タカが高く１年目と同様の傾向を示した。１年目と２

年目の比較では Harosoy 以外の品種で２年目の子実

中カドミウム濃度が大きく低下した。 

199 地耐力を維持しカドミウム吸収抑制する水管理

技術の検討 (権平・樋口) 

コンバイン収穫可能な地耐力の判定には矩形板

（10×2.5cm）を用いる必要があると考えられた。ま

た、出穂期後 20 日目までの湛水管理は玄米 Cd 含量の

低減のために必要であるが、普通型コンバインによる

収穫が困難な年次が見られた。安定して収穫期の地耐

力を得るためには、移植後落水や早期中干しなど水管

理方式の検討がさらに必要である。 

200 土壌別アルカリ効果の発現と地力動態の検証 

 (南雲) 

前年、ようりんの施用履歴がある場合でも 10a 当り

400kg のようりん施用でアルカリ効果が確認された

が、窒素発現量は減少傾向にあった。湛水継続による

土壌の地耐力については極端な粗植にすると低下す

る傾向が認められた。 

201 品質向上技術の検討 (金高) 

200kg/10a ようりん施用２年目の圃場で、施肥・栽

植密度による試験を行った。8 月下～9 月上旬の台風

通過に伴うフェーン・強風で、試験圃場全体で品質が

低下し、試験区による効果は判然としなかった。条抜

きによる疎植では倒伏程度は軽減されたものの穂数

が少なく収量で大きく劣った。 

202 地耐力を維持する圃場管理技術の開発 

 (志賀・樋口) 

土壌硬化剤の施用による pH の上昇は、施用量が

37.5kg/10a と少量であったため効果は見られなかっ

た。土壌硬度は、全区の地耐力がコンバインの作業可

能範囲(0.3MPa)を満足していたが、中干期、収穫期と

も浅耕区の変化が顕著に表れた。したがって、春の耕

耘時に 5cm 程度の耕耘に抑えることが収穫期の地耐

力を高める可能性が示唆された。 

203 水管理方法等の違いによる地耐力の推移 

 (志賀・樋口) 

水管理方法の違いにより地耐力に差が生じたもの
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の、移植から収穫まで湛水状態であっても機械収穫作

業には影響が無い結果となった。所内試験ほ場は転作

後水稲 2 年目のほ場であったことによる影響があり、

落水期の地耐力を高め機械収穫作業を容易にする効

果が大きかったものと考えられた。 

204 暗渠排水による地耐力の把握 (宇佐美・志賀) 

落水を遅らせることによる地耐力の変化や収穫時

の作業機械跡地調査では、調査ほ場に関して暗渠有り、

暗渠無しの水田の差異はなかった。要因として砂土や

砂壌土が多く富み耕盤の地耐力に変化がなく、用排水

口が一方向で一般的な用排水形態と違っていた等が

挙げられた。今後は土壌タイプ別の調査ほ場での比較

検討により検証ができると思われた。 

205 クリーニングクロップの利用による土壌修復の

検討 (本間・星野) 

土壌中のカドミウム濃度を生物修復により低減す

る目的で水稲 8 品種（アキチカラ、ハバタキ、奥羽

393 号、モーれつ、クサユタカ、蜜陽 23 号、LAC-23、

IR-8）を栽培した結果、カドミウム吸収の多いハバタ

キ、モーれつ、蜜陽 23 号、IR-8 が有望であり、最大

28g/ha のカドミウムを吸収した。 

206 サトイモのカドミウム吸収抑制技術の探索 

 (竹田) 

土壌中カドミウム濃度が約 0.3ppm の褐色低地土圃

場において、いくつかのアルカリ資材を用いて土壌の

ｐＨを上げ、サトイモのカドミウム吸収抑制に効果が

あるか検討したところ、ケイカル、多孔質ケイカルの

吸収抑制効果が高く、30～40％の抑制率を示した。 

207 各種野菜のカドミウム吸収量の品種間差と吸収

抑制技術の探索 (竹田) 

ナス千両二号を穂木に用いて、ナス台木品種のカド

ミウム吸収の違いを検討した。可食部カドミウム濃度

は、アカナス、耐病ＶＦ、ミート、アシスト、台太郎、

カレヘンは自根栽培と同等であったが、トルバム･ビ

ガーは、特異的に吸収が少なく、検出限界以下であっ

た。トルバムビガーは、茎（穂木部）のカドミウム濃

度も他品種より顕著に低く、供試品種中唯一茎の濃度

が根の濃度を下回った。 

(44) 米消費拡大に向けた製粉技術改善と新規加工食

品の開発 

研究の背景と目的 

パン用米粉の小麦粉価格との格差縮小のための米

粉の製造コスト低減、製パン適性向上のための工程改

善、粉末粥、冷凍米飯等の高品質製造技術の開発、試

作品の実用化のための市場評価について検討する。 

208 低コスト化技術 (諸橋・高橋(誠)・小林) 

米パン製造用の酵素処理米粉の製造コスト低減及

び製パン適性改善について検討した。原料米の酵素処

理を行う際、減圧浸漬による米粒硬度の差は認められ

なかったが、酵素液の使用量を従来の 2/3 に低減して

も従来法と同等の特性をもつ米粉が得られた。また、

粉末グルテンの配合比率を１％低減した場合、グアガ

ムを 0.5％補充することで、ミキシング時の安定性向

上と吸水性の増加に有効であった。 

209 米の利用状況と米粉利用食品の有望度測定 

 (守屋) 

米加工商品の利用状況と米粉パンの消費者調査を

行った。その結果、米飯加工食品においては一定のパ

イの中でシェアを争っており、新規加工食品の開発は

この一定の市場の中での争いとなると考えられた。ま

た、「米粉 100％パン」については、食味の評価も高

く、米粉の使用率も高いことから米消費拡大の有望な

戦略の一つと考えることができた。 

210 米飯及び米を利用した新加工高技術の開発 

 (諸橋・吉井・本間) 

粳米を用いたライスシリアル加工技術、及び冷凍米

飯の復元性向上について検討を行った。ライスシリア

ルの製品膨化性は、蒸米の糊化度が高く、蒸米水分

7.5％、焙煎温度 200℃が最も良好であった。冷凍温

度と米飯復元性は、-35℃、-80℃保存は外観・食味と

も良好であったが、-18℃では米飯の物性・食味とも

劣った。また、-18℃での復元性を向上するためグリ

セロ－ル、トレハロ－スの添加を検討を行った。その

結果、物性の向上は認められたが、十分な食味ではな

かった。 

(45) 高冷地特産ニンジンをフルーツ食感にする貯

蔵・加工技術の 

研究の背景と目的 

新潟県中魚沼産の雪下栽培ニンジンは食味良好で

高い評価を得ている。しかし、収穫作業面から大規模

化が困難である。そこで、大規模生産可能な夏秋ニン

ジンの食味を向上させるための貯蔵や加工技術を検

討する。 

211 秋ニンジンの雪中貯蔵による食感の変化 

 (横山) 

秋ニンジンを５℃および 15℃で暗黒条件下に貯蔵

したところ、糖度(Brix)の上昇が確認されたが適正な

貯蔵温度・貯蔵期間を特定するには至らなかった。雪

中貯蔵は品質良好な状態を維持できることが示唆さ

れた。 

212 夏秋ニンジンの加工処理技術 (浅野・西脇) 

夏秋ニンジンを 50℃２時間の加熱温湯処理するこ

とによるニンジン臭の低減及び甘味増強について、機

器分析による確認を行うと共にニンジン加工品を試

作した。温湯処理したニンジンは全体的に香気成分が

揮散し、ニンジン臭はあるものの、青臭みが低減した。
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また、糖含量は変化しないが食味において甘みが強く

感じられた。温湯処理ニンジンの特徴が最も現れた加

工品は浅漬け風みそ漬けであった。 
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３ 研 究 成 果 

(1) 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

【普及技術】本県農林水産業経営や食品産業にとって、特に、有益な実用化技術 

【活用技術】本県農林水産業経営や食品産業の指導に活用できる主要な技術情報 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

1 

2 

3 

 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

 

10 

 

 

11 

12 

13 

14 

【普及技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

耐倒伏性が強く、品質が高い水稲早生粳品種「新潟 71 号」 

機械除草と耕種的除草法を組み合わせによる、除草剤に頼らない水田雑草管理法 

ネオニコチノイド剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカスミカメの防除法 

（複合営農推進に向けた技術） 

実用的な生産情報開示システムの構築と効率的な運用方法 

露地栽培でもつくりやすい小型カラーピーマンの特性と栽培法 

チューリップ新品種「新潟 3号」、「新潟 4号」、「新潟 5号」 

チューリップ品種特性のデーターベース作成 

刈り取り作業性、収量性に優れる飼料用とうもろこし早生品種「ＫＤ640」 

永続性に優れるハイブリッドライグラス「ハイフローラ」 

（中山間地域に対応した技術） 

佐渡在来大豆の特徴と加工利用方法 

 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

有機物連用による「コシヒカリ」の収量・品質の安定化 

有機質資材の酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）の簡易迅速推定法 

牛ふん堆肥および豚ふん堆肥の短期的窒素肥効推定法 

土壌塩類集積を低減する家畜ふん堆肥の利用技術 

 

 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

農総研 基盤研究部 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

園芸研 栽培・施設科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

佐渡、食品研 穀類食品

科、園芸特産食品科 

 

農総研 基盤研究部 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

1 

 

 

2 

3 

4 

5 

 

6 

 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

 

13 

14 

 

15 

【活用技術】 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

大豆あと「コシヒカリ」栽培における倒伏軽減対策 

（複合営農推進に向けた技術） 

トマトの迅速栄養診断におけるサンプリング手法 

農業法人が実践できる簡易な農産物価格決定手法 

農産物直売所における顧客モニターの活用手法 

アスパラガス立茎長期収穫栽培の収穫開始 1～3 年目における生育診断と栽培管

理技術 

砂丘地における小型トンネルすいか改良整枝栽培における生育診断と栽培管理

技術 

断根ざしによるトマトのセル苗育苗と活用法 

いちご「越後姫」高設栽培に対応した１液型養液管理技術 

県内在来えだまめの品種特性 

チュ－リップ切り花の養液栽培法 

トルコギキョウの培地固化と若苗定植による 10 月出荷栽培 

日本なし「新生」と「秋麗」の受粉樹としての新たな利用方法 

 

マスカット香があり甘い白色系ぶどう「シャインマスカット」 

ももほ場のナギナタガヤ草生による除草回数削減、土づくり、果実品質劣化軽減 

効果 

稲発酵粗飼料の黒毛和種肥育後期飼料としての利用方法 

 

 

作物研 栽培科 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

園芸研 栽培・施設科、

高冷地 

園芸研 栽培・施設科 

 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科、食品研 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

 

畜産研 酪農肉牛科 
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No. 成  果  名 担 当 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

 

 

22 

23 

24 

25 

26 

 

27 

28 

 

 

29 

30 

31 

32 

 

33 

34 

35 

 

36 

食品製造副産物を利用した肉豚飼料給与技術 

栽培方法が異なる稲発酵粗飼料の繊維消化性および栄養価 

繁殖不能牛からの経膣採卵一体体外受精による高能力牛ファミリーの増産 

分娩前後の飼料養分摂取量と牛の生理諸元 

抗酸化作用をもつ漢方薬である生脈散の体外胚生産における効果 

水稲育苗ハウスの後利用におけるちんげんさいおよびこまつなの春～秋まき作

型 

（中山間地域に対応した技術） 

アスパラガスの立茎長期どり栽培における有望品種「スーパーウェルカム」 

おおばぎぼうし（うるい）の露地栽培における収穫方法 

10 月中～下旬収穫で高品質なカリフラワー品種「ＭＳＤ-722」 

中山間地域における小輪系アスターの作型 

佐渡在来のさといも「八幡芋」の特性および適栽植密度 

 

佐渡の新しい特産「トキ色メロン」の選定 

佐渡在来小豆の加工特性と佐渡における適正播種期 

 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

４月の降水量または土壌の乾燥した深さからの土壌窒素発現量の推定 

生ごみコンポストの特性と水稲への利用 

地域で取り組む生ごみ堆肥化の合意形成のポイント 

家畜ふん堆肥の肥料成分を有効に活用する露地野菜のリン酸、カリの減化学肥料

栽培技術 

家畜ふん堆肥中易分解性有機物、難分解性有機物とその指標 

酸素消費量を利用したコンポストの腐熟度判定法（易分解性有機物推定法） 

飼料および有機質資材中の水分簡易推定法（改良法）並びに粗灰分簡易測定法 

（食品産業振興のための技術開発の推進） 

血糖値上昇抑制効果を有する桑葉添加味噌の製造法 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

中山間地 

 

 

高冷地 

中山間地 

中山間地 

中山間地 

佐渡、園芸研 育種科、

食品研 園芸特産食品科 

佐渡 

佐渡、食品研 穀類食品

科 

 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

農総研 基盤研究部 

園芸研 環境科 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

食品研 食品工学科、園

芸特産食品科 

 

(2) 研究成果情報 

ア 研究情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

今後の研究遂行、普及指導、行政施策上何らかの形で情報として活用される可能性があるもの 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

 

3 

4 

5 

6 

 

7 

8 

9 

10 

（新潟米生産体質強化に向けた技術） 

アカヒゲホソミドリカスミカメの各種殺虫剤に関する感受性 

ＰＲＣ法を利用したイネ葯培養材料のＦ1検定 

（複合営農推進に向けた技術） 

ＬＡハイブリッドユリの栽培特性 

笑気ガス処理によるチューリップ、ユリの倍加花粉の作出と活用 

培養りん片へのコルヒチン処理によるユリの染色体倍加法 

日本なし自家和合性品種利用と摘芽処理で人工授粉と摘果労力が約９割削減で

きる 

もも「白鳳」の現地調査に基づく高糖度果実生産園の特徴 

成熟期における樹上でのももの果実糖度の変化 

クリタマバチに対する導入天敵チュウゴクオナガバチの定着状況 

オリエンタル系ユリ球根養成栽培におけるたん水が球根形成に及ぼす影響 

 

作物研 栽培科 

農総研 バイオ研究部 

 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

園芸研 育種科 

園芸研 育種科、栽培・

施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科 

中山間地 
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No. 成  果  名 担 当 

 

11 

12 

13 

14 

15 

 

16 

 

 

17 

18 

19 

（中山間地域に対応した技術） 

温湯加熱処理した高冷地特産にんじんの特徴 

おおばきぼうしの苦味、抗酸化性はポリフェノール測定で推定できる 

融雪水を利用した夏秋いちごの生産性安定 

中山間地域におけるブルーベリーの収穫期および果実品質特性 

佐渡地域におけるたまねぎ品種「ターボ」・「七宝甘 70」の収穫時球重の予測 

（環境保全型農業推進に向けた技術） 

Pythium oligandrum を用いたイネもみ枯細菌病の発病抑制 
 

（食品産業振興のための技術） 

緑ぎんなんの品質を判定するための品質評価方法 

豆乳の凍結変性による新規加工食品素材の開発 

長期貯蔵米の古米臭低減方法 

 

食品研  園芸特産食品科 

食品研  園芸特産食品科 

高冷地 

中山間地 

佐渡 

 

作物研 栽培科、農総研 

基盤研究部 

 

食品研  園芸特産食品科 

食品研 穀類食品科 

食品研 穀類食品科 

 

イ 関東東海北陸研究成果情報(平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載) 

【技術】農業者・普及センター・農協・メーカー・消費者・検査機関などを対象とし、主に農業上の技術革新に

関するもので、生産技術等として普及・活用される成果 

【科学】試験研究機関（独立行政法人・都道府県・民間・大学等）・検査機関・消費者などを対象とし、主に科学

的な技術・情報に関するもので、学術的に極めて有効な新手法・新知見等の成果 

【行政】農林水産省・地方農政局等・都道府県（行政部局）などを対象とし、主に行政施策の手法に関するもの

で、行政施策の改善に、極めて有効または参考になる成果 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 

1 

 

2 

3 

4 

 

5 

6 

7 

 

8 

 

 

9 

10 

 

11 

 

12 

13 

 

14 

 

<経営部会> 

(参考) 実用的な生産情報開示システムの構築・運用とマーケティングへの応用 

<畜産草地部会> 

(参考) ケイ酸含量の異なる稲発酵粗飼料の飼料特性 

(参考) 栽培方法が異なる稲発酵粗飼料の繊維消化性および栄養価 

(参考) GnRH,FSH 製剤投与により誘発した卵胞発育波での過剰排卵誘起（Wavesync 

h-SOV）による採胚成績の改善 

(普及) 酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）の簡易迅速測定法 

(参考) 家畜ふん堆肥中易分解性有機物、難分解性有機物とその指標 

(参考) 有機質資材中の水分簡易測定法（改良法）および粗灰分簡易測定法 

<果樹部会> 

(参考) 平行整枝による短梢せん定、無核化技術を組み合わせたブドウ「安芸クイー

ン」の安定栽培技術 

<花き部会> 

(普及) チューリップ切り花品質保持のための出荷流通技術 

(参考) チューリップ新品種、花壇用「新潟１号」、促成切り花用「新潟２号」 

<野菜部会> 

(普及) 砂丘畑におけるネギ栽培の株元施肥による減肥法 

<流通加工部会> 

(普及) 有効成分を多く含む桑葉粉末の製造法 

(普及) テンシプレッサーを用いた米菓の硬さの簡易分類方法 

<北陸・総合研究部会> 

(参考) 栽培方法が異なる稲発酵粗飼料の繊維消化性および栄養価 

 

 

農総研 基盤研究部 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

園芸研 栽培・施設科 

 

 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

 

園芸研 栽培・施設科 

 

食品研 食品工学科 

食品研 食品工学科 

 

畜産研 酪農肉牛科 
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15 

 

16 

 

17 

 

18 

19 

<北陸・水田畑作物部会> 

(普及) タンパク質含有率が低く、精米特性に優れる水稲酒米新品種「越淡麗（こ

したんれい）」の育成 

(普及) 豊かな香りで美味しいそば品種「とよむすめ」の選定 

<北陸・生産環境部会> 

(参考) カキ果実の花柱痕基部黒変症の発生助長要因と対応策 

 

(参考) フィプロニルに抵抗性を有するイネドロオイムシの発生とその防除対策 

(参考) 機能性の高い暗渠疎水材の利用 

 

作物研 育種科 

 

作物研 育種科 

 

園芸研 環境科、栽

培・施設科、佐渡 

作物研 育種科 

農総研 基盤研究部 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  
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II 農業総合研究所・研究部 
 

所 長
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管 理 部

専門技術員室 
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研
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生
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園
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組織構成図
 

 務 課 

画調整室 
究情報室 

営・流通グループ 
培環境グループ
壌保全グループ
産工学グループ

育種工学グループ
芸育種工学グループ
生物工学グループ 
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１ 研 究 概 要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧 
予算 
区分 

課  題  名 年 次 分  担 

 1 基盤研究部   
経常     (1) 革新的な農業ビジネスの展開方向の解明 

251  ア 革新的な農業ビジネスの展開方向の解明 
 
平 12～16 

 
経営･流通 

県特     (2) 迅速土壌・栄養診断に基づく効率的土壌管理技術の開発  
252  ア 小型反射式光度計等を用いた迅速土壌・栄養診断技術の

開発 
253  イ 近赤外分光法による非破壊栄養診断法の確立 

 
平 16～18 
    
   〃 

 
土壌保全 
    
   〃 

経常     (3) 田畑輪換を中心とした持続的輪作体系下における土壌管
理技術の確立 

254  ア 県内水田土壌の動態調査 

 
 
平 16～18  

 
 
栽培環境    

経常     (4) 低平地における自然圧を利用したパイプラインシステム  
の確立 

255  ア 自然圧パイプライン送水技術の検討 

 
 
平 12～16 

 
 
生産工学 

国事     (5) 土壌保全対策事業 
     ア 土壌環境負荷低減対策推進事業 
256   (ア) 土壌機能モニタリング調査 
      (イ) 有機物資源連用試験 
257     ａ 長岡圃場（細粒グライ土） 
258     ｂ 滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） 
259  イ 地力保全対策診断事業 
260 ウ 土壌環境影響診断システム開発事業 
261 エ 乾土効果の推定と地力窒素発現量の簡易測定法の確立 

 
 
昭 54～ 
 
昭 59～ 
   〃 
昭 42～ 
平 8～ 
平 16 

 
 
土壌保全 
 
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 

受託     (6) 農地部委託土壌調査 
262 ア 県営圃場整備事業土壌調査 
263 イ 都道府県土地分類基本調査 

 
平 16 
平 16 

 
土壌保全 
   〃 

受託 (7) 農林公社委託 
264 ウ 焼成酸化カルシウムの土壌改良資材としての適応性に関 
    する試験 

 
平 16  

 
栽培環境 

 2 アグリ・フーズバイオ研究部   
経常     (1) バイオテクノロジーによる園芸作物の育種に不可欠な組

織培養法の確立 
265  ア チューリップのカルス誘導に適した培地組成の検討 
266  イ チューリップのカルスからの再分化方法の確立 

 
 
平 14～16 
   〃 

 
 
園芸育種工学 
    〃 

経常     (2) 品種間差異を克服した葯培養法の開発による水稲新品種
育成 

267  ア 汎用性基本培地の開発 
268  イ イネ新系統の作出 

 
 
平 14～16 
   〃 

 
 
稲育種工学 
    〃 

 
(2) 研究成果及び調査事業概要 
 
1 基盤研究部 

(1)革新的な農業ビジネスの展開方向の解明 

研究の背景と目的 

意欲ある農業法人は新たな経営展開方策を模索し

ている。そのため、新たな商品開発やサービスの提供

などマーケティング・リサーチ手法に立脚した経営戦

略が必要とされるが、これらの手法は農業分野におい

て普遍的とはいえない状況にある。そのため、意欲あ

る法人とともにこれらの手法を活用し、新たな経営展

開方策を解明する。 

251 革新的な農業ビジネスの展開方向の解明 

 (守屋) 
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簡易で専用のソフトウエア等を要しないマーケ

ティング・リサーチ手法を体系化した。グループイン

タビュー、検証アンケート、会場テスト法を組み合わ

せることで、消費者ニーズに対応した新商品の開発と

試作品の評価を行うことができる。これらの手法を用

いることで、意欲ある法人等が新たな経営発展を目指

した経営戦略の構築に寄与できる。 

(2)迅速土壌・栄養診断法に基づく効率的土壌管理技

術の開発        
研究の背景と目的 
特別栽培農産物等の栽培面積の大幅な拡大が求めら

れており、全県的に一層の減農薬・減化学肥料栽培技術

の確立が必要とされている。そのため、土壌診断はもちろ

ん栄養診断を迅速に行い、診断値に基づいた合理的で

迅速な肥培管理により、過剰な施肥・微量要素障害の発

生抑制を図る必要がある。 

252 小型反射式光度計等を用いた迅速土壌・栄養診断

技術の開発 (本間・星野) 

夏秋トマト栽培において迅速栄養診断手法を確立

するため、採取部位、時刻、天候の影響を検討した結

果、天候・時刻による硝酸イオン濃度の影響が少なく

栄養状態を的確に反映しているのは、ピンポン玉肥大

期の小葉柄であった。 

253 近赤外分光法による非破壊栄養診断法の確立 

 (本間・星野) 

トマト生葉の近赤外反射スペクトルを 2 次微分し

PLS 法を用いて全窒素濃度を推定する検量線を作成

した。この検量線を用いて未知サンプルを評価した結

果、SEP=0.23%であった。 

(3)田畑輪換を中心とした持続的輪作体系下における

土壌管理技術の確立 

研究の背景と目的 

「米づくりの本来あるべき姿」の実現に向け、売れる米

づくりに向けた体制強化が求められている。よって、水田

の輪換利用を効率的にすすめ、かつ、環境と調和のとれ

た持続的な農業生産の確保を図るため、本県水田にお

ける炭素（有機物）収支や無機成分の動態等を踏まえた

土壌の機能維持・向上対策を確立する。 

254 県内水田土壌の動態調査 (浅野・白鳥) 

土壌環境基礎調査のデータ(昭 50～平９)を基に県

内水田土壌の動態について解析した。その結果、土壌

群ごとの解析では、畑転換による全炭素、全窒素およ

び可給態窒素の減少は認められなかった。 

255 自然圧パイプライン送水技術の検討 

 (宇佐美・志賀) 

自然圧方式においては管路勾配が急なラインは最

適取水位よりわずかに減水取水すると、配水困難なほ

場が増える傾向があり充分な用水管理を行う必要が

ある。また、自然圧パイプラインの採用に当たっては、

計画地区の面積、地形勾配、用水形態、施設の維持管

理費、建設費、営農状況、将来の営農予測等の項目に

より方式を決定しているが事業地区毎に検討項目、手

順が未整理であるので今後は統一した整理が必要に

なる。 

256 土壌機能モニタリング調査 

 (星野・本間・門倉) 

県内に分布する主要な土壌統について、105 点の定

点を設け、土壌の管理と理化学性、重金属含量等の実

態を経時的に調査し、農業における環境への影響を把

握する目的で実施した。平成 16 年度は第２サイクル

の第１次地域 28 地点について調査し、調査、分析デー

タを整理して国や情報作成機関（日本土壌協会）に送

付するとともに、改善点を指摘した成績書を作成した。 

257 長岡圃場（細粒グライ土） (門倉・星野) 

農総研圃場（保倉統、連用 21 年目）でコシヒカリ

を用い、化学肥料単用区、稲わら区、わら堆肥区、総

合改善区、無窒素区の５処理区を設け実施した。化学

肥料単用区では穂数が平年よりも少なく、さらに、一

穂籾数も少なかったため、収量が少なかった。有機物

施用区での収量は平年並みであった。玄米の外観品質

が平年よりも大きく落ち込んだ。 

258 滝谷圃場（中粗粒灰色低地土） (門倉・星野) 

長岡市滝谷町の圃場（加茂統、連用 15 年目）にお

いてコシヒカリを用い、化学肥料単用区、稲わら区、

もみ殻豚ぷん堆肥区、総合改善区、無窒素区の５処理

区を設け実施した。穂数の低下により収量が平年の９

割弱と少なかった。さらに外観品質も全体的に悪かっ

たが、もみ殻豚ぷん堆肥を施用している区で、他の区

と比較し良かった。 

259 地力保全対策診断事業 (星野・本間・門倉) 

専門技術員、作物研究センター、園芸研究センター

の協力を得て、全測定診断室の診断設計と成績の検討、

診断技術研修などを行うと共に、診断試薬の供給、技

術相談に対応した。 

260 土壌環境影響診断システム開発事業土壌モニタ

リング調査 (本間・門倉) 

最新の土地利用基盤整備基本調査（構造改善局、平

成４年版）に基づき全県の土壌図の更新作業を実施す

る。本年度はデジタル土壌図を作成すると共に、主題

図の１つとして土壌や地形の属性からの評価式によ

り有機物分解マップを作成した。 

261 乾土効果の推定と地力窒素発現量の簡易測定法

の確立 (島田・星野) 

代かき後土壌の窒素発現は、入水前に最も乾燥した

状態の乾燥土塊と湿潤土塊それぞれの窒素発現の和

であった。これより乾燥土塊と湿潤土塊の重量比ある

いは、乾燥した深さと作土深の長さの比から代かき後
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土壌の窒素発現が計算できることがわかった。また、

乾燥土塊と湿潤土塊では明度に２～３の差があり肉

眼で容易に見分けがついた。 

262 県営圃場整備事業土壌調査 

 (星野・本間・門倉・白鳥・浅野・前田) 

土壌の基本的性質及び土壌型分布状況を把握し、県

営圃場整備事業計画立案の基礎資料を得る目的で、県

内３地区 303ha について調査を実施した。それぞれの

地区について土壌型により区分し、土壌断面柱状図、

土壌図、土壌分析結果成績書を作成し、農地部へ報告

した。 

263 都道府県土地分類基本調査 (白鳥・星野) 

地形、表層地質、土壌、土地利用状況などを調査し、

それに基づいた地図及び解説書を作成して、国土の開

発・保全・利用の高度化を図ることを目的とし、新潟

県地域都道府県土地分類基本調査規定により、農耕地

についての調査を分担した。対象地域は「越後湯沢・

苗場山・四万」であり、これらの地域の調査書の作成

と図幅の取りまとめを実施した。           

264 焼成酸化カルシウムの土壌改良資材としての適

応性に関する試験 (本間・島田) 

水稲幼植物の生育に対する影響を中心に検討した。 

貝殻焼成酸化カルシウムには昨年度の結果から細菌 

に対する高い殺菌効果が認められており、植物を含む 

様々な生物に対して何らかの影響を及ぼしているが

その要因は明らかではない。焼成酸化カルシウムの育

苗床土混和により土壌の色調が暗黒化する現象が見

られ、土壌中のイオンの動きに着目する必要がある。

水稲苗の生育、水稲根の伸長が促進されたことから、

今後、野菜類への応用が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2 アグリ・フーズバイオ研究部 

265 チューリップのカルス誘導に適した培地組成の

検討 (小林・星・近藤) 

培地を検討し、安定して、カルス誘導・カルス増殖

する条件を明らかにした。 

266 チューリップのカルスからの再分化方法の確立 

 (小林・星・近藤) 

カルスからの再分化に成功したが、カルスからの再

分化植物体は奇形であり、順化が困難であることが分

かった。 

267 汎用性基本培地の開発 (大源・小潟) 

品種間差を克服すると期待される 2 種類の培地成

分を用いて、汎用性基本培地の候補として 4種類の基

本培地を試作し、これらを用いてＦ１材料の葯培養を

行ない、その培養効率を DKN 培地と比較した｡その結

果、DKN 培地は高い汎用性を有し、多様な育種素材に

適することが認められた。 

268 イネ新系統の作出 (小潟・大源) 

7種類のＦ１、すなわち、こしいぶき／愛知 109号
（交配目標；穂いもち、高温登熟）、新潟 75号／北陸
196号（交配目標；収量品質）、コシヒカリ／北陸 190
号（交配目標；品質）、新潟 75 号／越南 176 号（交
配目標；良食味）、新潟酒 72 号／中部 111 号（交配
目標；酒米、いもち）、新潟 71 号／中国 181 号（交
配目標；乾田直播）、こしいぶき／奥羽直 376号（交
配目標；直播）を材料に用いて、改良 ARIS法により
葯培養を行なった。その結果、合計 4,486個体の緑色
再分化植物が得られ、次年度において優良系統選抜の

ため圃場に展開される。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 
2 

【普及技術】 
実用的な生産情報開示システムの構築と効率的な運用方法 
有機物連用による「コシヒカリ」の収量・品質の安定化 

 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 

 
1 
2 
3 
4 
5 
6 

【活用技術】 
トマトの迅速栄養診断におけるサンプリング手法 
農業法人が実践できる簡易な農産物価格決定手法 
農産物直売所における顧客モニターの活用手法 
４月の降水量または土壌の乾燥した深さからの土壌窒素発現量の推定 
生ごみコンポストの特性と水稲への応用 
地域で取り組む生ごみの堆肥化の合意形成のポイント 

 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 

 
イ 研究成果情報 
 (ア) 研究情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
2 

ＰＲＣ法を利用したイネ葯培養材料のＦ１検定 
Pythium oligandrum を用いたイネもみ枯細菌病の発病抑制 

農総研 バイオ研究部 
農総研 基盤研究部 

 
   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 
2 

(参考) 実用的な生産情報開示システムの構築・運用とマーケティングへの応用 
(参考) 機能性の高い暗渠疎水材の利用 

農総研 基盤研究部 
農総研 基盤研究部 

 【科学】  

 (なし)  
 【行政】  

 (なし)  
 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

PCR法を利用した新潟県内で栽培・流通する水稲品種の判別 
（橋本憲明・大源正明・石村尚子・高原美規・山元皓二） 

北陸作物学会報（2004） 
39：15-17 

平 16.4 

Effect of wild oat green manure on potato scab 
(Futoshi Sakuma, Masayuki Maeda and Ken Hashizume) 

Proceeding of international 
potato scab symposium 
353-359. 

平 16.8 

A potato berry bioassay for the detection of thaxtomin A 
producing potato common scab pathogens 
(Shoji Tani, Shigeo Naito and Masayuki Maeda) 

Proceeding of international 
potato scab symposium 
383-386. 

平 16.8 

「Induction of mutations affecting bolting time by ion beam 
irradiation to calluses of Japanese bunching onion (Allium 
fistulosum L.)」 
（M. Kondo, N.Hamato, Y.Hoshi, H.Kobayashi, Y. Hase,  
N. Shikazono and A.Tanaka ） 

（TIARA Annual Report 2003、
68-69） 

平 16.10 
 

大豆生育過程における無機成分濃度の動態 
(浅野英明、中島秀治、関口哲生) 

新潟アグロノミー40(2004) 平 16.12 
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イ 講演発表 
発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 
学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

新潟県におけるＳＥＩＣＡの活用 
～ＪＡ白根市及びＪＡにいがた南蒲の事例～ 
(牛腸奈緒子) 

「ＳＥＩＣＡ」活用セミナー 平 16.7.15 

ＶＩＰＳv.2を活用した双方向コミュニケーションの課題と展望～
ＪＡ白根市を事例として～ 
(白井敏樹、牛腸奈緒子) 

第40回東北農業経済学会 
個別報告 
 

平 16.9.2 
～3 

新潟県ＪＡ白根市におけるブランド化戦略～情報開示からネット
販売まで～ 
(白井敏樹) 

第7回農業情報研究会 
 
 

平 17.2.21
～22 

新潟県のトマトハウス土壌における土壌微生物群集構造の解析 
（前田征之・白鳥 豊・浅野英明・関口博之・竹中重人） 

2004 年度日本土壌微生物学会 平 16.6.2 
～4 

排水性の違いが水田からのメタン発生に及ぼす影響 
(白鳥豊、志賀智和) 

2004 年度日本土壌肥料学会関
東支部大会講演要旨集 17 

平16.6.26 
 

Analysis of bacteria community structure in thesoil 
under different conditions of tillage and fertilizer 
application 
(Hiroyuki Sekiguchi, Takashi Narabu, Nobuhisa Koga, 
Masayuki Maeda and Shigehito Takenaka) 

国際シンポジウム「環境保全型
農業推進のための微生物資源
の検索と利用」 
58-59 

平 16.7.28
～29 

大豆生育過程における無機成分濃度の動態 
(浅野英明、中島秀治、関口哲生) 

新潟県土壌肥料懇話会 
平成 16 年第 2 回研究会 

平16.12.3 
 

Agrobacterium-mediated transformation of Lilium longiflorum
（星洋介、近藤正剛、森志郎、中野優、小林仁） 

国際花卉球根シンポジウム 平 16.4 

Isolation and characterization of a cytochrome P450 gene from 
Muscari armeniacum 
（森志郎、小林仁、星洋介、近藤正剛、中野優） 

国際花卉球根シンポジウム 平 16.4 

PCR 法を利用したイネ葯培養材料のＦ1検定． 
（橋本憲明・大源正明・小潟慶司・高原美規・山元皓二） 

日本作物学会北陸支部・北陸育
種談話会第 41 回シンポジウム 

平 16.7.22
～23 

イネ葯培養における品種間差異の克服 第１報 品種間差異を小
さくする基本培地の検討 
（大源正明・橋本憲明・高原美規・山元皓二） 

日本作物学会北陸支部・北陸育
種談話会第 41 回シンポジウム 

平 16.7.22
～23 

Somaclonal variation and stability of GUS gene expression in 
transgenic plants of Agapanthus praecox ssp. orientalis at the 
flowering stage 
（森志郎、鈴木栄、小林仁、星洋介、近藤正剛、中野優） 

In Vitro Culture and 
Horticultural Breeding 

平 16.9 

イネいもち病真性抵抗性遺伝子Pizと連鎖するSNPマーカーを用い
たPiz保有系統の育成 Ⅱ. B2F1世代の形質 
（橋本憲明・大源正明・林敬子・芦川育夫・高原美規・山元皓二） 

日本育種学会 第106回講演
会 
 

平 16.9.20
～24 

「ネギのカルスへのイオンビーム照射による突然変異誘発と再分
化植物の解析」 
(近藤正剛、濱登尚徳、星洋介、長谷純宏、鹿園直哉、田中淳、小林仁) 

園芸学会平16年秋大会 
（園芸学会雑誌、73-別 2、266） 

平 16.9.25
～27 

アグロバクテリウム法によるホトトギス（Tricyrtis hirta）への
アントシアニン生合成経路関連遺伝子の導入 
（森志郎、小林仁、星洋介、近藤正剛、中野優） 

園芸学会北陸支部大会 平 16.11 

Identification of paddy rice varieties cultivated and 
circulated in Niigata Prefecture using PCR analysis. 
 (Hashimoto N, Daigen M, Ishimura N, Takahara Y, Yamamoto K) 

The 21st Century’s COE 
Program 

平 17.1.24
～25 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 16.5 
平 16.8 
平 16.9 
平 16.10 
平 16.12 
 
平 17.1 
平 17.2 
平 17.3 

樋口泰浩 
星野卓 
浅野英明 
鈴木寿一 
牛腸奈緒子、 
鈴木寿一 
鈴木寿一 
白井敏樹、白鳥豊 
守屋透 

ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平 16.4 
平 16.8 
平 16.9 

高野隆 
守屋透 
新保到 

新潟県における土づくりのすすめ方 新潟県 平 17.3 白鳥豊､浅野英明､ 
前田征之､星野卓､
本間利光､門倉綾子 

水稲栽培指針 新潟県 平 17.3 白鳥豊、星野卓 
 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 16.7.27 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」   207 所長以下 

平 16.10.20 農業総合研究所ふれあいセミナー 130 所長以下 
 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講    師 

稲作経営科 2 学年 生物工学演習 30 大源・小潟・橋本・小林・星・近藤 

 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

農業経営学 52    52 牛腸奈緒子、白井敏樹 

情報処理論 14    14 鈴木寿一 

農業土木学 30    30 宇佐美茂昭、志賀智和 

土壌学 I 16  44  60 星野卓、白鳥豊、浅野英明、門倉綾子、前田征之 

特別講義 16    16 
新保到、諸我敏夫、中島昭夫、熊木茂、勝海喜一、
長井隆、山本匡里 

植物生理学 16 4   20 橋本憲明、小潟慶司 

植物育種学  16   16 星洋介、近藤正剛 

生物工学 32   16 48 小林仁、星洋介、近藤正剛 

土壌学 II 16 16   32 星野卓、本間利光、浅野英明、門倉綾子、前田征之 

施設機械論 16   44 60 樋口泰浩、権平正 

卒業論文     960 守屋透、本間利光 
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(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.1.31 新潟県農業協同組合中央
会 

営農指導員養成コース 稲に関するバイオテク
ノロジー 

大源正明 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部

皆川明穂 長岡技術科学大学 青色色素合成遺伝子の花弁へ
の導入 

平 16.10.4～平 17.1.31 バイオ部 

井本朋美 長岡技術科学大学 青色色素合成遺伝子の花弁へ
の導入 

平 16.7.1～平 17.3.31   〃 

近藤博明 長岡技術科学大学 イネ遺伝子の単離と構造・発現
の解析 

平 16.5.1～平 17.3.31    〃 

林桂子 長岡技術科学大学 花卉のバイオテクノロジーに
関する技術の習得 

平 16.5.6～平 17.3.31    〃 

高橋正司 魚沼山野草の会 雪割草の組織培養 平 16.4.1～平 17.3.31    〃 

佐藤良孝 魚沼山野草の会 雪割草の組織培養 平 16.4.1～平 17.3.31    〃 

河合誠 魚沼山野草の会 雪割草の組織培養 平 16.4.1～平 17.3.31    〃 

藤ノ木雄斗  園芸植物の組織培養 平 16.4.1～平 17.11.30    〃 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 
   長岡市長倉町 857 番地 
   建物面積 延 10,268 ㎡ 
   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 10,920    57 10,863 
維持管理費 55,527   12 107 55,408 
経常研究費 3,468     3,468 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 1,064    1,064  
種苗供給・指導事業費 0      
政策研究費 21,734    11,494 10,240 
備品整備費 5,847     5,847 
施設整備費 105,090     105,090 
庁舎修繕費 18,563     18,563 
その他 106,945     106,945 
合   計 329,158 0 0 12 12,722 316,424 

 
(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 
 所長 新保 到 
管理部・総務課
(庶務) 

管理部長・総務課長
副参事 
主査 
主任 
主事 
〃 
技術員 
 〃 
事務員 

中島 昭夫 
松島 正一 
内藤 雅行 
五十嵐かな子 
佐藤 純輝 
田巻 わかな 
今井 隆志 
木村 和浩 
大野 イツ子 

企画情報部 
企画調整室 
 
 
研究情報室 

副所長・企画情報部長
企画調整室長 
専門研究員 
主任研究員 
研究情報室長 
専門研究員 
主任研究員 

諸我 敏夫 
熊木 茂 
吉岡 秀敏 
山本 和広 
勝海 喜一 
高野 隆 
鈴木 寿一 

基盤研究部 
(経営・流通)
 
 
 
(栽培環境) 
 
 
(土壌保全) 
 
 
 
(生産工学) 

基盤研究部長 
専門研究員 
主任研究員 
〃 

  研究員 
主任研究員 
〃 
  〃 
専門研究員 
主任研究員 
〃 
技術員 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
研究員 
技術員 

長井 隆 
光野 均 
牛腸 奈緒子 
守屋 透 
白井 敏樹 
白鳥 豊 
浅野 英明 
前田 征之 
星野 卓 
本間 利光 
門倉 綾子 
青木 和憲 
宇佐美茂昭 
樋口 泰浩 
権平 正 
志賀 智和 
星野 勝 

アグリ・フーズ
バイオ研究部 
(稲育種工学) 
 
(園芸育種工学) 
 
 
(微生物工学) 

ｱｸﾞﾘ･ﾌｰｽﾞ研究部長 
専門研究員 
主任研究員 
〃 
専門研究員 
主任研究員 
研究員 
専門研究員 
〃 
研究員 

山本 匡里 
大源 正明 
小潟 慶司 
橋本 憲明 
小林 仁 
星   洋介 
近藤 正剛 
中島 正晴(兼務)
大坪 貞視(兼務)
野呂 渉 (兼務)

農総研専技室 副参事 
主査 
〃 
〃 

原澤 良栄 
小潟 信雄 
田村 良浩 
水沢 誠一 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 
4 月１日付 

転 出 
 
 
 

転 入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

採 用 

郷  直俊 
土田 利栄 
松本伊左尾 
 
新保 到 
中島 昭夫 
 
山本 匡里 
熊木 茂 
勝海 喜一 
小潟 慶司 
 
佐藤 純輝 
 
田巻わかな 

園芸研究センター所長 
畜産研究センター所長 
食品研究センター・参事 
 
農業総合研究所長 
管理部長 
 
アグリ・フーズバイオ研究部長 
企画調整室長 
研究情報室長 
アグリ・フーズバイオ研究部・主任
研究員 
管理部・主事 
 
管理部・主事 

企画調整室長 
研究情報室長 
アグリ・フーズバイオ研究部長 
 
農産園芸課長・参事 
工業技術研究所素材応用技術セン
ター・庶務課長 
農業大学校・教授兼園芸経営科長 
農業大学校・教授兼研修センター長 
新潟農政事務所・畜産課長 
中越農政事務所・主査 
 
十日町健康福祉事務所・主事 
 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

自動車 日産ＡＤバン 1800GX 

マイクロウェーブ ㈱アクアタックス ピードウェーブ MIWS-2 

冷蔵ショーケース ホシザキ電機 RS-120S-4G 型 

モバイル GIS HP iPAQ hx4700 

テンシオメーター 大起理化工業㈱DIK-3023 

以下、旧肥飼料検査所から管理換え 

書架 壁面型 保管庫 

試料保管ボックス 柴田 4750-02SUV-02C 

実験台 × ２台 移動式実験台 PT-C 型、WK-101 型 

掃除機 東芝 VC-P250 

作業台 UT-141 型 

パソコン × ２台 FMV-BIBLO NEIX26FMVNE9263、PAE6515CME DynaBook E6/515CME 

薬品冷蔵ショーケース サンヨーMPR-411F 

薬品棚 ヤマト科学製 SLK-25 

浸とう機 木屋製作所 4321-C 

顕微鏡 × ２台 オリンパス CHD-001、島津理化 VCK 

定温乾燥機 FC-612 型 

脂肪抽出装置 三紳工業 直熱式 

粗繊維定量装置 三紳工業 CF-67 コ架 

ドライングシェルフ× ４台 DS-C キャスター付、DS-L、DS-C 

グロースキャビネット 東京理化器械 FLT-1001-L 型 

窒素分解装置 DS-6 1007 型 新潟コンゴー 

オートビュレット ヒラヌマ UCD-900 
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備品・施設名 型式・規格・規模 

粉砕機  三田村理研製作所 SR-2 

粉砕機 超遠心粉砕機 ZM-100 型 

粉砕機（部品） 180゜グラインダセット一式 

電気マッフル炉× ２台 ヤマト FP-42、ヤマト FM-48 

恒温器× ３台 NTL-50D、CPD-114S、日本医科器 LH-300RDS 

分光光度計 日立ダブルビーム 200-20 型 

洗浄機 国際電子工業㈱ UO600FA-UT30 

超音波ピペット洗浄機 東京理化 AU-150CR 

カメラ、デジタルカメラ オリンパスカメラセット 

天秤 電子上皿天秤島津 EB-430D 

天秤 AC210S YDP02 OD プリンタ付 

窒素自動測定装置 ケルテックオートシステムⅠ型 

 
(6) 派遣研修者 
 なし 
 
(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 
 1,187 名 
 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日

特許広報広告 
年月日・番号 
公開広報 
番号・年月日 

特許登録 
番号・年月日

イネの培養方法 星洋介、大源正明 平 11－93191 特開 
2000－279046 
平 12.10.10 

 

植物細胞への遺伝子導入方法及び遺伝子導
入用の植物細胞処理装置 

星洋介、近藤正剛、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-88554 
平 14.3.27 

特開 
2003-274953 
平 15.9.30 

 

ジネンジョの製造方法 近藤正剛、星洋介、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-223470 
平 14.7.31 

特開 
2004-057149 
平 16.2.26 

 

植物細胞への遺伝子導入方法及びユリ属植
物への遺伝子導入方法 

星洋介、近藤正剛、
小林仁、松本伊左尾

特願 
2002-362239 
平 14.12.13 

  

 
(9) 栄 誉 
 該当なし 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

III 作物研究センター 
 

組  

育 種 科 品種育
品種選
畑 作

栽培品
作物栄
病 害
虫 害

栽 培 科 

作物研究センター長 
織構成図
 

成グループ 
定グループ 
 物グループ 

質グループ 
養グループ 
 グループ 
 グループ 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 1 センター内プロジェクト   

県特 (1) 大豆跡水稲の安定栽培技術の確立と適応良質品種の早期 

開発 

ア 大豆跡水田におけるコシヒカリ栽培可能条件の解明と高 

品質栽培技術の開発 

301   (ア) 大豆跡土壌の性質と根系への影響 

302   (イ) 大豆跡コシヒカリの高品質栽培法の開発 

303  イ 大豆跡水田向け良食味・複合耐性水稲新品種開発のため

の効率的選抜法 

304  ウ 大豆跡水田向け水稲品種の選定   

平 13～16 

 

 

 

平 14～16  

   〃 

平 13～16  

 

   〃 

 

 

 

 

栽培科(作物栄養) 

栽培科(栽培・品質) 

育種科(品種育成) 

       

〃 

 2 育種科   

経常     (1) 水稲の基幹新品種の育成 

305  ア 系統育成 

306  イ 生産力検定 

307  ウ 特性検定 

308  エ 新系統 

309  オ 有望酒米系統「新潟酒 72 号」の栽培試験 

 

平９～  

   〃 

   〃 

   〃 

平 14～ 

 

品種育成 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

国委 310 (2) 水稲系統適応性検定試験 昭 28～ 品種育成 

県事     (3) 主要作物種子対策事業 

     ア 水稲奨励品種決定調査 

311   (ア) 基本調査及び特性調査 

312   (イ) 有望系統の現地適応性 

313  イ 麦類奨励品種決定調査 

314  ウ 大豆奨励品種決定調査 

315  エ 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

316  オ 大豆原原種、原種の維持と増殖 

317  カ 大麦と小麦の原原種、原種の維持と増殖 

 

 

昭 28～ 

   〃 

昭 53～ 

   〃 

昭 28～ 

   〃 

   〃 

 

 

品種選定 

   〃 

畑作物 

   〃 

品種選定 

   〃 

〃 

経常     (4) 優良種子の安定生産技術と発芽力迅速測定法の確立 

318  ア 登熟条件と種子資質・貯蔵性の関係解明 

319  イ 種子置床方法の開発 

 

平 13～17 

   〃 

 

品種選定 

   〃 

経常     (5) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善 

 ア 麦類、大豆気象感応生育調査 

320   (ア) コシヒカリの移植時期・栽植密度と施肥 

321  (イ) 栽植密度及び収穫時期の発芽率への影響 

322  (ウ) こしいぶき・こがねもちの栽植密度と施肥 

323  (エ) 種子発芽率と品質との関係解明 

 

 

 

平 16～18  

   〃 

   〃 

 〃 

 

 

 

品種選定 

  〃 

〃 

〃 

経常     (6) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善(畑作物) 

324  ア 麦類、大豆気象感応生育調査 

325  イ そばの高品質安定生産技術の確立 

 

 

平２～ 

平 11～ 

 

 

畑作物 

  〃 

国委 326 (7) 大豆系統適応性検定試験 昭 61～   〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

 3 栽培科   

県特     (1) 稲の病害虫省農薬防除技術の体系化と実証 

ア 食の安全性重視稲作技術の体系化 

327   (ア) 除草機械を中心とした雑草防除法の確立      

 

 

平 15～16  

 

 

栽培・品質 

経常     (2) 栽培環境の変動に対応した主要農作物の高品質栽培管理

技術の改善(水稲) 

ア 水稲の高品質栽培新技術 

(ア) コシヒカリ生育予測技術の改善 

328 ａ 生育予測モデルの選択 

329 ｂ 水稲気象感応生育調査 

      (イ) 作期の適正化に対応した育苗技術の改善 

330     ａ 健苗育成のための被覆資材の選定 

331   (ウ) 新潟 71 号の施肥試験 

332   (エ) 施肥位置による水稲根反応の評価と後期栄養条件の解

析 

333   (オ) 水稲における被覆尿素入り肥料の効果確認試験 

334   (カ) 環境分解型コート緩効性肥料の水田及び畑における肥

効試験 

335   (キ) 水稲における鶏ふん有機質肥料の肥効確認試験 

 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

 

   〃 

   〃 

   〃 

 

平 15～ 

平 13～ 

 

平 16 

 

 

 

 

栽培・品質 

   〃 

 

   〃 

   〃 

作物栄養 

   

 〃 

   〃 

   

   〃 

県事 336 (3) 建設副産物活用地域調査事業 平 12～ 作物栄養 

県事   (4) ｢いもち病に強いコシヒカリ｣の安定・継続的利用技術の開

発 

ア いもち病菌の個体群動態の解明 

337  (ア) 異なる越冬伝染経路の本田発病への寄与率 

338  (イ) 本田におけるいもち病菌個体群動態 

339  (ウ) 混植ほ場におけるレース分布の変化 

340  イ 同質遺伝子系統と薬剤防除の組み合わせによる発病抑制

効果 

341  ウ コシヒカリ同質遺伝子系統のほ場抵抗性評価 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

   〃 

   〃 

    

   〃 

 

 

 

病害 

  〃 

〃 

  〃 

    

〃 

経常   (5) 稲・麦・大豆の病害虫の発生生態と防除技術の確立 

   ア 水稲害虫の発生生態と防除技術の改善 

    (ア) アカスジカスミカメの発生生態 

342     ａ 畦畔雑草地における発生消長 

343     ｂ 水田内発生と防除法  

イ 麦・大豆の病害発生生態解明と防止対策 

344  (ア) ムギ赤かび病の薬剤防除 

345  (イ) 紫斑病の防除技術 

ウ 水稲種子伝染性病害の種子保菌抑制技術の開発 

346 （ア）種子保菌検定精度の向上 

347  （イ）各種病原細菌の薬剤感受性検定 

   （ウ）化学的･生物的防除を総合した種子保菌抑制技術の確立 

348   ａ もみ枯細菌病の種子保菌抑制 

349   ｂ 穂いもちおよびいもち病菌種子保菌抑制 

 

 

 

平 16～18 

   〃 

    

   〃 

 〃 

 

   〃 

   〃 

  

   〃 

 〃 

 

 

 

虫害 

  〃 

 

病害 

  〃 

 

〃 

  〃 

 

〃 

〃 

県事  (6) 新潟コシヒカリグレードアップ事業 

   ア いもち病菌レース分析支援体制の整備 

350   (ア) 県内のいもち病菌レース 

 

 

平 14～16 

 

 

病害  
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

 

1 センター内プロジェクト 

301 大豆跡土壌の性質と根系への影響 (土田) 

30℃4 週間室内培養値は大豆跡では過大評価とな

るが、40℃1 週間室内培養値は水稲連作、大豆跡とも

に、本田での最高分げつ期までの窒素無機化量とほぼ

一致した。この傾向は、3月末から 4月下旬の土壌採

取時期に関わらず同様であった｡従来法より期間短縮

が可能な 40℃1 週間室内培養法の有効性が確認でき

た。 

302 大豆跡コシヒカリの高品質栽培法の開発 

 (東・金高) 

窒素施肥無施用で倒伏程度 3.5 程度となる窒素発

現量のほ場では異なる代かき処理、栽植密度、植え付

け深さによる倒伏程度の改善効果はみられなかった。

3.5 程度の倒伏では収量品質への影響は小さかった。

早期代かきでは、前年同様に出穂期の葉色値が低下し

玄米蛋白質含有率がやや低下したが、穂数がやや多く

なり倒伏軽減効果はみられず、収量品質に差はみられ

なかった。 

303 大豆跡水田向け良食味・複合耐性水稲新品種開発

のための効率的選抜法 (小林) 

畑晩播圃場の生存個体に由来する初期世代系統は、

従来育種による系統に比べ、葉いもち発病程度が低く、

本法の選抜効果が認められた。一方、「Bio-35/長

1414」、「こがねもち/味こだま」など、選抜開始集

団の圃場抵抗性が全体的に高いと考えられる交配組

合せでは、選抜法の違いによる明確な効果の差は認め

られなかった。 

304 大豆跡水田向け水稲品種の選定 (松井) 

22 組合せ 32 系統を供試した。新潟 71 号を転作跡

地向けの有望品種と判断した。 

2 育種科 

305 系統育成 (小林・金田・松井・石崎) 

一般食用米、酒造好適米、糯米及び新形質米の育成

のため、系統育種法、集団育種法及び葯培養法を併用

して品種育成を行った。有望系統には長番号または新

潟番号を付けた。 

306 生産力検定 (石崎・小林・金田・松井) 

予備試験及び本試験に供試した延べ 208 系統のう

ち粳米は 19 系統、酒造好適米は５系統、糯米は３系

統、新形質米は６系統が有望であった。新潟酒 72 号

（越淡麗）、新潟 71 号（ゆきん子舞）、コシヒカリ

新潟 BL11 号(Pii,z-t)、コシヒカリ新潟 BL12 号
(Pik,z-t)を品種登録出願した。 
307 特性検定 (石崎・小林・金田・松井) 

葉いもち抵抗性は4620系統、穂いもち抵抗性は158

系統、高温登熟性は 27 系統、耐冷性は 43 系統、倒伏

抵抗性は 11 系統、穂発芽性は 197 系統、食味は 143

系統、玄米成分は 197 系統について検定した。 

308 新系統 (石崎・小林・金田・松井) 

新潟 83 号（長 1763）長 1308、新潟 54 号/長 1088、

こしいぶき：成熟期がわせじまんより２日程度遅い偏

穂数型の極早生粳系統。耐倒伏性は中。穂発芽性は中。

葉いもち抵抗性は中、穂いもち抵抗性は弱。玄米重は

アキヒカリ並。玄米千粒重はわせじまん並。玄米品質

は上下。食味はわせじまんより優れる。 

新潟 84 号（長 1779）長 980、新潟 50 号/Bio-30：

成熟期がコシヒカリ並の中間型の中生粳系統。耐倒伏

性は中。穂発芽性は中。葉及び穂いもち抵抗性は中。

玄米重はコシヒカリより多。玄米千粒重はコシヒカリ

より大。玄米品質は上下。食味はコシヒカリ並に優れ

る。 

新潟 85 号（長 1870）新潟酒 36 号/北陸 166 号：成

熟期がこしいぶきより３日程度遅い偏穂重型の早生

粉質米系統。耐倒伏性は中。穂発芽性は易。葉いもち

抵抗性はやや弱、穂いもち抵抗性は中。玄米重はこし

いぶきより少。玄米千粒重はこしいぶきより小。 

新潟 86 号（長 1808）北陸 169 号/Calmochi-101：

成熟期がこしいぶきより３日程度早い偏穂重型の早

生糖質米系統。耐倒伏性はやや強。穂発芽性は易。葉

及び穂いもち抵抗性は弱。玄米重はこしいぶきより少。

玄米千粒重はこしいぶきより小。 

新潟糯 87 号（長 1804）わたぼうし/関東 154 号、

サリークィーン：成熟期がこがねもちより１０日程度

遅い中間型の晩生長粒全量型香り糯系統。耐倒伏性は

中。穂発芽性はやや難。葉いもち抵抗性は弱、穂いも

ち抵抗性はやや弱。玄米重はこがねもち並。玄米千粒

重はこがねもちより小。 

309 有望酒米系統「新潟酒 72 号」の育成 (金田) 

穂肥１回目（出穂 17 日前）0、1、2（Ｎkg/10a）の

３水準、穂肥２回目（出穂 10 日前）0、1、2（Ｎkg/10a）

の３水準、反復数２で試験を実施した。玄米蛋白質含

有率の目標値を 6.3%（「水稲もち米・酒米栽培の手

引き」H15.3 新潟県農林水産部発行より）、かつ玄米

重を最大にするには、1回目を 2kg/10a、2 回目は施

用しない穂肥区分が適当と推定され、玄米重は 52.5 

kg/a であった。 

310 水稲系統適応性検定試験 (金田) 

指定試験地及び独立行政法人で育成された 55 系統

の地域適応性を検定した。有望系統は、羽系 845、東

1088、東糯 1109、東 1068、収 7139、福系 7979、福系

8880、どんとこい IL1、どんとこい IL5、どんとこい
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IL15、収 6966、収 7136 及び、収 7167 の 13 系統であ

った。 

311 基本調査及び特性調査 (名畑・川上・浅井) 

極早生１系統、早生２系統、中晩生８系統を供試し

た。有望系統は中晩生で新潟 70 号、新潟 75 号、新潟

76 号、新潟 82 号、コシヒカリ新潟 BL９号、コシヒカ

リ新潟 BL10 号であった。また、酒米では新潟酒 72

号、糯では新潟糯 73 号が有望であった。 

312 有望系統の現地適応性  (浅井・川上・名畑) 

新潟 75 号と新潟酒 72 号を県内４か所で実施した。

新潟 75 号は耐倒伏性が高く、玄米タンパク含有率が

低いことが評価された。新潟酒 72 号は五百万石と比

較して出穂・成熟期が遅く、栽培しにくいことが指摘

されたが醸造特性が優れることが評価された。 

313 麦類奨励品種決定調査 (市川・服部) 

標準品種をファイバースノウとし、予備調査に、北

陸皮 40 号、北陸皮 41 号、東山皮 103 号、本調査では

北陸皮35号、北陸皮39号、東山皮102号を供試した。

その結果、再検討を北陸皮 35 号、北陸皮 40 号、北陸

皮 41 号、東山皮 102 号、東山皮 103 号、棄却を北陸

皮 39 号とした。 

314 大豆奨励品種決定調査 (服部・市川) 

本県に適する大豆品種の選定を行った。予備調査で

は東北 154 号を「打ち切り」とした。本調査では東山

204 号、東山 207 号を「再検討」、東山 199 号を「打

ち切り」とした。 

315 水・陸稲の原原種、原種の維持と増殖 

 (浅井・川上・名畑) 

７品種の系統栽培、４品種の原原種栽培を行なった。

継続貯蔵中の原原種は 17 品種、約 2,400kg である。

この内約 350kg を原種生産に使用した。 

委託栽培３品種を含む 15 品種について原種栽培を

行い、37,380kg を採種した。貯蔵種子及び当年産を

含め 14 品種、24,760kg を県内 16 か所の指定採種ほ

に配布した。 

316 大豆原種、原種の維持と増殖 

 (浅井・川上・名畑) 

エンレイの原原種栽培を行い、20kg を採種した。

継続貯蔵中の種子は４品種約 100kg である。この内約

20kg を原種生産に使用した。 

原種栽培はエンレイとたまうららの２品種を栽培

し、委託栽培と併せて 5,700kg を採種した。当年産エ

ンレイ 4,460kg を指定採種ほ９か所に配布した。 

317 大麦・小麦の原原種の維持と増殖 

 (浅井・川上・名畑) 

原原種栽培は実施しなかった。継続貯蔵中の種子は

大麦は２品種、440kg である。 

原種栽培はミノリムギ 1品種について行い、委託原

種併せて 1,680kg 採種した。当年産ミノリムギ

1,680kg を指定採種ほ２か所に配布した。 

318 登熟条件と種子資質・貯蔵性の関係解明 

 (名畑・浅井・川上) 

県内採種ほから平成 15 年産種子を収集し、収穫後

２か月目から毎月発芽試験を実施した。コシヒカリで

は収穫２か月目から正常発芽率は前年及び平年より

高かく推移した。こしいぶき・こがねもちは収穫２か

月後から正常発芽率が 90％以上となった。コシヒカ

リの休眠の深さに地域間差が認められた。 

319 種子置床方法の開発 (川上・名畑・浅井) 

簡便で効率的な種子置床方法として粘着シートを

検討した結果、１スポットに１粒のみ付着する割合は

50 粒中 45.6 粒と高く、置床間隔が狭く根がらみが生

じたが発芽率への影響もなく実用上問題ないことが

わかった。 

320 コシヒカリの移植時期・栽植密度と施肥 

 (浅井・川上・名畑) 

コシヒカリについて移植時期を３水準、栽植密度を

２水準、追肥を４水準で種子資質を検討した結果、移

植時期が発芽率に与える影響が最も大きく、移植時期

が遅くなるほど発芽率が低下する傾向見られた。この

要因として登熟前半と後半の気温差が少なかったこ

とが影響していると考えられた。 

321 栽植密度及び収穫時期の発芽率への影響  

(名畑・浅井・川上) 

コシヒカリについて栽植密度を３水準、収穫時期を

３水準で種子資質を検討した結果、栽植密度では密植

ほど、刈り取り時期では早刈りほど休眠が浅く、収穫

直後から発芽勢、発芽率が高く推移した。また、栽植

密度と刈り取り時期が種子の休眠性に影響を与える

と考えられた。 

322 こしいぶき、こがねもちの栽植密度と施肥 

 (浅井・川上・名畑) 

基肥を３水準、穂肥を３水準で種子資質を検討した

結果、両品種とも収穫後２ヶ月から正常発芽率が

90％以上と高かった。こがねもちで基肥量が多い区で

倒伏の影響で発芽率がやや低下したが穂肥量の違い

では明確な差は見られなかった。 

323 種子発芽率と品質との関係解明 

 (名畑・浅井・川上) 

玄米の発芽試験に利用する種子消毒剤としてベン

レートΤの 400 倍液が適当と考えられた。玄米品質と

発芽率の関係を検討した結果、乳心白粒と背基白粒は

発芽率の低下は見られなかったが青未熟粒、着色粒は

腐敗、不発芽がやや多かった。また、ねじれ粒による

発芽率の低下は見られなかった。 

324 麦類、大豆気象感応生育調査 (服部・市川) 
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大麦の播種期は 10 月１日。根雪日数は 42 日（平年

85 日）でやや少雪年であった。ミノリムギについて、

葉腐面積率は平年より 13％低く、紅色雪腐病が 3％発

生し、雪腐病も微発生した。早い消雪と越冬後の高温

により出穂期は平年より 8日早く、成熟期も平年より

4日早かった。登熟期間の寡照多雨により、収量は平

年比 94 とやや少なく、千粒重は平年比 92 と小さかっ

た。 

大豆の出芽・苗立ちは良好であった。平年に比べ開

花期は４日、成熟期２日早かった。成熟期の生育は主

茎長が短く、主茎節数は少なめ、分枝数は多かった。

有効莢数はやや多で、晩播で少なかった。百粒重は平

年並であった。収量は標準播、晩播とも平年並みであ

った。 

325 ソバの高品質安定生産技術の確立 

 (服部・市川) 

収穫時期や収穫後管理が収量およびソバ粉色相に

与える影響を調査した。脱粒により黒化率は直線的に

は高まらず、刈取時期別収量は成熟期以降に低下した。

また、収穫後に子実水分が高い条件では、ソバ粉の色

相は悪くなった。 

326 大豆系統適応性検定試験 (服部・市川) 

作物研究センター、東北農研センター、近中四農研

センター、長野県中信農試で育成された 24 系統を供

試した結果、刈系 715 号を「有望」、東山系 V678、東

山系 X838、善系 7 号、作系 8 号、作系 9 号の５系統

を「やや有望」、刈系 719号、刈系 725号、東山系 EnVR、

東山系 W851 の４系統を「再検討」と判定した。 

3 栽培科 

327 除草機械を中心とした雑草防除法の確立 

 (東・金高) 

越路町の除草剤不使用２年目の現地ほ場において、

やや深水条件、高精度水田用除草機と米糠散布の組合

せは高い除草効果が認められた。米糠散布した区は初

期生育がやや劣り機械除草による欠株損傷がめだっ

たが、収量品質の低下は最も小さかった。浅水管理の

場合、初期から雑草が増加し、機械除草の効果が不十

分となった。 

328 生育予測モデルの選択 (金高・奈良) 

十日町市・上越市のコシヒカリ定点調査圃場につい

てノンパラメトリック DVR 法による出穂期予想を行

った。十日町市の DVR 推定値は上越市よりやや高く、

平均気温以外の条件のために生育量が小さくても出

穂に至ることが予想される。出穂期の予測精度では、

２地点とも簡易的な平均気温による予想より誤差は

少なかった。 

329 水稲気象感応生育調査 (奈良・金高) 

5 月中旬の日照が不足し、分げつ発生が平年よりも

少なくなった。7月上旬の一時的な高温が根にストレ

スとなりその後の窒素吸収が抑制された。7/13 に記

録的な豪雨となり、その後低温条件が続いたため幼穂

形成期間がばらついた。8月後半より台風の日本海通

過によるフェーン現象・強風があった。このためその

他未熟粒が多くなり、品質が低下した。 

330 健苗育成のための被覆資材の選定 (奈良) 

4 月中旬以降の高温条件下で健苗育成のための各

被覆資材の適応性について検討した。検討した被覆資

材はシルバーポリトウ#80+ラブシート、ホワイトシル

バー+ラブシート及びミラシート+ラブシートであっ

た。密閉し高温化状態のハウス内では各被覆資材間で

被覆資材下温度及び床土温度に差はなく、全区で軽微

な葉やけを生じた。各被覆資材で温度特性に違いはみ

られなかった。 

331 新潟 71 号の施肥試験 (奈良) 

本年の気象条件下では、茎数は基肥窒素 7kg の多肥

区でも最高茎数 486 本/㎡と少なかった。葉色は基肥

量に応じて濃く推移した。倒伏程度は多肥区でも 1.5

と低かった。精玄米重は多肥区でも 56.2kg/a と少な

かった。整粒歩合及び玄米タンパク質含有率はそれぞ

れ 85%、6%程度で差はみられなかった。味度値は穂肥

量に応じて低下した。 

332 施肥位置による水稲根反応の評価と後期栄養条

件の解析 (土田) 

局所施肥で根分布を制御し、生育後半の窒素吸収を

調整する方法を検討した｡根の分布は確認できなかっ

たが、側条施肥では生育中期の葉色が低下し、窒素吸

収が抑制されたと思われるが、後半は窒素吸収が高ま

る傾向がみられた。接触施肥では施肥量を調節しての

再検討が必要と思われた｡ 
333 水稲における被覆尿素入り尿素の効果確認試験 

 (南雲) 

肥効調節型被覆尿素入り肥料「セラコートＲワン」

を用いたコシヒカリの全量基肥施肥法を確立するた

め、被覆尿素の穂肥効果を検討した。幼穂伸長期間に

全体の約 40％が溶出するＲ90 は穂肥代替効果が期待

でき、穂肥の省力化が可能と思われた。 

334 環境分解型コ－ト緩効性肥料の水田及び畑にお

ける肥効試験 (土田) 

環境分解型肥料の被覆は、畑土壌では外観上からも、

模擬耕耘処理試験からも埋設４年目で急激に分解さ

れることが確認された。水田土壌では外観上は従来品

と環境分解型とで大きな違いは見られなかったが、模

擬耕耘処理結果からみると、環境分解型の方が従来品

より埋設１年目から分解性が高まっているものと思

われた。 

335 水稲における鶏ふん有機質肥料の効果確認試験 
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 (南雲) 

水稲基肥において新処理技術により製造した鶏ふ

ん有機質肥料が生育、収量、品質に及ぼす影響を検討

した。実験室内における肥料無機化試験では化学肥料

と同程度の速効性を有すると思われた。栽培試験では

従来の発酵鶏糞並みに施用したため、結果的には窒素

肥料過多により過剰生育となり、品質も低下した。次

年度はこれをふまえて施肥量等を検討する。 

336 建設副産物活用地域調査事業 (南雲・土田) 

山北地区20haを対象に客土整備後に水稲または大

豆を４作栽培した水田で代表６地点の土壌調査、40

点の土壌分析を実施した。客土は強粘質で透水性・通

気性が悪い土壌である。グライの出現位置から判断す

ると、H14～15の暗渠施工での排水性の改良効果は不

十分で、継続して確認する必要がある｡ 

337 異なる越冬伝染経路の本田発病への寄与率 

 (石川・黒田・堀) 

平 15 年の採種ほ産種子が保菌しているいもち病菌

のレースを調査した。種子からは県内の一般ほ場から

分離される主要なレースが分離され、品種別の分離

レースも一般ほ場の傾向と同様であった。生産地によ

ってレースの分離比率は異なり、種子以外の伝染経路

や周辺からの移入の影響が考えられた。 

338 本田におけるいもち病菌個体群動態    

 (石川・黒田・堀) 

前年発生菌が翌年の本田発病に関与するか検討し

た。収穫残渣の保菌や育苗期感染は確認されなかった。

本田株の葉、穂いもち病斑から前年発生菌は分離され

なかった。種子更新を行い、籾殻などによる育苗期感

染が無い条件では、前年のほ場発生菌が翌年の発病に

関与する可能性は低いと考えられた。 

339 混植ほ場におけるレース分布の変化 

 (石川・堀・黒田) 

 ほ場において同質遺伝子系統を混植し、数種のレー

スからなる伝染源を設置し、発病した本田株の病斑数、

レース分離率を調査した。同質遺伝子系統の混植条件

では、構成系統に対し親和性系統の構成比率が高い

レースの増殖力が高かったが、各レースの増殖程度は

明らかでなかった。 

340 同質遺伝子系統と薬剤防除の組み合わせによる

発病抑制効果 (石川・黒田・堀) 

同質遺伝子系統において、育苗箱施用粒剤のみので

十分な穂いもち抑制効果があるか検討した。１葉期に

施用した結果、３薬剤とも葉いもちに対しては施用量

を減ずると発病が多くなる傾向であったが、無処理と

比較し発病は少なかった。穂いもちは少発生で十分な

効果があるか判定できなかった。 

341 コシヒカリ同質遺伝子系統のほ場抵抗性評価 

 (堀・黒田・石川) 

ポットで育成したコシヒカリ新潟 BL およびササニ

シキ BL の非親和性いもち病菌レースに対する穂の発

病程度は保有する抵抗性遺伝子により共通する傾向

が認められた。また、親和性レースに対するコシヒカ

リ新潟 BL 各系統の発病程度は菌株や接種条件により

異なり、一定の傾向は見出せなかった。 

342 畦畔雑草地における発生消長 (横山・石本) 

 柏崎市等４地点ですくい取りを行った。全般に幼虫

のすくい取り数が少なく、発生消長は判然としなかっ

たが、年４世代程度の発生があったと推定された。    

343 水田内発生と防除法 (横山・石本) 

 アカヒゲホソミドリカスミカメとの混発条件で薬

剤防除時期を検討した。ジノテフラン液剤を出穂３日

後、10 日後に散布し防除効果を比較した。いずれも

斑点米率は無散布に比べ明らかに低く、十分な防除効

果が認められた。 

344 ムギ赤かび病の薬剤防除 (石川・黒田・堀) 

ほ場において胞子懸濁液により接種を行い、薬剤の

体系防除について検討した。開花期にチオファネート

メチルを散布した区で効果が高い傾向であったが、多

発条件下で３回散布でも防除効果は十分でなかった。 

345 紫斑病の防除技術 (石川・黒田・堀) 

薬剤２回散布の散布適期について、イミベンコナ

ゾール開花 28 日後散布とイミベンコナゾール、塩基

性硫酸銅、イミノクタジンアルベシル酸塩の体系防除

で検討した。２回散布では４・５週間後散布の効果が

高かったが他の散布時期との差は少なかった。１回散

布では５～６週間後散布の効果が高く、散布適期の年

次変動について、さらに検討を要する。 

346 種子保菌検定精度の向上 (堀・黒田・石川) 

MF 増菌 PCR 法を用いた種子からのもみ枯細菌病の

検定法は検出感度が高く、種子保菌検定に有用と考え

られた。ただし、夾雑物により検出精度が低下する場

合があるため、さらに検討が必要と考えられた。 

347 各種病原細菌の薬剤感受性検定 

 (堀・黒田・石川) 

 ３地点で採取した発病苗より褐条病菌 14 菌株を、

17地点の発病苗からもみ枯細菌病菌61菌株を分離し

た。分離菌株全ては、オキソリニック酸感受性で、褐

条病菌の全てはカスガマイシンに耐性菌であった。 

348 もみ枯細菌病水稲の種子保菌抑制 

 (堀・黒田・石川) 

出穂期前後の薬剤散布によるもみ枯細菌病の種子

保菌抑制効果を検討した。本試験では病原菌接種濃度

が高く、また、出穂期前後（高温条件）に散水を行っ

たことで感染が高頻度で起ったと考えられ、この影響

から防除効果については判然としなかった。 
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349 穂いもちおよびいもち病菌種子保菌抑制 

 (堀・黒田・石川) 

 薬剤散布による穂いもち及びいもち病菌種子保菌

抑制効果を検討した。穂揃い期以降に降雨の多い条件

では穂揃期～穂揃い10日後の薬剤散布は有効であっ

た。出穂期頃の散布に加え、気象条件等に応じて穂揃

期～穂揃い10日後の追加散布を行うことで、穂いもち

及び種子保菌を抑制できると考えられた。 

350 県内のいもち病菌レース (石川・堀・黒田) 

一般ほ場、いもち病に強いコシヒカリともに、主に

レース 001.0、003.0、005.0、007.0、035.1、037.1、

が分離された。混植ほ場では一般ほ場に比べ 001.0

の分離率が低下し、003.0、007.0 などの分離率が高

まった。また、レース分布の地域差は混植ほ場で少な

く、普及後は地域差が少なくなると推定された。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

 

3 

【普及技術】 

耐倒伏性が強く、品質が高い水稲早生粳品種「新潟 71 号」 

機械除草と耕種的除草法の組み合わせによる、除草剤に頼らない水田雑草管理

法 

ネオニコチノイド剤１回散布によるアカヒゲホソミドリカスミカメの防除法 

 

作物研 育種科 

作物研 栽培科 

 

作物研 栽培科 

 

1 

【活用技術】 

大豆あと「コシヒカリ」栽培における倒伏軽減対策 

 

作物研 栽培科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

アカヒゲホソミドリカスミカメの各種殺虫剤に対する感受性 

Pythium oligandrum を用いたイネもみ枯細菌病の発病抑制 
作物研 栽培科 

作物研 栽培科 

 

(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 (普及) タンパク質含有率が低く、精米特性に優れる水稲酒米新品種「越淡麗（こ

したんれい）」の育成 

作物研 育種科 

2 (普及) 豊かな香りで美味しいそば品種「とよむすめ」の選定 作物研 育種科 

3 (参考) フィプロニルに抵抗性を有するイネドロオイムシの発生とその防除対策 作物研 栽培科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

アカヒゲホソミドリカスミカメの水田内発生消長 
(石本万寿広) 

日本応用動物昆虫学会誌（和文
誌） 
第48巻 第2号 79-85頁 

平16.5 

新潟県で開発した新形質米品種とその普及状況 
（小林和幸） 

日本育種学会和文誌 
「育種学研究」 
第6巻 第4号 215-224頁 

平16.12 

新潟県におけるイネ褐条苗、もみ枯細菌病の薬剤耐性菌の発生およ
びその防除方法の検討 
（堀武志、小潟慶司、原澤良栄） 

北陸病害虫研究会報 
第53号 5-11頁 

平16.12 

アカヒゲホソミドリカスミカメのfenitrothion抵抗性個体群の発生 
（石本万寿広） 

日本応用動物昆虫学会誌（和文
誌） 
第48巻 第4号 348-352頁 

平16.12 



63 

－ III - 11 － 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

アカヒゲホソミドリカスミカメに対する各種殺虫剤の防除効果 
（石本万寿広） 

北陸病害虫研究会報  
第53号 29-36頁 

平16.12 

新潟県におけるフィプロニル抵抗性のイネドロオイムシ個体群の発
生 
（石本万寿広・永瀬淳・西土恒二・神林勤・西澤靖樹） 

北陸病害虫研究会報  
第53号 37-42頁 

平16.12 

コシヒカリの密播疎植栽培技術 第一報 慣行の稚苗移植栽培との
比較 
（金高正典） 

北陸作物学会報 第40号 平17.3 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

開催年月日 

大豆しわ粒発生機構の解明 
第１報 しわ粒の形態的特徴  
 (市川岳史、服部 誠、浅野英明、田村良浩) 

日本作物学会北陸支部 第41回講演会 
 

平16.7.23 

大豆しわ粒発生機構の解明 
第２報 登熟環境がしわ粒の発生に及ぼす影響 
 (市川岳史、服部 誠、浅野英明、田村良浩) 

日本作物学会北陸支部 第41回講演会 
 

平16.7.23 

使用苗箱数を減らすコシヒカリの密播疎植栽培 
（金高正典） 

日本作物学会北陸支部 第41回講演会 平16.7.23 

A new selection system adopted for the development of 

a rice cultivar “Koshi-ibuki” 
（石崎和彦） 

World Rice Research Conference 2004 
(Abstract：100) 

平16.11.5 

気象条件と生育量に基づく水稲玄米品質予想 
第１報 気温と籾数によるコシヒカリ乳心白粒発生予想 
（金高正典） 

2004年度日本農業気象学会・北陸支部関東
支部合同例会 

平16.12.2 

薬剤散布時期別の穂いもちおよび種子保菌抑制効果 
（堀 武志、黒田智久、石川浩司）           

第 57 回北陸病害虫研究会 平 17.2.15 
～2.16 

ネオニコチノイド剤１回散布によるアカヒゲホソミドリ
カスミカメの防除  
（石本万寿広） 

第 57 回北陸病害虫研究会 平17.2.15 
～2.16 

アカヒゲホソミドリカスミカメの水田内消長把握におけ
る合成性フェロモントラップの有効性 
（石本万寿広・樋口博也・高橋明彦・福本毅彦・望月文昭） 

第 49 回日本応用動物昆虫学会大会 平17.3.24 
～3.26 

生物防除微生物Pythium oligandrum を用いたイネもみ枯
細菌病（苗腐敗症）の発病抑制効果 
（堀 武志、前田征之、黒田智久、石川浩司、竹中重仁） 

平成 17 年度日本植物病理学会大会 平 17.3.29 
～3.31 

ベンゾイミダゾール系薬剤耐性ダイズ紫斑病菌の密度変
化に関与する要因 
（石川浩司・小潟慶司・黒田智久・堀 武志・原沢良栄・
佐々木行雄） 

平成 17 年度日本植物病理学会大会 平 17.3.29 
～3.31 

ダイズ褐斑粒の発生抑制技術の開発  
１）新潟県のダイズにおける Cucumovirus の発生調査及び
感染時期と褐斑粒率・種子伝染率の関係 
（黒田智久・名畑越夫・堀 武志・石川浩司） 

平成 17 年度日本植物病理学会大会 平 17.3.29 

～3.31 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平16.4 
平16.6 
平16.7 
平16.8 
平16.9 
平17.2 
平17.3 

服部誠 
石本万寿広 
石川浩司 
市川岳史 
土田徹、市川岳史 
小林和幸、服部誠 
石崎和彦、堀武志、 
服部誠 

ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平16.5 
平16.10 
平17.3 

石川浩司 
小林和幸 
土田徹 

にいがた植防だより (社)新潟県植物防疫協会 平16.4 
平16.6 
平16.9 

石川浩司 
黒田智久 
堀武志 

平成17年度における大豆採種ほ管理基準 新潟県農林水産部 平17.3 浅井善広 ほか 

平成17年度新潟県水稲種子生産管理基準 新潟県農林水産部 平17.1 浅井善広 ほか 

平成17年度農作物病害虫雑草防除指針 
 

新潟県農林水産部 
(社)新潟県植物防疫協会 

平17.3 
東聡志、横山泰裕、 
堀武志 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 16.7.27 農業総合研究所・作物研究センター「案内デー」 207 全職員 

平 16.11.30 「いもち病に強いコシヒカリ」作柄検討会 28 石崎和彦 

平 17.3.11 米加工関連食品業界と県研究機関との意見交換会 34 石崎和彦 

平 17.3.16 産学官連携交流研修 50 センター長 ほか 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

作物学 20   16 36 服部誠、名畑越夫 

肥料学Ⅰ 16    16 土田 徹 

特別講義 2    2 種田貞義 

植物生理学  12 44  56 
石崎和彦、小林和幸、金田 智、松井崇晃、川上 修、
名畑越夫 

植物育種学 30 16  28 74 石崎和彦、小林和幸、金田 智、松井崇晃 

植物病理学 8  44  52 石川浩司、黒田智久、堀 武志 

肥料学Ⅱ 16 16  44 76 南雲芳文、土田 徹 
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授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

応用昆虫学 4  44  48 横山泰裕、石本万寿広 

作物学Ⅱ 28   44 72 浅井善広、東 聡志、金高正典、服部誠 

雑草防除論 16    16 東 聡志 

卒業論文     960 金高正典、服部 誠 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平16.5.30 桂町ほ場整備委員会 ほ場整備委員会 ほ場整備後の土壌変化
と栽培管理 

土田徹 
南雲芳文 

平16.7.2 全農にいがた 大豆栽培研修会 大豆栽培技術について 市川岳史 
 

平16.7.21 
 

小出地域振興局農業振興
部 

基盤整備跡地における魚
沼米安定栽培研修会 

基盤整備跡地における
地力窒素発現と栽培管
理 

南雲芳文 
 

平 16.7.27 

 

新潟県種子協会 稲採種事業技術研修会 「いもち病に強いコシ

ヒカリ」の管理ポイント

と「新潟 71 号」につい

て 

浅井善広 

平 16.8.17 

～18 
関東東海北陸地域試験研

究推進会議関東東海・水田

畑作物部会 

平成16年度栽培研究会 現地での水稲高温対策

事例と行政対応 
土田徹 

平16.11.25 
 

農薬安全指導者協議会 
 

農薬安全指導者協議会研
修会 

いもち病に強いコシヒ
カリの開発と今後の防
除について 

石川浩司 
 

平16.12. JA新潟中央会 営農指導員資格認証試験
事前研修会 

農産（麦・大豆）講義 佐々木行雄 
服部誠 

平16.12.22 上越病害虫防除協議会 平成16年度上越地域病害
虫防除検討会 

斑点米カメムシの発生
の特徴と効率的な薬剤
防除法 

石本万寿広 

平17.2.23 下越病害虫防除協議会 平成16年度下越地域病害
虫防除検討会 

「いもち病に強いコシ
ヒカリ」導入後の害虫防
除体系の考え方につい
て 

石本万寿広 

平17.2.24 新潟地域病害虫防除連絡
協議会 

平成16年度病害虫防除員
等研修会 

カメムシ類の加害によ
る斑点米の発生特徴と
効率的な薬剤防除法 

石本万寿広 

 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所 属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

大塩愛子 長岡技術科学大学 水稲の品質・食味
に関する研究 

平16.10.4～平17.1.31 育種科 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 (農業総合研究所・作物研究センター) 

   長岡市長倉町 857 番地 

   建物面積 延 10,268ｍ2 

   圃場面積 田 14.51ha, 畑 4.25ha 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 2,474    136 2,338 

維持管理費 491     491 

経常研究費 5,332    85 5,247 

ほ場・飼育管理費 8,894   8,387  507 

受託試験費 6,618    6,618  

種苗供給・指導事業費 23,888   23,888   

政策研究費 19,840    10,990 8,850 

備品整備費 942     942 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 6,775     6,775 

合   計 75,254 0 0 32,275 17,829 25,150 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

 

育種科 

（品種育成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（品種選定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長 

育種科長 

主任研究員 

〃 

〃 

〃 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

〃 

技術員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

種田 貞義 

長澤 裕滋 

石崎 和彦 

金田 智 

小林 和幸 

松井 崇晃 

島岡 聡 

石原 義弘 

佐藤 久男 

土田 正一 

中村 伸之 

竹田 守人  

浅井 善広 

川上 修 

名畑 越夫 

山口 和男 

伊東 一彦 

渋谷 誠 

小林 勝 

室橋 浩一 

武田 英夫 

（畑作物） 

 

 

 

 

 

 

栽培科 

（栽培・品質） 

 

 

 

 

（作物栄養） 

 

 

（病害） 

 

 

（虫害） 

専門研究員 

研究員 

技術員 

〃 

〃 

〃 

 

栽培科長 

主任研究員 

〃 

〃 

研究員 

技術員 

主任研究員 

〃 

技術員 

主任研究員 

  〃 

〃 

専門研究員 

主任研究員 

市川 岳史 

服部 誠 

高橋 一寿 

川瀬 守 

目黒 秀二 

高橋 浩之 

 

佐々木行雄 

東   聡志 

竹内 睦 

金高 正典 

奈良 悦子 

諸橋 剛 

南雲 芳文 

土田 徹 

飯濱 康輔 

石川 浩司 

黒田 智久 

堀  武志 

横山 泰裕 

石本 万寿広 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 
４月１日付 
 
 
 
 

転 出 
 
転 入 
 
 

採 用 

佐藤 徹 
 
浅井 善広 
南雲 芳文 
 
奈良 悦子 

佐渡農業技術センター・主任研究員 
 
育種科・専門研究員 
栽培科・主任研究員 
 
栽培科・研究員 

育種科・主任研究員 
 
佐渡農業技術センター・主任研究員 
三古農業改良普及センター・主任改
良普及員 
 

平成 16 年 
３月 31 日付 

退 職 高橋 能彦 
高橋 敦子 

 栽培科・専門研究員 
栽培科・研究員 

 
(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

病原接種温室天井吊型冷房専用機 ダイキン SHP140P（12.5Kw） ２台 

電子上皿天秤 GX-300 

穀類粒数測定機 大屋丹蔵製作所 光学式光幕センサー（1000 粒／分） ２台 

パソコン IBM ThinkpadA50 

動力散布機 共立 DCM800F 

エンジンポンプ スタート名人 SEM-50WS 

バインダー クボタ RJ 25-HD 

ドライブハロー用代かき整地板 エム・エス・ケイ AG3200CH 

送排風機 スイデンジェットファン SFJ-250-1 

スケールシャッター HS8100D- 

温水洗浄機 丸山 HWV-903 

畦塗機 コム D135 型用 

バイオメデカルフリザー 三洋バイオメデカルシステム MDF-U333 

実体顕微鏡 オリンパス SF-2060 

防水台はかり エーアンドディ HW-10KGL 

デジタル台ばかり エーアンドディ H-3KGV 

システム生物顕微鏡（三眼） オリンパス BX-51N-33 

 

(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 

農林水産分野依頼

研究員 

服部 誠 大豆の生育期間にお

ける調査及び分析手

法の習得 

平成 16 年 7月 1 日 

～9 月 30 日 

独立行政法人農業・

生物系特定産業技術

研究機構 作物研究

所 畑作物研究部 

豆類栽培生理研究室 

 

(7) 参観者数 (農業総合研究所・作物研究センター) 

    1,187 名 
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(8) 無体財産権など 

 ウ 品種登録 

農林水産植物の種類 登録品種の名称 登録番号 登録年月日 

稲 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

          〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

     〃 

〃 

     〃 

     〃 

ゆきの精 

わたぼうし 

一本〆 

わせじまん 

味こだま 

なごりゆき 

コシヒカリ新潟 BL１号 

コシヒカリ新潟 BL２号 

コシヒカリ新潟 BL３号 

コシヒカリ新潟 BL４号 

コシヒカリ新潟 BL５号 

コシヒカリ新潟 BL６号 

こしいぶき 

かほるこ 

秋雲（あきぐも） 

夏雲（なつぐも） 

紫宝（しほう） 

紅香（べにか） 

紅更紗（べにさらさ） 

稚児のほほ（ちごのほほ） 

越佳香（えっかこう） 

越車（こしぐるま） 

第 2395 号 

第 4171 号 

第 4172 号 

第 4174 号 

第 8537 号 

第 8538 号 

第 8539 号 

第 8540 号 

第 8541 号 

第 10237 号 

第 10874 号 

第 10960 号 

第 11357 号 

第 11843 号 

第 11844 号 

第 11845 号 

第 11846 号 

第 11847 号 

第 11848 号 

第 12702 号 

第 12703 号 

第 12704 号 

平 2.10.6 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 6.12.26 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 12.12.22 

平 14.6.20 

平 14.12.16 

平 15.2.20 

平 15.8.19 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 16.3.9 

平 17.2.7 

平 17.2.7 

平 17.2.7 
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(9) 主要農作物種子対策事業 

ア 水・陸稲の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

わせじまん 1 3 60 60 － 
トドロキワセ 1 5 200 200 － 
コシヒカリ新潟 BL1 号 1 3 100 0 100 
コシヒカリ新潟 BL5 号 1 3 80 40 40 
注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 
 
表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

なごりゆき 平 10 6 12 － 
 〃 平 11 1 20 2 
わせじまん 平 15 1 40 2 
越路早生 平８ 1 40 － 
 〃 平 14 1 100 2 
トドロキワセ 平９ 1 120 － 
 〃 平 15 1 120 － 
ひとめぼれ 平 12 1 120 － 
ゆきの精 平 13 1 180 2 
味こだま 平 11 1 20 － 
コシヒカリ 平 10 1 320 － 
〃 平 13 1 300 － 

コシヒカリ新潟 BL１号 平 15 1 40 20 
コシヒカリ新潟 BL２号 平 15 1 60 45 
コシヒカリ新潟BL４号 平 15 1 100 60 
五百万石 平９ 1 100 － 
一本〆 平９ 1 200 － 
たかね錦 平 12 5 50 － 
〃 平 13 1 15 5 
こがねもち 平 13 1 140 17 
わたぼうし 平 14 1 250 10 
ナエバハタモチ 平 14 1 40 4 

注）使用先は作物研究センターおよび委託農協 

 

表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営 越路早生 3.2 80 40 93 
（所内） こしいぶき 75 3,800 3,800 94 
 ゆきの精 12 540 540 94 
 トドロキワセ 7 220 180 94 
 新潟 71 号 24 1,300 1,300 98 
 コシヒカリ新潟 BL１号 44 1,760 300 96 
 コシヒカリ新潟 BL２号 102 4,640 640 95 
 コシヒカリ新潟 BL５号 19 660 660 － 
 五百万石 24 920 920 93 
 たかね錦 14 100 100 98 
 こがねもち 48 1,320 1,020 97 
 わたぼうし 28 780 480 98 
 ナエバハタモチ 12 60 40 92 
委託(潟東) コシヒカリ新潟 BL３号 

コシヒカリ新潟 BL４号 
コシヒカリ新潟 BL５号 

204 
126 
110 

10,300 
6,060 
4,840 

300 
2,060 
4,840 

97～98 
98 

  90～96  
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表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) わせじまん 平 15 240 
 越路早生 平 14 140 
 トドロキワセ 平 14 160 
 味こだま 平 15 100 
 なごりゆき 平 15 160 
 ゆきの精 平 14 620 
  〃 平 15 420 
 五百万石 平 14 240 
  〃 平 15 360 
 一本〆 平 14 80 
 こがねもち 平 14 240 
  〃 平 15 280 
 わたぼうし 平 14 300 
  〃 平 15 240 
 ナエバハタモチ 平 15 60 
 コシヒカリ 2003 平 15 280 
委託(潟東) コシヒカリ 平 13 940 

 

表５ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg) 発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計 貯蔵種子 当年種子 
わせじまん 20 － 20  95 － 
なごりゆき 20 － 20  91 － 
越路早生 － 40 40  － 93 
トドロキワセ － 40 40  － 94 
こしいぶき 2,300 － 2,300  97 － 
ゆきの精 420 － 420  99 － 
新潟 71 号 － 80 80  － 98 
コシヒカリ BL 混合 5,380 14,440 19,820  92 90～93 
五百万石 600 － 600  90 － 
たかね錦 40 － 40  96 － 
越淡麗 － 40 40  － 99 
こがねもち 480 300 780  90 97 
わたぼうし 240 300 540  97 98 
ナエバハタモチ － 20 20  － 92 

 

イ 大豆原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種栽培 

品 種 名 採種系統数 採種面積(a) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

エンレイ 1 10 20 0 20 
 
表２ 原原種貯蔵数量と使用数量  

品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

フクシロメ 平 12 1 3 － 
エンレイ 平 11 1 25 － 
〃 平 13 1 11 － 
あやこがね 平 12 1 16 － 
〃 平 13 1 40 6 
スズユタカ 平９ 1 6 － 
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表３ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研直営(所内) エンレイ 38 120 120 92 
 たまうらら 14 220 220 94 
委託(白根) エンレイ 300 5,360 900 97 

 

表４ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) あやこがね 平 12 60 
   〃 平 13 80 
 フクシロメ 平 12 20 

 

表５ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg) 発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計 貯蔵種子 当年種子 
エンレイ － 4,460 4,460  － 97 

 

 

ウ 大麦・小麦の原原種，原種の維持と増殖 

表１ 原原種貯蔵数量と使用数量  

種 別 品 種 名 採種年次 系 統 数 貯蔵数量(kg) 使用数量(kg) 

大麦 ファイバースノウ 平 14 1 260 － 
   〃 平 15 1 120 － 
 ミノリムギ 平 11 1 60 128 
小麦 コユキコムギ 平元 1 100 － 

 

表２ 原種生産数量と発芽率 

区  分 品 種 名 採種面積(ａ) 採種数量(kg) 貯蔵数量(kg) 発芽率(％) 

作研 ミノリムギ 59 340 0 85 
委託（三島） ミノリムギ 60 1,340 0 90 

 

表３ 原種の貯蔵数量 

区  分 品 種 名 採種年次 貯蔵数量(kg) 

作研直営(所内) ファイバースノウ 平 13 40 
   〃 平 14 440 
   〃 平 15 1,200 

 

表４ 指定採種圃への配布数量と発芽率 

配布数量(kg) 発芽率(％) 
品 種 名 

貯蔵種子 当年種子 計 貯蔵種子 当年種子 
ミノリムギ － 1,680 1,680  － 85～90 

 

(10) 栄誉 

    なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・作物研究センター（長岡市長倉町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

平年値：昭 46～平 12 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／㎡) 

日照時

間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 
H15             
11 10.2 9.5 15.2 14.3 5.9 4.7 234.5 288.4 171.2 167.2 82.2  
12 5.2 4.3 8.4 7.9 2.0 0.8 363.5 339.2 100.8 125.4 39.0 1 
H16             
1 1.8 1.5 4.8 4.6 -1.2 -1.5 280.5 308.4 161.4 141.1 64.3 15 
2 2.9 1.3 7.1 4.8 -1.3 -2.1 266.0 191.2 227.8 205.0 91.3 38 
3 5.2 4.4 10.6 8.9 -0.2 -0.2 88.5 145.0 357.5 316.1 133.3 3 
4 11.3 10.9 17.6 16.4 5.0 5.3 111.5 102.0 488.7 419.8 185.7  
5 17.5 16.0 22.6 21.2 12.3 10.9 224.0 126.8 428.8 493.9 115.8  
6 21.3 20.3 26.4 24.6 16.3 16.0 106.5 154.5 561.61 439.0 159.1  
7 25.7 24.2 30.2 28.5 21.3 20.0 484.0 220.0 549.3 442.6 170.9  
8 25.0 25.4 30.0 30.1 20.0 20.7 127.0 166.4 527.0 479.9 187.6  
9 22.9 21.4 27.6 25.9 18.2 16.9 213.5 189.2 358.1 323.4 116.0  
10 12.8 15.3 20.9 20.2 12.1 10.4 335.5 193.8 201.3 266.1 109.7  
11 11.2 9.5 15.8 14.3 7.3 4.7 195.5 288.4 167.8 167.2 84.5  
12 5.2 4.3 9.2 7.9 1.2 0.8 324.0 339.2 145.2 125.4 79.6 2 
H17             
1 1.3 1.5 4.4 4.6 -1.8 -1.5 402.0 308.4 158.4 141.1 53.5 48 
2 0.5 1.3 3.5 4.8 -2.4 -2.1 307.5 191.2 177.0 205.0 36.4 122 
3 2.8 4.4 6.7 8.9 -1.2 -0.2 251.0 145.0 336.4 316.1 92.6 96 

 

(2) 雪の総括 

初雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数 

(日) 

最深積雪 

(cm) 

同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

12/22 － 12/22 1/1 4/6 3/21 105 － 145 113.7 2.2 － 

  



                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IV 園芸研究センター  組織構成図 

園芸研究センター長 

育 種 科 

総 務 科 

花き園芸研究グループ 
野菜園芸研究グループ 
果樹園芸研究グループ 

施設園芸研究グループ 

病害虫研究グループ 
栄養生理研究担当 

栽培・施設科 

環 境 科 

専門技術員室 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特 (1) ブドウ白色系品種の高品質生産を実現する栽培技術の開

発 

401  ア 施設内における生育反応と温度管理法の検討 

402 イ 収穫技術の確立 

403 ウ せん定および新梢管理技術の確立 

 

 

平 15～17 

   〃 

   〃 

 

 

果樹 

 〃 

 〃 

県特     (2) クリスマスイチゴ「越後姫」を実現するための高品質安定

生産技術の開発 

404  ア 超促成栽培技術の開発 

405  イ 高設栽培における高品質安定生産技術 

 

 

平 15～17 

   〃 

 

 

施設 

 〃 

経常     (3) にいがた園芸生産のけん引役となるオリジナル品種の開

発と優良品種の選定 

     ア オリジナル品種の開発 

406  （ア）チューリップの新品種育成 

407  （イ）ユリの新品種育成 

408  （ウ）アザレアの新品種育成 

409  （エ）イチゴの新品種育成 

410  （オ）エダマメの新品種育成 

411  （カ）ナシの新品種育成 

412  （キ）加工原料用野菜の育成 

   イ 優良品種の選定 

 （ア）ユリ・チューリップの品種選定 

413    ａ チューリップの品種選定 

414    ｂ ユリ品種特性調査 

(イ) スイカ、ダイコンの品種選定 

415    ａ スイカの品種選定 

416    ｂ ダイコンの品種選定 

417    ｃ ネギの品種選定 

(ウ) ナシ、ブドウ、モモ、カキ、クリの品種選定 

418    ａ ナシの品種選定 

419    ｂ ブドウの品種選定 

420 ｃ モモの品種選定 

421 ｄ カキの品種選定 

422 ｅ クリの品種選定 

 

 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

平 14～21 

   〃 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

 

平 14～21 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

 

 

育種科 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

 

花き 

 〃 

 

野菜 

 〃 

 

 

果樹 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

経常     (4) 園芸作物病害虫の発生生態と防除技術 

423  ア ダイコン根部障害の発生原因の解明と有効防除薬剤の探 

索 

424  イ ダイコン黒斑細菌病の品種間差異について 

425  ウ セイヨウナシ黒斑病の発生生態と防除技術の開発 

426 エ ナシ黒斑病の発生生態の解明と防除技術の確立 

427 オ カキ花柱痕基部黒変症の発生生態と防除技術 

428 カ チューリップ微斑モザイクウイルス病の防除技術 

429 キ ユリの茎枯症状の原因解明と防止技術の開発 

430 ク トマトハモグリバエの分布と発生消長 

 

平 14～17 

 

平 16～17 

平 15～17 

平 13～17 

平 16～17 

平 13～17 

   〃 

平 16～17 

 

病害虫 

   

〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 
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予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

431 ケ エダマメ、キャベツのネキリムシ防除薬剤の検討 

432 コ レンコンのアブラムシ類に対する防除薬剤の検討 

433 サ クリタマバチの導入天敵による防除技術の確立 

434 シ 果樹の薬剤抵抗性ハダニ類の防除技術 

435 ス ブドウ「ロザリオ ビアンコ」のシミ・サビ症状の発生要因解明 

436 セ モモのマルカイガラムシ類の発生予察技術 

平 13～17 

   〃 

   〃 

平 16～17 

平 15～17 

平 16～17 

病害虫 

〃 

  〃 

  〃 

  〃 

〃 

経常   (5) 消費者ニーズに対応した園芸の高品質・作期拡大技術の確

立 

437 ア 早期出荷ネギの新作型開発 

438 イ 砂丘地ダイコンの根部障害対策 

439  ウ ナシの人工受粉、予備摘果、仕上げ摘果労力の９割削減 

技術の開発 

 

 

平 14～16 

   〃 

   〃    

 

 

野菜 

 〃 

果樹 

経常     (6) 園芸作物における栄養生理と施肥の合理化 

440 ア アスパラガスの養分収支と施肥の合理化 

441 イ  ユリ切花における合理的施肥方法の確立 

 

平 15～18 

平 13～18 

 

栄養生理 

   〃 

経常     (7) 果菜類の養液栽培における低コスト栽培技術の開発 

442 ア １液式栽培技術の開発 

443 イ  培養液連用技術の開発 

444 ウ 長期獲り栽培技術の開発 

445 エ 栽培装置の低コスト化 

 

平 15～17 

   〃 

   〃 

   〃 

 

施設 

 〃 

 〃 

 〃 

県事 (8) 園芸作物種苗等生産改善事業 

446  ア ユリ、イチゴ、メロン、西洋なしなど野菜、花き、果樹

の原々種の維持保存と配布 

447 イ 野菜、花き、果樹を種子、球根・樹木など栄養繁殖によ

る遺伝資源保存 

 

昭 34～ 

 

   〃 

 

育種科 

 

  〃 

県事   (9) 野菜原々種等の種苗生産改善 

448  ア ナス在来品種の維持保存 

449  イ トウガラシ在来品種の維持保存 

 

平 11～ 

   〃 

 

育種科 

  〃 

県事 (10) 加工用野菜の生産安定と品質向上 

450  ア ザーサイ 

 

平 6～ 

 

栽培・施設科 

県事     (11) 残留農薬対策調査研究事業 

451  ア 半促成キュウリのドリン剤吸収特性とキュウリ以外の作 

物の吸収特性及びドリン剤のキュウリ吸収抑制現地実証

試験 

 

平 15～16 

 

 

環境調和 

 

県事 452 (12) 砂丘地ダイコン根部障害対策事業 

 

平 15～16 病害虫 

県事 453 (13) チューリップ微斑モザイクウイルス病汚染拡大防止事業 平 15～16 病害虫 

国委 (14) 花き系統適応性検定試験 

454  ア チューリップ 

 

昭 28～ 

 

育種科 

国委     (15) 野菜系統適応性検定試験 

455  ア イチゴ 

456  イ ナス 

 

昭 48～ 

平 16～ 

 

育種科 

  〃 
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(2) 研究成果及び調査事業概要 

401    施設内における生育反応と温度管理法の検討 

 (山澤・本永) 

休眠覚醒から発芽期までの発育速度モデルはロジ

スッティック曲線で近似できた。また、発芽までの温

度は 15～20℃が適当と思われた。開花後の遭遇積算

気温と果粒肥大は有意な相関が見られ、温度が高いほ

ど果粒肥大が大きかった。 

402 収穫技術の確立  (山澤・本永) 

予測式からの推定値と実測値の差が糖度では誤差

が大きく、酒石酸含量では小さかった。また、カラー

チャートを試作し、比色値のバラツキの小さいものを

試作版として選んだ。 

403 せん定および新梢管理技術の確立(山澤・本永) 

太さと切り返す程度では発芽数に有意な差が見ら

れたが、着穂新梢数では差が見られなかった。発芽を

確保するためには最低でも基部径 10mm 以上の母枝を

用い、８mm 程度の細いものは５芽以上で切りつめる。 

404 超促成栽培技術の開発 (倉島・種村) 

イチゴ「越後姫」のクリスマス出荷を実現するため

に、低コストな花芽分化促進技術である暗黒低処理技

術と定植時期の影響について検討した。 

  開花株率を確保して頂果房及び総収量を高めるた

めの最適条件は、１２℃、２５～３０日処理である。 

クリスマス出荷を行うためには花芽分化した苗を

９月５日に定植する必要があった。超促成栽培では頂

果房の果実はやや着色が薄い傾向があるが、果皮が強

く光沢があり食味評価は良好である。ただし、定植時

の花芽分化程度と高温遭遇の関係で開花率が大幅に

低下する危険性がある。 

405 高設栽培における高品質安定生産技術 

 (倉島・種村・西原) 

１液型給液方式における過繁茂防止技術及び循環

型栽培システムについて検討した。１液型給液方式で

は、３月下旬の草丈３０ｃｍ前後の時期に給液を中止

し水に切り替えると、収量を低下させることなく果実

品質が向上でき、倒伏防止が可能で省コストとなる。

１年目のくん炭ピートモス等量混合培地を用いた肥

効調節型肥料全量基肥栽培にける循環システムでは、

生育障害の発生がほとんど認められず、掛け流し方式

とほぼ同等の収量が確保された。また、「越後姫」の

根から自家中毒候補物質「カテキン」を分離、同定し

た。 

406 チューリップの新品種育成  (宮嶋) 
「新潟１号」「同２号」を品種登録申請した。 
 育成系統のうち６系統を「新潟６～11 号」として
選抜した。選抜系統 140 のうち 32 系統で促成検定を
行い、２系統を新たに育成系統として選抜した。 
 平成 17 年３月現在、品種登録中の品種は２、職務

育成品種申請予定品種数は９、育成系統数は 23 であ
る。 
407 ユリの新品種育成  (榎並・宮嶋) 

平成 15 年度に選抜した AH 系 7、LA 系 4、OH 系 5、

OT 系 4、LO 系 3 系統の繁殖肥大性と検討し LA 系４、

LO 系２系統で優良性を認めた。また AH 系 5、OH 系 5、

OT 系 1 系統を抑制切り花栽培で検討したが特に優良

なものは認められなかった。繁殖させた球根は養成し、

17 年度に露地開花特性、18 年度に抑制切り花特性を

検討する。 

408 アザレアの新品種育成 (宮嶋) 
花色、樹勢などを基準に平成 12～13 年交配系統か
ら 11 系統を一次選抜し、平成 15 年の一次選抜系統か
ら５系統を二次選抜した。 

育成５品種の早期促成特性を検定した。冷蔵期間４

週、花芽分化後の冷蔵処理開始で「越の淡雪」、「ダ

ンシングスノー」、「ほほえみ」では 10 月開花が可

能であった。 

409 イチゴの新品種育成 (濱登・榎並) 

2000 年および2001 年交配の6 系統について促成栽培

における実用性を検討した。越後姫に比べ耐病性や収量

性で優れるものもあったが、品質は劣った。2003 年交配

系1184 個体については、促成栽培において37 個体を一

次選抜した。また、育成系統と、育成系統や食味に優れ

た品種との交配を行った。 

410 エダマメの新品種育成 (榎並・濱登) 

前年選抜した 14 系統のガンマ線照射黒埼茶豆Ｍ6

の栽培を行い、食味中心に 8系統を選抜し、採種を行

った。2001 年・2002 年交配系はＦ３の栽培と食味中心

の選抜を行い、このうち 49 系統を選抜・採種した。

明年度は選抜・固定を進める。 

411 ナシの新品種育成 (松本) 

結実し収穫できたニホンナシ 333 系統とセイヨウ

ナシ 22 系統について果実品質の評価を実施した。有

望と判定された系統はニホンナシ５系統、セイヨウナ

シ２系統であった。有望系統は平成 18 年現地試験に

向けて苗木養成を行う。 

412 加工原料用野菜の育成 (濱登・榎並) 

県内在来品種の悪条件下での空洞果等の発生を低減し、

商品果収量を上げるため、野菜茶業研究所育成の単為結

果性系統との交配を行った。 

413 チューリップ品種特性調査 (小田) 

保存 447 品種について露地の花持ち特性を調査取

りまとめた。また、輸入新品種について、露地開花特

性 5 品種、繁殖肥大特性 5 品種、年内促成開花特性

23 品種、半促成開花特性 22 品種の調査を行った。 

414 ユリ品種特性調査 (小田) 

オリエンタル系ユリ輸入新品種７品種の抑制開花
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特性及び切り下開花特性について、また、LA ハイブ

リッド促成開花特性 13 品種、抑制開花特性 7 品種、

切り下開花特性 10 品種について調査を行った。 

415 スイカの品種選定 (本間・高岡) 

中型トンネル整枝栽培(10品種)・小型トンネル改良整

枝栽培(10 品種)・密閉トンネル栽培(5 品種)・中型トン

ネル小玉スイカ(７品種)において穂木品種の比較を行っ

た。中型では、夏のだんらん、紅嵐、NW124、小型では、

紅宝玉 HE、夏のだんらん、縞無双 HL、密閉では、甘喜、

小玉では TBC99、姫甘泉がやや有望と思われた。台木品

種(11品種)の比較では、葉枯れ症が弱勢台木に多い傾向

が認められた。 

416 ダイコンの品種選定 (高岡・本間) 

ダイコンについて、3月中旬は種、8月中旬～9月上旬

は種までの各作型で行い、有望と思われる品種を選定し

た。平成17年度も選定した品種を中心に継続する。 

417 ネギの品種選定 (本間・高岡) 

3 月 18 日は種の秋冬ネギにおいて、10 月 28 日から

11 月 24 日の間に３回収穫を行った。夏扇４号、夏扇

３号、冬一心の収量が高く、有望である。 

418 ナシの品種選定 (松本) 

ナシ第７回系統適応性検定試験では樹齢６年生と

なり全系統で結実した。早生の青ナシ筑波 50 号を有

望とし、53 号を中止とした。その他は継続検討する。 

419 ブドウの品種選定 (山澤) 

ブドウ第 11 回系統適応性検定試験が新たに開始さ

れた。結実は１系統だけであり、新たな知見は得られ

ていない。 

420 モモの品種選定 (本永・山澤) 

モモ第 8 回系統適応性検定試験を実施しており、筑波

118 号から123 号の6 系統を供試している。植栽後3 年

目の生育、収量、品質を調査した。 

421 カキの品種選定 (本永・山澤) 

カキ第6回系統適応性検定試験で、渋ガキの安芸津20

号と21号を供試している。高接ぎ2年目で両品種ともに

結実し、果実品質を調査した。 

422 クリの品種選定 (山澤・本永) 

クリ第６回系統適応性検定試験では４系統全てが

継続調査となったが、食味の優れる筑波 36 号、筑波

39 号が注目すべき系統であると思われた。 

423 ダイコン根部障害の発生原因の解明と有効防除

薬剤の探索 (中野・棚橋) 

加工用ダイコンの根部障害であるにへこみ症、ひげ根

黒変症が発生し問題となっており、平成15年に接種・再

現された菌の同定と有効薬剤の探索を行った結果、３菌

株とも Rhizoctonia  solani と同定された。また、寒
天希釈法により有効薬剤を探索したところ、菌糸生育阻

止効果はトルクロホスメチル剤が最も高く成分濃度１

ppm でも抑制した。次いでメプロニル剤、フルアジナム

剤の順であった。バリダマイシン剤、フルスルファミド

剤の効果は低かった。 

424 ダイコン黒斑細菌病の品種間差異について 

 (棚橋・中野) 

ダイコン根部に対するダイコン黒斑細菌病菌の病原性

は、ダイコン品種間で明らかな差異が確認された。今後

はさらに、地上部位（葉）の感受性も考慮し、継続して

試験する必要がある。 
425 セイヨウナシ黒斑病の発生生態と防除技術の開発 
 (棚橋・中野) 

AMT 、A.alternata 種特異的プライマーを用いて
Multiplex PCR により黒斑病菌の遺伝子解析を実施した。

遺伝子レベルでセイヨウナシ黒斑病菌とリンゴ斑点落葉

病菌の同一性が強く示唆された。 

426 ナシ黒斑病の発生生態の解明と防除技術の確立 

 (棚橋・中野) 
ナシ黒斑病の分生子の胞子飛散消長を調査した。 
果実発病と胞子飛散消長には、密接な関係が認められ

た。今後も継続調査し、気象要因との関係を解明する必

要があると考えられた。 

427 カキ花柱痕基部黒変症の発生生態と防除技術 

 (棚橋・中野) 

イミノクタジンアルベシル酸塩剤、ジフェノコナゾー

ル剤、テブコナゾール剤、フルアジナム剤および有機銅

剤は、チオファネートメチル剤感受性および耐性

Pestalotiopsis 属菌に対して高い菌糸伸長抑制効果を
示した。 

428 チューリップ微斑モザイクウイルス病の防除技術査 

 (棚橋・中野) 

本年度は少発生条件下での試験となったが、供試20品

種中6 品種でTMMMV の感染が認められた。TMMMV 感染率

は、品種により異なり、ガーデンパーティー58％、アテ

ラ15％、アラジン10％、キースネリス、バレリーナおよ

びアレグレット5％であった。 

429 ユリ茎枯症状の原因解明と防止技術の開発 

 (棚橋・中野) 

ユリ茎枯症状株はLMoV とLSVに重複感染しており、こ

れに別種のウイルスの関与があるかは判然としなかった。

今後は、供試ユリ株数を増やしてRT-PCR 法の検出感度の

精度を見極めるとともに、生物検定法を併用し LMoV と

LSV 以外のウイルスが関与するか検討する必要がある。 

430 トマトハモグリバエの分布と発生消長 (松澤) 

前年、新潟県への侵入を確認したトマトハモグリバ

エの分布状況を確認した。今年は６市町村でトマト、

キュウリへの寄生が確認された。３地点で発生消長を

調査した。３地点とも半促成栽培では発生しなかった

が、抑制栽培では多発生した。トマトに比べキュウリ

の方が密度が高まる傾向が認められた。 
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431 エダマメ、キャベツのネキリムシ防除薬剤の検討

 (松澤) 

薬剤防除効果の上がりにくいネキリムシ類につい

て、有効薬剤を探索した。大豆の播種時塗沫処理およ

びキャベツの育苗期後半箱処理では効果はやや低い

ものの実用性が確認された。エダマメの定植時株元処

理では実用性が認められた。 

432 レンコンのアブラムシ類に対する防除薬剤の検

討  (松澤) 

有効な登録薬剤が少なく防除対策に苦慮している

アブラムシ類に対して薬剤の実用性を試験した。供試

した２剤とも高い実用性が確認された。 

433 クリタマバチの導入天敵による防除技術の確立

 (松澤) 

クリタマバチの導入天敵チュウゴクオナガコバチ

の放飼効果試験では、密度は前年より減少した。羽化

盛期は平年比やや早かった。クリタマバチによる新梢

被害は前年比やや多かった。 

434 果樹の薬剤抵抗性ハダニ類の防除技術 (松澤) 

ナシにおいて天敵に影響の少ない防除体系試験を

行った。合成ピレスロイド剤を使用しない区では慣行

防除区に比べ、ハダニ密度は低く推移した。逆に天敵

のカブリダニ密度は高かった。ハダニの優占種はリン

ゴハダニであった。 

435 ブドウ｢ﾛｻﾞﾘｵ ﾋﾞｱﾝｺ｣のシミ・サビ症状の発生要

因解明 (松澤・山澤) 

シミ・サビ症状発生要因の一つと考えられるチャノ

キイロアザミウマについて、現地ほ場での発生消長を

調査した。今年は生育期間を通じて少発生であった。

９月に密度が高まったが、シミ・サビ症状はほとんど

発生せず、判然としなかった。 

436 モモのマルカイガラムシ類の発生予察技術 

 (松澤) 

発生消長の把握が困難なマルカイガラムシ類につ

いて、小型粘着板による消長把握の可能性を県内のモ

モ園で調査した。粘着板への第１世代幼虫の捕獲時期

は、実際の卵ふ化時期と一致しており、捕獲数も多い

ことから消長把握が可能と思われた。第２世代以降は

捕獲数が減少するため利用性は低い。 

437 早期出荷ネギの新作型開発 (本間・高岡) 

晩抽系品種を用いた年内定植の場合、６月中旬での抽

苔は、６・７月は種で多かった。また、６月は種では、

雪による株の消失が多かった。８月は種では抽苔は25％

程度の抽苔であったが、低収であった。越冬前の追肥に

より抽苔を減少する傾向が見られた。 

438 砂丘地ダイコン根部障害対策 (本間) 

加工用ダイコンにおいて収穫後、山積み状態で一晩

程度放置すると根部内部が青灰色に変色する障害が

発生し問題化した。砂丘地ほ場で連作条件の異なる３

ほ場と３品種を用い研究した。その結果、発病には品

種間差異が見られた。ほ場間差異は連作ほ場でやや多

い傾向が見られたが明確な差は無かった。また、収穫

調整時の包丁の違いによる差は判然としなかったが、

根部の無機成分含量は鉄・マンガンが多くなっており、

これらの成分が発病に関与している可能性が高いと

考えられた。 

439 ナシの人工受粉、予備摘果、仕上げ摘果労力の９

割削減技術の開発 (松本) 

自家和合性品種「おさ二十世紀」の花芽密度を大幅

に減らしても着果は十分に確保でき、摘果労力を大幅

に削減することができ、省力技術として有効と考えら

れた。開花期の遅い「秋麗」の受粉樹として利用法を

開発した。新梢摘心や摘芽処理の花芽数抑制効果が確

認され、今後、和合性品種利用にむけた具体的検討に

活用する。 

440 アスパラガスの養分収支と施肥の合理化 

 (竹田) 

立茎長期収穫栽培における２年生アスパラガスの

無機養分吸収特性について検討した。段階的に施肥量

を減らした場合でも、立茎本数を６本から３本に減ら

した場合でも、根部の生育量、養分蓄積量に差はなか

った。しかし、鱗芽群の発達と収穫量は、抑制される

傾向が認められたことから、アスパラガスの養分は、

まず根への蓄積が最優先されると考えられた。また、

三要素の吸収量は、窒素 30～35kg／10a、リン酸６～

８kg／10a、カリ 35～40kg／10a であった。 

441 ユリ切花における合理的施肥法の確立 (竹田) 

ユリ切花における土壌の蒸気消毒による生育改善

効果は、処理の度に約 20％程度の切花重の増加をは

じめとする品質向上効果が期待できるが、一年を経過

すると効果は失われる。抑草効果も高く、除草剤の使

用を低減できると考えられる。 

水耕栽培でスミ症の再現を試みたが、鉄過剰培養液

による栽培では、スミ症が発生せず、他の要因が関与

する可能性が考えられた。 

442 １液式栽培技術の開発 (種村・倉島) 

トマト、キュウリにおいて２液式と１液式での比較

検討した結果、トマト、キュウリともに１液での栽培

が可能であると考えられた。この後、最適濃度や、排

液からのモニタリングについて検討が必要であると

考えられた。 

443 培養液連用技術の開発 (種村・倉島) 

トマト、キュウリにおける循環型培養液管理を検討

した。トマトでは培養液の減量分を追加するシステム

でかけ流し方式と同等の収量・品質が得られた。キュ

ウリについては単純に排液を循環利用するだけでな
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く何らかの処理を行う必要があると考えられた。活性

炭の利用により収量の向上が見られた。 

444 長期獲り栽培技術の開発 (種村・倉島) 

トマトにおいて長期獲り栽培での品種について検

討した結果、「桃太郎ヨーク」が有望であると思われ

た。しかし、７月中旬以降に樹勢が低下したため９月

末で収穫を終了しており、高温期における樹勢コント

ロールについて検討する必要があると考えられた。 

445 栽培装置の低コスト化 (種村・倉島) 

トマトにおいてくん炭培地の連続使用について検

討した結果９作連続使用が可能であると考えられた。

キュウリにおいては、もみ殻くん炭、もみ殻くん炭＋

ピートモス混合培地の２作連続使用が可能であると

考えられた。 

446 ユリ、イチゴ、メロン、西洋なしなど野菜、果樹

の原々種の維持保存と配布 

 (榎並・松本・宮嶋・濱登) 

当センターで育成し、増殖・保存しているユリ「紅

姿」「佐渡紅」「さどこがね」「こしのつき」「オレ

ンジギフト」「オレンジブロッサム」を県花き球根農

協に配布。イチゴ「越後姫」「宝交早生」、ネギ「坊

主不知」、メロン「ふかみどり」「なつみどり」「サ

ニースイート」、かき「朱鷺乙女」を全農県本部に配

布した。 

447 野菜、花き、果樹を種子、球根・樹木など栄養繁

殖による遺伝資源保存  

(榎並・松本・宮嶋・濱登) 

当センター育成品種を含め野菜ではメロン 200、ナ

ス 30、エダマメ 25、ネギ 8、イチゴ 60、食用菊 38、

その他 20 品種・系統を、花きではユリ 200、チュー

リップ 500、アザレアを含むツツジ類 30 品種・系統

を、果樹ではナシ 50、かき 20、モモ 30、ブドウ 40、

くり 20、うめ 4、おうとう 7、イチジク 7、ぎんなん

5品種・系統を栽培または種子貯蔵で形質の維持をは

かった。 

448 ナス在来品種の維持保存 (濱登・榎並) 

県内在来ナス「巾着」、「魚沼巾着」の優良個体から

採種を行った。 

449 トウガラシ在来品種の維持保存 (濱登・榎並) 

トウガラシ在来品種「かぐらなんばん」の優良個体を

選抜し、採種を行った。 

450 ザーサイ (谷内田) 

播種期別の出らい時期が２カ年の生育傾向から確

認できた。直播き栽培は、夏季の発芽条件、粒径によ

る高発芽率種子選別効果がない状況を考慮すると実

用的に困難と思われた。防虫ネット被覆については、

害虫の大部分がコナガ、アオムシであるならば、被覆

しない代わりにＢＴ剤による防除を行えば、漬物原料

としての収穫物は得られると思われた。 

451 半促成キュウリのドリン剤吸収特性とキュウリ以外

の作物の吸収特性及びドリン剤のキュウリ吸収抑制

現地実証試験 (西原・小野) 

キュウリにおけるドリン類、特にディルドリンの吸収

パターンは主枝・第一側枝・第二側枝に関係なく、下位

節ほど果実のディルドリン濃度は、高い傾向を示した。

また、キュウリ以外の作物の吸収特性はキュウリを含む

ウリ科以外の作物ではほとんどディルドリンの吸収が認

められなかった。 

452 砂丘地ダイコン根部障害対策事業(中野・棚橋) 

新潟市及び巻町の現地ほ場で発生状況を把握し、薬

剤の効果について検討した。病原菌の特定は出来なか

ったが、２年間ともへこみ症の激発ほ場では根くびれ

症が多発しており、根くびれ症からへこみ症へと症状

が推移する過程が観察された。このことから、ダイコ

ンへこみ症はダイコン根くびれ病が激発要因となっ

ていると推察され、根くびれ症を伴うへこみ症にはフ

ルスルファミド剤の土壌混和処理で高い防除効果が期待

できる結果が得られた。 

453 チューリップ微斑モザイクウイルス病拡大防止

事業 (棚橋・中野) 

土壌薬剤施用と整畝定植機を用いたチューリップの遅

植栽培（実証栽培）による微斑モザイク病の防除効果を、

現地慣行栽培と比較した。少発生条件下での試験となっ

たが、実証栽培区は、微斑モザイク病を低減させた。し

かし、整畝定植機の砂質土壌での適応性が低かった。 

454 チューリップ (宮嶋) 

国及び国の育種指定試験地で育成されたチューリ

ップ系統（砺波育成 111～114 号）について、地域適

応性を検討した。その結果、111 号が肥大増殖性で劣

っていたが、その他の系統は良好であった。また、113

号は促成適応性も優れていた。 

455 イチゴ (濱登・榎並) 

九州・沖縄農研センター育成のイチゴ、久留米58号を

促成作型で検討した。女峰に比べ総収量は同等で、食味

や商品果率では上回ったため、総合評価１では○とした。

また、越後姫と比べ収量、果実品質ともに劣っていたた

め、総合評価２は×とした。 

456 ナス (濱登・榎並) 

野菜茶業研究所ナス科育種研究室育成のナスを露地普

通作型で検討した。安濃交４号は、上物率が高く、石ナ

スの発生もなく空洞果の発生が少ないことから、有望と

した。安濃交５号は、上物率、石ナスの少なさ、空洞果

の少なさにおいてはやや優れているが、草勢が劣るため

再検討とした。安濃交６号は、上物収量でやや劣るが、

石ナスや空洞果の発生が少ないため、再検討とした。
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２ 研 究 成 果 
(1) 新技術情報 
ア 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

2 

3 

【普及技術】 
露地栽培でもつくりやすい小型カラーピーマンの特性と栽培方法 

チューリップ新品種「新潟３号」、「新潟４号」、「新潟５号」 
チューリップ品種特性のデータベース作成 

 
園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 
園芸研 栽培・施設科 

 
1 

 

2 

 

3 

4 

5 

 

6 

7 
8 
 
9 
 10 
  
 11 
  
 12 

【活用技術】 
アスパラガス立茎長期収穫栽培の開始１～３年目における立茎開始時期と収穫
量 
砂丘地における小型トンネルすいか改良整枝栽培における生育診断と栽培管理

技術 

断根ざしによるトマトのセル苗育苗と活用法 
いちご「越後姫」高設栽培に対応した１液型養液管理技術 

県内在来えだまめの品種特性 

 

チューリップ切り花の養液栽培法 

トルコギキョウの培地固化と若苗定植による１０月出荷栽培 

日本なし「新生」と「秋麗」の受粉樹としての新たな利用方法 
 
マスカット香があり甘い白色系ぶどう「シャインマスカット」 
もものほ場のナギナタガヤ草生による除草回数削減、土づくり、果実品質劣化
軽減効果 
佐渡在来のさといも「八幡芋」の特性および適栽植密度 
 
家畜ふん堆肥の肥料成分を有効に活用する露地野菜のリン酸、カリの減化学肥
料栽培技術 

 
園芸研 栽培・施設科、 
高冷地農技 
園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科、 

食品研 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科 
園芸研 育種科、 

栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
園芸研 栽培・施設科 
 
園芸研 育種科、 
佐渡農技、食品研 
園芸研 環境科 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

3 

4 

 

5 

6 

7 

ＬＡハイブリッドユリの栽培特性 

笑気ガス処理によるチューリップ、ユリの倍加花粉の作出と活用 

培養りん片へのコルヒチン処理によるユリの染色体倍加法 

日本なし自家和合性品種利用と摘芽処理で人工授粉と摘果労力が約９割削減で

きる 

もも「白鳳」の現地調査に基づく高糖度果実生産園の特徴 

成熟期における樹上でのもも果実糖度の変化 

クリタマバチに対する導入天敵チュウゴクオナガバチの定着状況 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 育種科 

園芸研 育種科 

園芸研 育種科、 

栽培・施設科 

園芸研 栽培・施設科

園芸研 栽培・施設科

園芸研 環境科 
 
(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

【技術】   

1 

 

2 

(参考) 平行整枝による短梢せん定、無核化技術カキを組み合わせたブドウ「安芸

クイーン」の安定栽培技術 

(普及) チューリップ切り花品質保持のための出荷流通技術 

園芸研 栽培・施設科 

 

園芸研 栽培・施設科 
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No. 成  果  名 担 当 

3 

4 

5 

 

 

(参考) チューリップ新品種、花壇用「新潟１号」、促成切り花用「新潟２号」 

(普及) 砂丘畑におけるネギ栽培の株元施肥による減肥法 

(参考) カキ果実の花柱痕基部黒変症の発生助長要因と対応策 

 

園芸研 育種科 

園芸研 栽培・施設科 

園芸研 環境科、 

栽培・施設科 

佐渡農技セ 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 
掲載誌名等 発行年月 

Alternaria alternata(Fries:Fries)keissler によるセイヨウナシ

黒斑病（新称） 

（棚橋恵・山口吉博・横山泰裕・尾谷浩） 

日本植物病理学会報 

第 70 巻 第３号 

平 16.8 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

チューリップ切花の花持ちにおける品種特性 

（小田正之・宮島利功） 
第９回国際花卉球根シンポジウム 平16.4.19 

～22 
Characteristics of Tetraploid and Chimeraplants from 

Oriental Hybrid Lily‘Casablanca' Induced by Colchicin 

Treatment 

（榎並晃・宮島一郎・原貴広・小竹修） 

第９回国際花卉球根シンポジウム 平16.4.19 

～22 

新潟県における花きの省力・低コスト生産の研究方向と関連

成果 

（小田正之） 

関東東海北陸農業試験場研究推進

会議花き部会 平成16年度研究会 
平16.9.9 

～10 

ヒマワリにおける短日処理が開花期と切り花形質に及ぼす

影響 

（種村竜太・倉島裕） 

園芸学会平成 16 年度秋季大会研究

発表 

（園芸学会雑誌 第73巻別冊2） 

平16.9.25 

～27 

キンバエ類を利用したニホンナシの自家和合性検定法 

（松本辰也・榎並晃） 
園芸学会平成 16 年度秋季大会研究

発表 

（園芸学会雑誌 第73巻別冊2） 

平16.9.25 

～27 

イチゴの自家中毒候補物質の探索 

（西原英治・荒谷博・小野長昭・藤井義晴・倉島裕） 
園芸学会平成 16 年度秋季大会研究

発表 

（園芸学会雑誌 第73巻別冊2） 

平16.9.25 

～27 

沖積土壌中に存在するドリン系残留農薬の把握およびキュ

ウリ果実への吸収パターン 

（西原英治・松澤清二郎・本間龍一・小野長昭） 

園芸学会平成 16 年度秋季大会研究

発表 

（園芸学会雑誌 第73巻別冊2） 

平16.9.25 

～27 

活性炭フロアブル剤による沖積土壌に存在するドリン系農

薬のキュウリ果実の吸収抑制効果 

（西原英治・服部俊雄・本間龍一・小野長昭） 

園芸学会平成 16 年度秋季大会研究

発表 

（園芸学会雑誌 第73巻別冊2） 

平16.9.25 

～27 
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発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

微量要素欠如培養液によるオリエンタル系ユリの上位葉葉

脈間黄化症の再現 

（竹田宏行） 

園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

天敵保護によるなしのハダニ類防除体系の検討 

（松澤清二郎） 
園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

アスパラガス立茎長期収穫栽培における２・３年時の立茎時

期と収穫量の検討 

（高岡裕樹） 

園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

半促成キュウリの養液栽培における培養濃度の違いが生

育・収量に及ぼす影響 

（種村竜太・倉島裕） 

園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

ザーサイの播種時期と栽植密度が生育と収量に及ぼす影響 

（谷内田学） 
園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

カキ新品種‘朱鷺乙女’の果実成熟特性と高品質果実出荷の

ための収穫方法 

（本永尚彦・松本辰也・山澤康秀） 

園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

ブドウ‘安芸クイーン’の短梢せん定栽培における結果母枝

形質と新梢管理 

（山澤康秀・本永尚彦） 

園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

ニホンナシ‘秋麗’の貯蔵花粉利用方法 

（松本辰也・山澤康秀・榎並晃） 
園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

チューリップ切花の流通条件が観賞性に及ぼす影響 

（小田正之・宮島利功） 
園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

チューリップの倍数性育種に用いる非還元花粉率の検討 

（宮島一郎・岡崎桂一） 
園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

アジアティックハイブリッド系ユリ品種の倍数性とその簡

易推定法 

（榎並晃・原貴広・岡崎桂一） 

園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部研究発表

要旨） 

平16.12.3 

～4 

‘越後姫’による新潟式イチゴ栽培の展開 

（倉島裕） 
園芸学会北陸支部平16大会 

（平16園芸学会北陸支部シンポジ

ウム講演要旨） 

平16.12.3 

～4 

平成 16 年度新潟県における気象災害の特徴 

（山澤康秀） 
平成 16 年度落葉果樹研究会 

（落葉果樹研究会資料） 
平17.1.25 

～26 
カキ新品種「朱鷺乙女」の栽培安定化技術 

（松本辰也） 
平成 16 年度落葉果樹研究会 

（落葉果樹研究会資料） 
平17.1.25 

～26 
球根類の環境保全型生産技術 

（小田正之） 
関東東海北陸農業試験場研究推進

会議花き部会 
平17.2.1 

～2 
紛状活性炭処理によるドリン系残留農薬のキュウリ果実へ

の吸収抑制 

（西原英治・鈴村一郎・松澤清二郎・本間龍一・平田武・小

野長昭） 

第30回日本農薬学会 平17.3.18 

～20 
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発 表 題 名 

( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 

（ 掲 載 誌 名 等 ） 
開催年月日 

セイヨウナシ黒斑病菌の AM 毒素生合成遺伝子および

Alternaria alternata の種特異的プライマーを用いた

MultiplexPCR 法による遺伝子解析 

（棚橋恵・中野太佳司・小野長昭・山口吉博・児玉基一朗・

尾谷浩） 

平成17年度日本植物病理学会 平17.3.29 

～31 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた     （社）新潟県農林公社 平16.4 

 

平16.5 

 

平16.6 

 

平16.7 

平16.8 

平16.9 

 

 

平16.10 

 

平16.11 

平16.12 

平17.1 

平17.2 

松本辰也 高岡裕樹

棚橋恵 

本永尚彦 本間昌彦

松本辰也 

本永尚彦 小田正之

松本辰也 山澤康秀 

松本辰也 

松本辰也 

倉島裕 小田正之 

松本辰也 山澤康秀 

竹田宏行 

小田正之 松本辰也

宮島一郎 

松本辰也 

松本辰也 

松本辰也 

小田正之 
にいがた植防だより    （社）新潟県植物防疫協会 平16.4 

平16.6 

平16.9 

平16.12 

平17.2 

松澤清二郎 

棚橋恵 

松澤清二郎 

中野太佳司 

小野長昭 
果樹にいがた 

 
新潟県果樹振興協会 平16.4 

平16.5 

平16.6 

平16.7 

平16.8 

平16.9 

平16.10 

平16.11 

平17.2 

本永尚彦 

松本辰也 

山澤康秀 松澤清二郎 

本永尚彦 山澤康秀 

松本辰也  

山澤康秀 

松本辰也 

竹田宏行 

松澤清二郎 
ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平16.7 

平16.9 

平17.1 

平17.2 

本間昌彦 

宮島一郎 

小田正之 

高岡裕樹 
果実日本 日本園芸農業協同組合連合会 平16.12 本永尚彦 
新潟県における土づくりのすすめ方 農林水産部 平17.2 竹田宏行 西原英治 
果樹病害虫防除ハンドブック   新潟県果樹振興協会 平17.2 本永尚彦 松本辰也 

山澤康秀 棚橋恵 

松澤清二郎 
ビジュアル「越後姫」高設栽培 にいがた「米・園芸」の故郷づ

くり運動推進協議会 

いちご推進チーム 

平17.3 倉島裕 
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平成17年度農作物病害虫雑草防除指針   新潟県農林水産部 平17.3 中野太佳司 棚橋恵 

松澤清二郎 
 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平16.5.27～28 平成15年度園芸研究センター試験成績発表会      95 全科 

平16.8.24 園芸研究センター「ふれあい参観デー」     259 全科 

平16.10.20 農業総合研究所ふれあいセミナー     180 宮島一郎 

平16.11.30 園芸研究センター試験研究成果発表     181 全科 

平16.3.4～6 「チューリップ切り花コンテスト」への新品種参考出品   栽培・施設科 
 
(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

 なし     

 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

植物生理学  15 45  60 
羽田野一栄、倉島裕、本間昌彦、高岡裕樹、谷内田学、
種村竜太 

植物育種学  15 45  60 榎並晃、松本辰也、宮嶋一郎、濱登尚徳 

植物病理学 8  45  53 中野太佳司、棚橋恵 

土 壌 学  15   15 竹田宏行、西原英治 

肥料学Ⅱ  15  45 60 小野長昭、竹田宏行、西原英治 

応用昆虫学 4  45  49 榎並晃、本間昌彦、山澤康秀、松澤清二郎、谷内田学 

農 薬 学  15   15 小野長昭、中野太佳司 

果樹園芸学 30    30 中野耕栄、本永尚彦、松本辰也、山澤康秀 

野菜園芸学 30    30 高橋聡、土田豊樹、羽田野一栄、倉島裕    

花き園芸学 30    30 宮島利功、倉島裕、小田正之 

園芸実習    90 90 
本永尚彦、本間昌彦、小田正之、松本辰也、高岡裕樹、
山澤康秀、種村竜太、谷内田学、宮島一郎、濱登尚徳 

卒業論文   225 225 450 倉島裕 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平16.5.11 

～14 

平16.11.9 

～12 

平16.12.7 

～10 

県経営普及課 新任者専門技術研修（２年

次） 
野菜・果樹の専門技術とそ

の活用方法 
高橋、土田、羽田

野、倉島、谷内田

、中野、本永、松

本、山澤 

平16.6.16 農業共済組合連合会 園芸施設共済技術講習会 最近話題となっている施

設園芸病害虫 
松澤清二郎 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平16.7.9 新潟県果樹振興協会 ナシ現地研修会 日本なしオリジナル品種の

開発状況と今後の見通し 
松本辰也 

平16.7.27 農産園芸課 にいがた“なす”物語 新潟県在来ナスの特性 倉島裕 
平16.10.7 

～8 
新潟県教育委員会 平成16年度産業教育民間

講師活用事業（新発田農） 
ユリのウイルス検定方法

について（生物工学１） 
棚橋恵 

平16.11.17 新潟県施設園芸経営研

究会 

第44回新潟県施設園芸研

究大会 

新潟県の試験研究機関に

おけるトマト、キュウリの

研究状況 

羽田野一栄 

平16.12.6 

～7 

平16.12.14 

～15 

平16.12.16 

～17 

県経営普及課 

 

 

高度専門技術研修 

（花き・野菜・果樹） 
野菜・果樹・花きの専門技

術に関する講義、検討 
高橋、中野、土田、

宮島、榎並、倉島、

本永、本間、小田、

松本、竹田、谷内

田、棚橋、松澤、

宮嶋、西原 
平16.12.2 農産園芸課 いちご新作型検討会 越後姫の超促成栽培法 倉島裕 
平16.12.4 新潟大学 「新潟の農業」講義 特産野菜の種類、品種およ

び栽培 
小野長昭 

平16.12.16 新潟大学 「新潟の農業」講義 新潟県の特産果樹の品種

と栽培 
本永尚彦 

平16.12.16 新潟大学 「新潟の農業」講義 特産花きの種類と栽培 榎並晃 
平16.12.20 新潟県農協中央会 営農指導員資格認証試験

研修 
花き園芸栽培技術指導 

 
小田正之 

平16.12.22 新潟県農協中央会 営農指導員資格認証試験

研修 
果樹園芸栽培技術指導 

野菜園芸栽培技術指導 
本永尚彦 

羽田野一栄 
平17.2.3 農産園芸課 いちごセミナー 越後姫の新栽培技術 倉島裕 
平17.2.24 日本種苗協会新潟県支

部 
日種協新潟県支部総会 園芸研究センターの研究

概要 
榎並晃 

平17.3.8 （独法）果樹研究所 

西洋なしフォーラム実

行委員会 

西洋なし研究会 新潟県における研究の現

状と将来 

松本辰也 

平17.3.14 村松町栗組合 クリせん定及び病害虫防

除研修会 
クリのせん定技術 

クリ害虫の最新防除技術 
山澤康秀 

松澤清二郎 
 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ科 

なし     
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

  ア 本 場 

    所 在 地 北蒲原郡聖籠町大字真野 177 

    建物面積 延 9,830.07ｍ2 

    ほ場面積 果樹畑 4.66ha、野菜・花き畑 1.99ha 

  イ 砂丘地ほ場 

    所 在 地  北蒲原郡紫雲寺町大字人橋字香郷沢 

    建物面積  延 502.52ｍ2 

    ほ場面積 野菜・花き畑 1.20ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円)  

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 9,982    223 9,759 

維持管理費 38,377 5,000   86 33,291 

経常研究費 7,448   2,104  5,344 

ほ場・飼育管理費 13,169     13,169 

受託試験費 12,184    12,184  

種苗供給・指導事業費 953   832  121 

政策研究費 12,450    5,040 7,410 

備品整備費 0      

施設整備費 15,011     15,011 

庁舎修繕費 0      

その他 11,129     11,129 

合   計 120,703 5,000 0 2,936 17,533 95,234 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職   名 氏  名 所  属 職   名 氏  名 

総務課 
 
 
 
 
育種科 
 
 
 
栽培・施設科 
 

センター長 
総務課長 
主査 
主任 
技術員 
育種科長 
主任研究員 
〃 
研究員 
参事(栽培・施設科長)
専門研究員 
 〃 
 〃 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 

郷  直俊 
石塚 勝俊 
福原 哲朗 
大場 勲 
村山 貴俊 
榎並 晃 
松本 辰也 
宮嶋 一郎 
濱登 尚徳 
笠原 敏夫 
羽田野 一栄 
倉島 裕 
本永 尚彦 
本間 昌彦 
小田 正之 
高岡 裕樹 
山澤 康秀 
種村 竜太 
谷内田 学 

栽培・施設科 
 
 
 
 
 
 
 
環境科 
 
 
 
 
 
 
専門技術員室 

技術員 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
 〃 
環境科長 
専門研究員 
主任研究員 
 〃 
 〃 
 〃 
 
副参事 
主査 
 〃 
 〃 

浮須 雄記 
本間 龍一 
小柴 孝文 
小川 孝二 
丹後 精一 
横山 利孝 
臼井 一栄 
武田 隆一 
小野 長昭 
中野 太佳司 
竹田 宏行 
棚橋 恵 
松澤 清二郎 
西原 英治 
 
高橋 聡 
中野 耕栄 
宮島 利功 
土田 豊樹 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 

４月１日付 

転 出 齋藤 昇 

田崎 義孝 

新発田地域整備部・主任 

巻農業振興事務所・課長代理 

総務課・主任 

栽培・施設科・主任研究員 

 転 入 福原 哲朗 

中野太佳司 

 

総務課・主査 

環境科・専門研究員 

村上高速自動車道用地事務所・主任

中東蒲原農業改良普及センター・班

長 

 所 内 本間 昌彦 栽培・施設科・主任研究員 環境科・主任研究員 

平成 17 年 

３月 31 日付 

退 職 石塚 勝俊  総務課長 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

パソコン 

動力噴霧機 

防水ボタン式温度メモリ 

小型管理機 

正逆転ロータリ 

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析装置 

ＮＥＣ Versapro  VY13MRFJJEHR 

ＧＳＨ２５２Ｐ   

富士平工業(株) トム・プローブＦ 

クボタ，ＴＡ９ 

クボタ，ＲＡ５（土上げセットＲＡ５ﾐﾆﾏｯｸｽﾛｰﾀ 400 ｾｯﾄ） 

ｱｼﾞﾚﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社製 Ajilent 5973 inert ＧＣ／ＭＳシステム 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修機関名 

なし                               

 

(7) 参観者数 

農 業 者 行政関係 そ の 他 合    計 

26 回 5 回 12 回 43 回 
883 人 66 人 441 人 1,390 人 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

なし（施設園芸用温室における暖房装置は 13 年度以降更新せず） 

（里芋の乾腐病の防除方法および装置は 15 年度以降更新せず） 

 

イ 実用新案権 

  なし（サトイモの温湯防除機は 13 年度以降更新せず） 

 

ウ 育成者権（登録品種） 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

いちご 越後姫 第 5196 号 平 8.10.15 

スイートメモリー 第 3077 号 平 4. 2.29 

佐渡紅 第 2492 号 平 2.11.20 

ユ リ 

さど美人 第 10576 号 平 14. 9. 4 
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農林水産物の種類 登録品種の名称 登録番号・年月日 

西洋なし 越さやか 第 6867 号 平 10.10.29 

越の淡雪 第 11563 号 平 15.11.18 

越の舞姫 第 11564 号 平 15.11.18 

ほほえみ（出願中） (品種登録出願番号)第 14952 号 平 14. 8.12 

ももか（出願中） (品種登録出願番号)第 14953 号 平 14. 8.12 

つつじ 

ダンシングスノー（出願

中） 
(品種登録出願番号)第 14954 号 平 14. 8.12 

かき 朱鷺乙女 第 11372    号 平 15.8.19 
 

(9) 栄 誉 

      なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・園芸研究センター（北蒲原郡聖籠町、北緯 37 度 26 分、東経 138 度 53 分、標高 30m） 

本年値：平 16、平年値：昭 57～平 15 の平均値 

（１）月別気象 

平均気温 

(℃) 

最高気温 

(℃) 

最低気温 

(℃) 

降水量 

(mm) 

日射量 

(MJ／ｍ2) 

日照時間 

(hr) 

積雪深 

(cm) 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1 2.2 1.7 5.2 4.6 -0.3 -1.0 217.5 173.4 152.2 141.0 54.0 61.1 150.0 20.1 

2 3.5 1.8 7.9 5.1 -0.1 -1.3 127.5 104.2 179.9 203.5 62.1 88.4 42.0 25.4 

3 5.3 4.7 11.0 8.9 0.9 0.9 86.0 94.8 313.1 310.1 117.4 132.9 16.0 7.6 

4 11.3 10.9 17.4 16.0 5.3 5.8 121.0 96.4 412.7 421.5 164.6 175.0 0.0 0.3 

5 17.0 16.0 22.1 20.9 13.3 11.6 192.0 108.2 382.6 493.7 115.2 181.1 0.0 0.0 

6 21.0 20.0 25.9 24.3 16.8 16.3 48.0 115.3 480.9 460.8 126.3 151.6 0.0 0.0 

7 25.3 23.8 30.1 27.8 22.9 20.4 153.0 190.5 457.5 452.0 139.3 153.4 0.0 0.0 

8 25.0 25.6 30.2 30.3 20.6 21.8 209.5 141.4 482.4 478.3 193.8 201.0 0.0 0.0 

9 22.7 21.3 27.6 25.8 18.9 17.6 119.5 162.9 324.1 338.4 115.6 147.4 0.0 0.0 

10 15.5 15.2 20.5 20.0 12.0 11.2 189.5 150.5 211.0 271.6 90.0 149.0 0.0 0.0 

11 12.0 9.5 16.3 13.7 8.1 5.6 139.5 178.9 149.7 154.1 78.6 91.0 0.0 0.2 

12 6.2 4.5 10.0 7.9 3.0 1.5 155.0 193.9 175.8 115.1 71.2 67.8 0.0 5.6 

（注）１ 気温、積雪深については平均値、降水量、日射量、日照時間については合計値である。 

      ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

      ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当所では昭和 63 年 12 月までは 

        旧太陽電池式により、平成元年から新太陽電池式に切り替えた。 
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V 畜産研究センター 
 

総 務 課

酪農肉牛科

養豚・養鶏科

環境・飼料科

繁殖工学科

畜産研究センター長
組織構成図
 



94 

－ V - 2 － 

目 次 

１ 研究概要 

 (1) 研究課題及び調査事業一覧 ････････････････････････････････････････････････････････････ V- 3 

 (2) 研究成果及び調査事業概要 ････････････････････････････････････････････････････････････ V- 3 

 

２ 研究成果 

 (1) 新技術情報 

  ア 普及に渡した技術情報 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ V- 5 

  イ 研究成果情報 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 5 

 

 (2) 研究発表 

  ア 学会誌等投稿 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 6 

  イ 講演発表 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 6 

 

３ 技術援助及び行政対応活動 

 (1) 指針及び行政関係資料の執筆 ･･････････････････････････････････････････････････････････ V- 8 

 (2) 成果発表、研修会、関係会議等 ････････････････････････････････････････････････････････ V- 8 

 (3) 農業大学校 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 9 

 (4) 農業技術学院 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 9 

 (5) その他講師派遣 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ V- 9 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分 担 

経常 501 (1) 乾乳期間の飼養管理技術の確立 

 

平 14～16 酪農肉牛科 

繁殖工学科 

県特 502 (2) 排卵同期化による受卵牛の効率的確保と受胎率向上技術 

の確立 

平 15～17 繁殖工学科 

県特 503 (3) バイテク手法を用いた受精卵培養法の確立 

 

平 14～16 

 

繁殖工学科 

 

県事 504 (4) にいがたブランド和牛生産拡大推進事業 

 

平 13～   繁殖工学科 

酪農肉牛科 

県事 505 (5) 天然記念物「蜀鶏」保護増殖事業 

 

昭 46 ～ 養豚・養鶏科 

県事 (6) 飼料イネコスト低減実証事業 

506  ア 乳酸菌製剤の効果的な使用方法の検討 

平 15～16 環境・飼料科 

 

県特 507 (7) 経膣採卵を利用した優良牛の増産 

 

平 15～16 繁殖工学科 

経常 (8) 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の使用管理技術の確立 

508  ア 粗飼料の違いが排泄物に及ぼす影響の解明 

 

平 15～17 酪農肉牛科 

 

経常 (9) 飼料成分の簡易分析法の確立 

509  ア 小型反射式光度計による粗蛋白・リンの簡易測定 

510  イ 小型反射式光度計によるカリウム・硝酸態窒素の簡易測

定 

平 16～18 環境・飼料科 

国事 511 (10) 乳用牛群検定普及定着化事業 

 

平 6～ 酪農肉牛科 

国事 (11) 飼料作物優良品種普及促進事業 

512  ア 奨励品種選定調査 

513  イ 自給飼料分析指導事業 

昭 52～ 

昭 59～ 

環境・飼料科 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

501 乾乳期間の飼養管理技術の確立 (長谷川) 

乾乳期間の適正な栄養管理方法を確立するため、乾

乳後期における養分摂取状況と生理的な反応につい

て検討した。日本飼養標準に対し TDN 充足率 130％程

度に養分摂取量を高く設定した方が、分娩前後の牛の

状態を安定させることができた。TDN の給与水準が同

じであれば、CP 給与水準を高めてもほとんど差は見

られなかった。また、分娩前の栄養水準は分娩および

産子体重に影響を及ぼさなかった。 

502 排卵同期化による受卵牛の効率的確保と受胎率

向上技術の確立 (佐藤(太)) 

ﾎﾙｽﾀｲﾝ経産牛を発情周期の前期,中期,後期の３群

に分け、それぞれ GnRH-PGF2-hCG(1500IU)を用い卵

胞の発育を調査した。すべてのステージで大型卵胞が

観察されたが、GnRH 投与により排卵した牛の数は投

与時期により異なっており、卵胞発育ﾊﾟﾀｰﾝにも違い

が見られた。また排卵同期化による受精卵移植の受胎

率は 53.1％と良好であった。 

503 バイテク手法を用いた受精卵培養法の確立    

 (佐藤(太)) 

生脈散（抗酸化作用がある漢方薬）が胚の体外発生

に効果的である可能性を見いだし、その使用法を詳し

く分析した。その結果、体外受精における受精培地お

よびその後の培養に用いる発生培地に添加すること

により胚の発生を向上させる作用があることが明ら

かとなった。しかし、成熟培地への生脈散の添加は胚

の発生率向上には寄与しない。 

504 にいがたブランド和牛生産拡大推進事業 (梅田) 

黒毛和種優良供卵牛12頭から延べ20回の採卵を行

い、正常受精卵 220 個を採取した。このうち、168 個



96 

－ V - 4 － 

を凍結保存し、県内の 11 地域受精卵移植協議会等に

167 個譲渡を行った。 

505 天然記念物「蜀鶏」保護増殖事業    (時田) 

平成 16 年度ふ化の繁殖成績は産卵率 51.8%、受精

率 75.0％、対入卵ふ化率 45.6%で、ふ化羽数 591 羽で

あった。脚曲、金目等不良形質を排除し県内外の愛好

家等に配布を行った。配布実績は雄 10 羽、雌 16 羽で

あり、センターでの後継羽数は雄 26 羽、雌 75 羽であ

る。 

506 乳酸菌製剤の効果的な使用方法の検討 (荒木) 

使用する噴霧装置の毎分当たりの噴霧量を事前把

握し、噴霧液の乳酸菌濃度調整することにより、乳酸

菌製剤を所定量添加することができた。水分 63％の

材料稲に乳酸菌製剤を添加したロールでは、無処理

ロールに比べｐHや酪酸は有意に低く、乳酸は高かっ

た。しかし無処理であっても品質は良好であった。 

507 経膣採卵を利用した優良牛の増産 (佐藤(太)) 

繁殖不能であった 5 頭の雌牛から経膣採卵‐体外

受精を行うことで遺伝能力の高い産子を 22 頭生産す

ることができた。今後この産子等から優良牛の増産が

期待される。 

508 動物質飼料に依存しない高泌乳牛の飼養管理技

術の確立 (関) 

県内で流通量の多い乾草のうち７種について、第一

胃内の培養試験および消化管内の通過速度を測定す

るための採材を終了し、第一胃内における諸成分の分

解特性ついて解析を進めるとともに、通過速度測定に

用いる標識元素の分析をすすめている。 

509 小型反射式光度計による粗蛋白・リンの簡易測定

 (安藤) 

飼料及びその他資材中全窒素・リンは硫酸－過酸化

水素分解法により小型反射式光度計（ＲＱflex）で簡

易に測定できる。得られた全窒素含量に 6.25 を乗じ

て粗蛋白質含量を算出する。 

510 小型反射式光度計によるカリウム・硝酸態窒素の

簡易測定 (安藤) 

飼料及びその他資材中全カリウム・硝酸態窒素は希

硫酸ミキサー抽出法により小型反射式光度計（ＲＱ

flex）で簡易・迅速に測定できる。 

511 乳用牛群検定普及定着化事業 (長谷川) 

酪農家の牛群検定成績を加工分析し、乳牛選抜改良

データ、乳成分および繁殖成績等農家指導データを提

供し、生乳の品質や経営改善を図る。 

512 奨励品種選定調査 (安藤) 

中生ハイブリッドライグラス 2 品種と晩性イタリ

アンライグラス 2品種について永続性（越冬性・越夏

性）を中心に調査した。ハイフローラ以外は播種翌年

の秋にはほとんど見られなくなり、ハイフローラは播

種翌々年の２番草収穫後に見られなくなった。以上の

結果から、ハイフローラは永続性に優れ、播種翌々年

の２番草まで利用できる。 

513 自給飼料分析指導事業 (安藤) 

粗飼料近赤外分析依頼 79 点、うちトウモロコシサ

イレージ 11 点、購入乾草 20 点、自給乾草 14 点、牧

草サイレージ 34 点を分析し普及指導データを提供し

た。
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

 ア 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

1 

2 

3 

4 

5 

【普及技術】 

刈り取り作業性、収量性に優れる飼料用とうもろこし早生品種「ＫＤ640」 

永続性に優れるハイブリッドライグラス「ハイフローラ」 

有機質資材の酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）の簡易迅速推定法 

牛ふん堆肥および豚ふん堆肥の短期的窒素肥効推定法 

土壌塩類集積を低減する家畜ふん堆肥の利用技術 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

【活用技術】 

稲発酵粗飼料の黒毛和種肥育後期飼料としての利用方法 

食品製造副産物を利用した肉豚飼料給与技術 

栽培方法が異なる稲発酵粗飼料の繊維消化性および栄養価 

繁殖不能牛から経膣採卵一体外受精による高能力牛ファミリーの増産 

分娩前後の飼料養分摂取量と牛の生理諸元 

抗酸化作用をもつ漢方薬である生脈散の体外胚生産における効果 

家畜ふん堆肥中易分解性有機物、難分解性有機物とその指標 

酸素消費量を利用したコンポストの腐熟度判定法（易分解性有機物推定法） 

飼料および有機質資材中の水分簡易推定法（改良法）並びに粗灰分簡易測定法 

 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 養豚・養鶏科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報  (平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 （なし）  

 

 

(イ) 関東東海北陸農業研究成果情報 （平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 

2 

3 

4 

 

5 

6 

7 

(普及) 酸性デタージェント繊維（ＡＤＦ）の簡易迅速推定法 

(参考) ケイ酸含量の異なる稲発酵粗飼料の飼料特性 

(参考) 栽培方法が異なる稲発酵粗飼料の繊維消化性および栄養価 

(参考) GnRH,FSH 製剤投与により誘起した卵胞発育波での過剰排卵誘起(Wavesyn 

ch-SOV)による採胚成績の改善 

(参考) 家畜ふん堆肥中易分解性有機物、難分解性有機物とその指標 

(参考) 有機質資材中の水分簡易推定法（改良法）並びに粗灰分簡易測定法  

(参考) 栽培方法が異なる稲発酵粗飼料の繊維消化性および栄養価 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 酪農肉牛科 

畜産研 繁殖工学科 

 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 環境・飼料科 

畜産研 酪農肉牛科 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  
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(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
論 文 名 

( 執 筆 者 名 ) 掲載誌名等 発行年月 

小型反射式光度計（RQ フレックス）による有機質資材中のカリウム，

リン，窒素の簡易測定法 

（安藤義昭・小柳渉・森山則男） 

日本土壌肥料学雑誌、75、605

～608（2004） 

平 16.10 

 

イネ育苗における牛ふん堆肥・牛尿の利用 

（小柳渉） 

平成 16 年度家畜ふん尿処理

利用研究会資料、19～26 

平 16.11 

乳牛ふん尿の処理利用に関する研究（総説） 

（小柳渉）  

北信越畜産学会報，89，1～7

（2004） 

平 16.11 

 

乳牛ふん堆肥と生ゴミの混合堆肥化特性 

（小柳渉・森山則男） 

新潟県畜産研究センター研究

報告、15、3～5（2005） 

平 17.3 
 

家畜ふん堆肥中リン酸の性質と肥効 

（小柳渉・和田富広・安藤義昭） 

新潟県畜産研究センター研究

報告、15、6～9（2005） 

平 17.3 

蜀鶏を活用した「にいがた地鶏」の作出 

（宮腰雄一・本間紀之・鈴木ひろみ） 

新潟県畜産研究センター研究

報告、15、10～14（2005） 

平 17.3 

生物系廃棄物の農地還元技術に関する研究－家畜ふん堆肥および生

ゴミ処理物の動態解析と成分評価－ 

（小柳渉） 

新潟県畜産研究センター研究

報告、15、15～18 および別添

CD（2005） 

平 17.3 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 開催年月日

もみがら混合割合・堆肥化期間の異なる乳牛ふん堆肥の分

解性比較 

（小柳渉・安藤義昭・和田富広） 

2004 年度日本土壌肥料学会関東支部

会 

平 16.6.28 

乳牛の黄体期における GnRH 投与後の卵巣およびプロジェ

ステロン濃度の変化と、その後の PGF2α,hCG 投与による黄

体退行、排卵誘起 

（佐藤太郎） 

第 97 回日本生物繁殖学会 

 

平 16.9.16 

 

乳牛ふん尿の処理利用に関する研究（受賞講演） 

（小柳渉） 

北信越畜産学会第 53 回大会 平 16.11.5 

イネ育苗における牛ふん堆肥の利用 

（小柳渉・樋口泰浩・荒木創・安藤義昭・和田富広・権平

正） 

北信越畜産学会第 53 回大会 平 16.11.5 

栽培様式の異なる稲発酵粗飼料の飼料特性について 

（関 誠・宮腰雄一・長谷川昌伸・権平弘） 

北信越畜産学会第 53 回大会 平 16.11.5 

にいがた地鶏の飼料給与体系の検討 

（時田正樹・高橋朋子・佐野晃・森山則男） 

北信越畜産学会第 53 回大会 平 16.11.5 

イネ育苗における牛ふん堆肥・牛尿の利用 

（小柳渉） 

平成 16 年度家畜ふん尿処理利用研究

会 

平16.11.24

～25 

飼料イネの乳牛への長期給与試験について 

（関誠） 

平成 16 年度飼料イネ研究連絡会 平 16.12.2 

畜産研究センターにおけるバイオマス利用研究について

（小柳渉、宮腰雄一） 

北陸バイオマスセミナー（パネル展示） 平 17.1.19 

第１卵胞発育波での過剰排卵誘起 

（佐藤太郎） 

第 20 回東日本家畜受精卵移植研究会

大会 

平 17.1.26 
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乳牛の排卵同期化における定時人工授精と胚移植 

（佐藤太郎） 

平成 16 年度日本獣医師会学会年次大

会 

平 17.2.11 

凍結培液の違いによる牛凍結胚の融解後の形態及び受胎率

の検討 

（内山保彦） 

平成 16 年度日本獣医師会学会年次大

会 

平 17.2.11 

土壌中における家畜ふん堆肥の分解性と AD 可溶有機物お

よび ADF との関係 

（小柳渉・安藤義昭） 

平成 16 年度北信越畜産学会新潟県分

会 

平 17.3.17 

有機質資材中の酸性デタージェント繊維（ADF）の簡易推定

法 

（安藤義昭・小柳渉） 

平成 16 年度北信越畜産学会新潟県分

会 

平 17.3.17 

品種、施肥条件、収穫時期の違いと飼料イネの収量および

成分組成との関係 

（関誠） 

平成 16 年度北信越畜産学会新潟県分

会 

平 17.3.17 

乳牛における第１卵胞発育波での過剰排卵誘起 

（佐藤太郎） 

平成 16 年度北信越畜産学会新潟県分

会 

平 17.3.17 

母豚の授乳期における飼料給与量が発情再帰日数に及ぼす

影響 

（佐野晃・高橋朋子・時田正樹・森山則男） 

平成 16 年度北信越畜産学会新潟県分

会 

平 17.3.17 

土壌中における家畜ふん堆肥の分解性と AD 可溶有機物お

よび ADF との関係 

（小柳渉・安藤義昭） 

日本畜産学会第 104 回大会 平 17.3 

酸性デタージェント繊維（ADF）の簡易測定法（改良法） 

～更なる簡易化と適用試料の拡大～ 

（安藤義昭・小柳渉） 

日本畜産学会第 104 回大会 平 17.3.27 

加工処理方法の異なる低蛋白質飼料の給与が高泌乳牛の乳

生産に及ぼす影響 

（関誠・長谷川昌伸） 

日本畜産学会第 104 回大会 平 17.3.29 

品種、施肥条件、収穫時期の違いと飼料イネの収量および

成分組成との関係（関誠） 

日本草地学会 2005 年度大会 平 17.3.31 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 16.5.1 

平 16.7.1 

平 16.9.1 

平 16.11.1 

平 17.2.1 

関  誠 

荒木 創 

高橋朋子 

長谷川昌伸 

佐藤義政 

デーリィマン第 54 巻 4 月号 

          5 月号 

          6 月号 

          7 月号 

          8 月号 

          9 月号 

          10 月号 

          11 月号 

          12 月号 

デーリィマン 平 16.4.1 

平 16.5.1 

平 16.6.1 

平 16.7.1 

平 16.8.1 

平 16.9.1 

平 16.10.1 

平 16.11.1 

平 16.12.1 

佐藤太郎 

長谷川昌伸 

関  誠 

宮腰雄一 

関  誠 

小柳 渉 

安藤義昭 

小柳 渉 

佐藤太郎 

家畜ふん堆肥の品質評価・利用マニュアル 農林水産技術会議事務局 平 16.3 安藤義昭 

小柳 渉 

養豚の友 4 月号 日本畜産振興会 平 16.4.1 佐野 晃 

ネットワークにいがた 新潟県農業共済組合連合会 平 16.11 

平 16.12 

高橋朋子 

荒木 創 

農耕と園芸 2005 年 1 月号  誠文堂新光社 平 17.1.1 安藤義昭 

季刊 肥料 通巻 100 号 肥料協会新聞部 平 17.2.1 安藤義昭 

酪農ジャーナル 2005 年 2 月号 酪農学園大学エクステンシ

ョンセンター 

平 17.2.1 小柳 渉 

家畜ふん堆肥（生ごみ堆肥）の品質・成分の

簡易評価と利用（農林水産バイオリサイクル

研究成果） 

中央農業総合研究センター 平 17.2.28 小柳 渉 

安藤義昭 

にいがた地鶏飼養管理マニュアル（第１版） 新潟県農林水産部 

にいがた地鶏生産普及研究
会 

平 17.3 時田正樹 

新潟県における土づくりのすすめ方 新潟県農林水産部 平 17.3 小柳 渉 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 16.4.20 試験設計検討会 24 全研究職員 

平 16.6.17 試験設計検討会 63 全研究職員 

平 16.8.3 地域総合研究課題に係る飼料イネ現地検討会 15 環境・飼料科 

平 16.10.2 ふれあい開放デー 800 全職員 

平 17.2.7 試験成績・成果候補検討会 25 全研究職員 

平 17.3.4 試験研究課題設定に係る検討会 35 全研究職員 
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(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科  目 授業時間 講 師 

畜産経営学科 ２学年 繁殖工学 8 梅田雅夫 

畜産経営学科 １学年 家畜育種学 16 宮腰雄一 

 

(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教科名 学年 

講義 演習 実験 実習 計 
講  師 

畜産学 1 12    12 梅田雅夫(家畜衛生) 、安藤義昭(飼料作物)、

高橋朋子(養豚養鶏) 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16.7.2 

 

小出地域農業振興協議会畜

産振興部会他 

養豚飼養管理研修会 暑熱対策について 佐野晃 

平 16.7.9 中魚沼農業振興協議会 和牛飼養管理研修会 和牛の飼い方のポイントに

ついて 

宮腰雄一 

平 16.8.9 岩船農業振興協議会 酪農研修会 乳牛の飼い方のポイントに

ついて 

関誠 

平 16.8.10 新津農業振興事務所 エキスパート農業者支援講

座 

堆肥の基礎・評価について 小柳渉 

平 16.8.24 

～25 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 梅田雅夫 

平 16.8.25 

～9.21 

新潟県 家畜人工授精師養成講習会 人工授精に関する講義、実

習 

長谷川昌伸 

関誠 

宮腰雄一 

梅田雅夫 

佐藤義政 

内山保彦 

平 16.8.26 中越家保 受精卵移植技術検討会 最近の受精卵移植技術につ

いて 

梅田雅夫 

平 16.9.9 ＪＡ黒川村 和牛肉質診断指導会 超音波肉質診断 宮腰雄一 

平 16.10.22 新発田地域振興局 畜産環境整備推進研修 家畜尿汚水の性質と利用に

ついて 

小柳渉 

平 16.11.8 

～10 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木創 

平 16.11.16 糸魚川地域振興局 ひすい卵研修会 採卵鶏の飼養管理のポイン

ト 

時田正樹 

平 16.11.22 

 

朝日村村議会 堆肥研究視察研修 堆肥の原材料による成分と

効果について 

土田利栄 

和田富広 

小柳渉 

平 16.11.24 中之島町 中之島共進会 家畜審査 宮腰雄一 

平 16.11.24 

～26 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関誠 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16.11.29 新潟大学 食品バイオセミナー 生物系廃棄物を原料とした

各種コンポストの特性 

小柳渉 

平 16.12.4 家畜商組合 肉牛共進会 家畜審査 土田利栄 

長谷川昌伸 

宮腰雄一 

平 16.12.10 

 

巻農業振興事務所 耕畜連携・土作り研修会 商品としての特殊肥料・畜

産コンポスト 

小柳渉 

平 16.12.13 

～15 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木創 

平 16.12.14 

 

新津農業振興事務所 エキスパート農業者支援講

座 

家畜ふん堆肥の特性と園芸

における堆肥利用について 

小柳渉 

平 16.12.15 

～16 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関誠 

平 17.1.6 

 

新潟県 家畜商講習会 家畜（牛・豚）の品種及び

特徴 

佐野晃 

平 17.1.11 

～13 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 宮腰雄一 

平 17.1.12 

～13 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 梅田雅夫 

平 17.1.12 

～14 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 佐野晃 

平 17.1.17 

～18 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 安藤義昭 

平 17.1.19 

～20 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 関誠 

平 17.1.25 

～27 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 安藤義昭 

平 17.1.26 

～28 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 佐野晃 

平 17.1.28 

～31 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 長谷川昌伸 

平 17.2.1 

～3 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 宮腰雄一 

平 17.2.8 

～10 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木創 

平 17.2.16 

 

岩船畜産振興推進協議会 村上牛生産者現地研修会 黒毛和種肥育管理のポイン

トⅡ 

宮腰雄一 

平 17.2.16 岡山地方畜産振興協議会 岡山・東備地域堆肥生産利

用研修会 

家畜ふん堆肥の特性と有効

利用について 

小柳渉 

平 17.2.21 

～23 

畜産協会 畜産コンサル 養豚経営診断 佐野晃 

平 17.2.23 

～25 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 梅田雅夫 

平 17.2.25 北蒲原農業振興協議会 北蒲原農業振興協議会園芸

総合検討会 

家畜ふん堆肥の特性と園芸

における堆肥利用について 

小柳渉 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 17.3.1 新潟地域農業振興協議会 堆肥・施設土壌改善研修会 家畜ふん堆肥の種類と特性 

 

小柳渉 

平 17.3.1 

～3 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 長谷川昌伸 

平 17.3.3 新発田地域振興局 地域農業再生総合支援事業 高品質米生産に向けた堆肥

の活用方法について 

小柳渉 

平 17.3.24 

～25 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木創 

 

平 17.3.8 

～10 

畜産協会 畜産コンサル 肉用牛経営診断 宮腰雄一 

安藤義昭 

平 17.3.9 下田村人工授精師会 繁殖研修会 

 

受精卵移植技術研修 佐藤太郎 

平 17.3.9 新潟県、新潟県畜産振興協

議会、新潟県畜産会 

平成16年度堆肥利用促進研

修会 

家畜ふん堆肥を利用した農

業生産技術 

小柳渉 

平 17.3.15 南蒲原人工授精師会 繁殖研修会 

 

受精卵移植技術研修 佐藤太郎 

平 17.3.15 

～16 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 長谷川昌伸 

平 17.3.22 

～24 

畜産協会 畜産コンサル 酪農経営診断 荒木創 

 

(6) 研修生受け入れ 

氏 名 所 属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科

該当無し     
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

   所在地 新潟県南蒲原郡下田村大字棚鱗 178 

   建物面積（延）  10,922.02ｍ2 

   圃場面積             26.2ha 

 

(2) 事業予算（2月補正後） (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国 庫 使用料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 12,634    43 12,591 

維持管理費 22,613   39 51 22,523 

経常研究費 3,150     3,150 

ほ場・飼育管理費 33,456   28,937  4,519 

受託試験費 2,883    2,883  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 16,176   3,881 10,045 2,250 

備品整備費 2,960     2,960 

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 1,204     1,204 

合   計 95,076 0 0 32,857 13,022 49,197 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 
総務課 

センター長 

総務課長 

主査 

主任 

技術員 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 

土田 利栄 

田崎 弘 

石附 富子 

小熊 圭子 

山崎 松雄 

嘉藤 太加雄 

佐野 誠五 

坂井 輝男 

渡邉 幸蔵 

蒲澤 正 

目黒 長十 

小柳 俊一 

石月 一夫 

皆木 里志 

飯塚 光夫 

目黒 正介 

高山 肇 

酒井 直樹 

若林 祐志 

長谷川 元 

高橋 稔郎 

酪農肉牛科 

 

 

 

養豚・養鶏科 

 

 

 

環境・飼料科 

 

 

 

繁殖工学科 

参事(酪農肉牛科長) 

主任研究員 

 〃 

 〃 

参事(養豚･養鶏科長) 

主任研究員 

 〃 

研究員 

環境・飼料科長 

主任研究員 

 〃 

 〃 

参事(繁殖工学科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

権平 弘 

長谷川 昌伸 

関  誠 

宮腰 雄一 

森山 則男 

佐野 晃 

時田 正樹 

高橋 朋子 

和田 富広 

小柳 渉 

荒木 創 

安藤 義昭 

古川 武士 

梅田 雅夫 

佐藤 義政 

内山 保彦 

佐藤 太郎 
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(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 

4 月 1 日付 

転 出 藤原 信子 

本間 紀之 

中央家保企画指導課・副参事 

食研センター・主任研究員 

繁殖工学科・主任研究員 

養豚・養鶏科・主任研究員 

 転 入 土田 利栄 

目黒 長十 

佐藤 義政 

時田 正樹 

センター長 

技術員 

繁殖工学科・主任研究員 

養豚・養鶏科・主任研究員 

農業総合研究所・研究情報室長 

三条土木事務所・技術員 

中央家畜保健衛生所・主任 

中頸城農改・主任改良普及員 

平成 16 年 

3 月 31 日付 

退 職 岩渕 昭博  センター長 

平成 16 年 

5 月 31 日付 

退 職 山崎 松雄  技術員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

繊維分析装置 ファイバーティック 2010 

 

(6) 派遣研修者 

研 修 名 研修者名 研 修 目 的 期 間 研修期間 

中央畜産研修 時田正樹 養鶏 H16.8.2～8.6 （独）家畜改良セン

ター 

中央畜産研修 長谷川昌伸 畜産新技術Ｂ H16.11.17～

11.19 

（独）家畜改良セン

ター 

 

(7) 参観者数 

 各種研修 畜産関係者 一般見学 計 

回 数 

人 数 

９回 

112 人 

４回 

15 人 

７回 

1,005 人 

20 回 

1,132 人 

 

(8) 無体財産など 

ウ 登録品種 

農林水産物の種類 登録品種の名称 登録年月日 

豚ランドレース系統 ニホンカイＬ２ 平 14.12.20 

 

 (9) 栄 誉 

科名・職名  氏 名 栄誉名 受賞年月 

環境飼料科・主任研究員 

酪農肉牛科・主任研究員 

小柳  渉 

関  誠 

北信越畜産学会賞 

畜産大賞 

H16.11.5 

H17.2.7 

   



106 

－ V - 14 － 

５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・畜産研究センター（南蒲原郡下田村大字棚鱗、北緯 37 度 33 分、東経 139 度 4 分、

標高 85m） 

(1) 月別気象 

平均気温（℃） 最高気温（℃） 最低気温（℃） 降水量(mm) 日照時間(h) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 
15 10 14.0 14.8 23.0 19.6 5.7 10.1 188.5 192.2 138.9 136.3 

 11 10.2 8.7 20.2 13.2 0.5 4.4 200.0 277.3 77.6 90.6 

 12 4.5 3.7 13.0 7.2 -1.7 0.4 370.5 347.8 39.1 57.3 

16 1 1.0 0.9 7.3 3.9 -5.7 -1.3 315.5 310.1 87.1 58.1 

 2 2.9 1.0 11.7 4.2 -4.8 -1.8 267.0 197.3 68.8 83.4 

 3 4.4 3.9 19.3 8.0 -3.8 -0.4 112.5 149.9 115.4 135.1 

 4 11.4 10.6 25.3 16.4 0.3 4.6 113.5 111.6 177.3 173.3 

 5 16.7 15.9 28.2 21.9 5.7 9.9 246.5 130.5 113.5 194.7 

 6 20.6 20.4 31.0 25.1 11.7 15.6 98.0 160.0 152.5 158.1 

 7 25.4 24.3 33.7 28.5 18.0 20.0 660.0 235.8 151.8 169.6 

 8 25.4 25.9 35.7 30.6 17.7 21.2 152.0 179.0 181.9 196.0 

 9 22.7 21.2 32.7 25.7 15.3 16.7 234.5 183.1 106.8 138.7 

 10 15.5 14.8 24.8 19.6 6.0 10.1 299.5 192.2 112.1 136.3 

 11 11.6 8.7 21.3 13.2 4.0 4.4 253.5 277.3 83.8 90.6 

 12 5.4 3.7 16.7 7.2 -1.5 0.4 269.0 347.8 71.3 57.3 

17 1 1.0 0.9 8.2 3.9 -2.5 -1.3 385.5 310.1 46.8 58.1 

 2 1.1 1.0 8.0 4.2 -4.3 -1.8 321.5 197.3 27.9 83.4 

 3 3.6 3.9 12.3 8.0 -3.2 -0.4 232.7 149.9 62.9 135.1 

(注) 平年は昭和 56 年から平成７年の平均。月別気温は平均値。降水量、日照時間は合計 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

VI 食品研究センター  

 

食品研究センター長 

穀類食品科 

総 務 課 

園芸特産食品科 

食品工学科 

 

米穀食品グループ

 
植物蛋白食品グループ

 
菓子甘味食品グループ
 
青果物流通グループ

 
園芸利用食品グループ
 
醸造食品グループ
 
生産工学グループ
 
生物機能工学グループ
組織構成図
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常 (1) 県産大豆を利用した豆腐の高品質安定製造技術 

601 ア 豆腐加工性変動要因の解明 

平 16～18 

   〃    

 

植物蛋白食品 

経常   (2) 農産物の性状把握と利用拡大技術の開発 

602 ア  古米の復元利用法 

603 イ 米粉の改質による利用拡大 

604 ウ 麺類の物性調節技術 

605 エ 大豆蛋白質の改質技術 

606 オ 県産ギンナンの高鮮度保持技術及び新規加工品の開発 

607  カ アントシアニン生産植物細胞のミニプラント液体培養技

術 

608  キ  海洋深層水の利用法 

平 14～16 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

 

米穀食品 

   〃 

植物蛋白食品 

   〃 

青果物流通 

園芸利用食品 

 

米穀食品、植物蛋白食

品、醸造食品 

県特 (3) 農産物の高度化加工技術の開発 

609 ア 酵母発酵による新式糖絞り発酵漬物の開発 

610 イ 酵素処理による大豆加工品の開発 

611 ウ 多種微生物利用による新規発行調味料の開発 

612  エ ルレクチェの石ナシ果の酵素による食品素材化技術の開 

発 

613 オ 脱渋柿の黒変防止技術 

614 カ 米菓の製品品質管理技術の構築と焼成工程の省エネ技術

の開発 

平 15～17 

   〃 

   〃 

   〃 

   〃 

 

   〃 

   〃 

 

 

園芸利用食品 

 〃 

醸造食品 

青果物流通 

 

 〃 

生産工学 

 

若手 615 (4) 新潟オリジナル機能性粉末素材の開発 平 15～16  食品工学科 
 
 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

601 豆腐加工性変動要因の解明 (秋本・宍戸) 

豆腐加工性に及ぼす変動要因を解明するため、県内

40 地区のエンレイを収集して中間工場規模での豆腐

製造を行い、成分及び官能評価を比較検討した。豆乳

の抽出率と豆腐の硬さにはバラツキがあり、両者に相

関のあることが分かった。また、大豆のペクチン含量

を測定したところ豆乳収率と決定係数 0.417 と相関

が認められ、該成分が豆乳の絞りやすさに関係してい

ることが判明した。 

602 古米の復元利用法 (吉井・諸橋・本間) 

精米遊離脂肪酸量が多くなるほど米飯中のヘキサ

ナール量が高く、ヘキサナール量が３μg/米飯 100g

以下になると古米臭が弱く感じられた。 

洗米の浸漬時にアルマイト製容器とメチルペンテ

ンポリマー（TPX）により形成される静電場の利用が

古米臭の低減に有用であることを見いだした。この処

理によるヘキサナールの減少率は精米の約 30％であ

るところから、遊離脂肪酸量が約 150μmol/100g 以下

の精米の古米臭低減に有効であると考えられた。 

603 米粉の改質による利用拡大(本間・吉井・諸橋) 

米菓の原料となる粳米粉を改質しその利用拡大に

ついて検討した。米粉の糊化膨潤性を小麦粉と比較し

た場合、小麦澱粉は温度上昇に伴い緩やかな上昇を示

したが、米粉は 90℃以上での膨潤度が大きく、小麦

粉と異なる特性が示された。酢酸を噴霧後、125～

175℃で仮焼処理した場合には米澱粉の 90℃での膨

潤度は小麦粉なみに低下した。 

604 麺類の物性調節技術 (宍戸) 

オヤマボクチの葉裏の繊維を蕎麦のつなぎとして

利用する場合の調製法を検討した。乾燥葉を粉砕回収

したままの該繊維は蕎麦粉に対する分散性が不良で

あった。そこで、平均繊維長を短くするため、該繊維

を再度バイブレ－ションミル処理（7.8μm）、衝撃式

粉砕機（71.8μm）により粉砕することで分散性や製

麺性が向上すると共に官能評価も向上した。 

605 大豆蛋白質の改質技術 (秋本) 

冷凍変性を利用した豆乳蛋白の新規食品素材化に

ついて検討した。すなわち、豆乳を凍結させた後解凍
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し生成した不溶性凝固物（豆乳フロック）を得た。豆

乳フロックは豆乳の固形分が 8.5％未満では形成さ

れず、豆乳濃度が高いほど、豆乳の氷結点（-１～-

２℃）の通過時間が長いほど、良好であった。また、

豆乳フロックは白色で無味無臭に近く、その形状は氷

結点通過時間により異なり、通過時間が短いと粘りの

あるム－ス状のフロックに、長いとモッチリした生麩

状のフロックが形成された。ちなみに、加水倍率６倍

（豆乳濃度 9.7％）で-１～-２℃（氷結点）・10 時間

保持して凍結・解凍し得たフロックは収量 41.7％、

固形分 22.1％で、キサンタンガムを 0.1％加えて唐揚

げにすると、卵焼き風のフワフワな食感であった。 

606 県産ギンナンの高度鮮度保持技術及び新規加工

品の開発 (佐藤(嘉)) 

緑ギンナンの種実色は、外観観察と色調より、品種

を問わず色度 a*で評価できた。ギンナンの加熱方法

は、電子レンジ処理では、概ね色度 a*－3.30 以下、

ブランチング処理では概ね色度 a*－4.50 以下であっ

た。両者を比較するとブランチング処理の方が、外損

（焦げ、黄化）を防ぎ、均一な指標を作成できると考

えられた。 

萎凋、乾燥不揃い等の未熟種実は、比重 1.06 の塩

水で分離できた。他の品種では、バラツキが大きいこ

とから再度確認の必要がある。 

607 アントシアニン生産植物細胞のミニプラント        

液体培養技術 (浅野・中島) 

サクラ・イチゴのアントシアニン生産ホルモンフ

リー株を用い、液体培養時における増殖特性と色素生

産能を調査した。フラスコ液体培養では、両細胞株と

も継代培地より色素生産に適した培地組成が明らか

となった。また、LED 照明が蛍光灯照明に代換え可能

であることが確認された。10L 容器を使用したサクラ

細胞の培養では、フラスコ培養とは異なる特徴が多く

観察された。 

608 海洋深層水の利用法  

 (本間・宍戸・秋本・高橋(誠)・小林) 

佐渡海洋深層水（原水、濃縮水、高ミネラル水、脱

イオン水）の食品への利用性を米、麺、豆腐、パンに

ついて検討した。 

  米の除蛋白を目的に、各種海洋深層水に精米を浸漬

し高圧処理を施した。その結果、総蛋白質含量は低減

したものの、選択的に特定の蛋白質を減する効果はな

かった。 

 麺への効果を検討するため、濃縮水、高ミネラル水

を使用してうどんを製造したところ、前者はコシの低

下と苦み、後者は着色し硬くなり、製麺性、官能評価

は低かった。 

 豆腐への効果を検討するため、各種海洋深層水を凝

固剤（ボ－メ 15 になるように MgCl2で調製）として

使用したところ、原水、高ミネラル水は豆腐に味があ

る、濃縮水はまろやかな味と好評であった。 

パンへの効果を検討するため高ミネラル水を使用

して食パンを製造したところ、発酵時間が２割短縮さ

れるとともに特徴ある風味に仕上がることが分かっ

た。 

609 酵母発酵による新式糖絞り発酵漬物の開発 

 (西脇・浅野) 

沢庵臭を低減した沢庵製造において、ワイン酵母は

発酵の経過に伴い、有機酸を多く生成し、pH が低下

するため、発酵後の調味に悪影響を与える場合がある

ことがわかった。そこで、ワイン酵母の代わりにパン

製造用酵母（以下パン酵母）、清酒醸造用酵母（以下

清酒酵母）の利用を検討した。パン製造用酵母、清酒

醸造用酵母の利用によりいずれも有機酸生成が抑え

られ、沢庵臭は低減した。よって、これらの酵母の利

用は有用であると判断された。 

610 酵素処理による大豆加工品の開発 

 (西脇・浅野) 

マイタケのタンパク質分解酵素を大豆タンパク質

に作用させて ACE阻害活性のある成分を著量に生成
し、この機能性成分を有する食品を開発することを目

的とし、今年度は、ACE 阻害活性の反応による経時変

化を把握するとともに、ACE 阻害成分の単離・精製を

試みた。反応時間の経過に従い、ペプチド濃度が増加

するとともに ACE 阻害率も上昇した。この画分を各種

クロマトグラフィーによって分離したところ、ACE 阻

害活性成分がほぼ単離できた。 

611 多種微生物利用による新規発酵調味料の開発 

 (大養寺・渡辺) 

大豆加工時に発生する丸大豆煮熟水、脱皮大豆浸漬

水、脱皮大豆煮熟水は蛋白質を １～３％含んでいた。

これに乳酸菌を添加し培養することにより抗菌性を

有するナイシンを含む乳酸発酵液が得られた。また、

グルコース２％と、併せて食塩、酵母エキス、マンガ

ンをそれぞれ一定量添加すると、ナイシン活性は高く

なった。この時のナイシン活性は、乳酸菌の最適培地

の１種 MRS 培地に比べて 80%のレベルに達した。 

612 ルレクチェの石ナシ果の酵素による食品素    

材化技術の開発 (佐藤(嘉)) 

ルレクチエの加工適期を判断する材料として官能

上の加工適期（加工評価基準２）と果実硬度の関係を

見ると 1.2kg 程度であった。果実硬度は、15℃で追熟

した場合、定温追熟及び予冷追熟では、目標硬度

（1.2kg）に至る積算温度にバラツキがあった。10℃

で追熟した場合は、バラツキが小さく、積算温度

420℃・day 程度で目標硬度となった。加工用のルレ
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クチエは、予冷した果実を 10℃で積算温度 420℃・day

前後を目安に追熟する必要があると判断された。 

613 脱渋柿の黒変防止技術 (佐藤(嘉)) 

柿の保存中の各温度・湿度別にみた重量減少率は、

高温・低湿度条件で果実重量が大きく低下し、脱渋庫

内において柿から蒸散した水蒸気が、濡れを生じさせ

る一因と推察された。汚損果の発生は９日後には明確

に確認でき、選別段階（出庫後）で判断することは困

難であることが判明した。出庫９日後の同一コンテナ

内でみると上段の正常果率が高く、下段は上段と比較

し、除湿処理区で 16％と無処理区で 36％低くくなっ

た。 

614 米菓の製品品質管理技術の構築と焼成工程の    

省エネ技術の開発 (高橋(靖)・吉井) 

高い熱伝達特性を有し省エネ効果が期待される過

熱水蒸気を利用した米菓の焼成条件について検討し

た。生地の厚さ（１、２、３mm）、水分（10、15、19％）

の生地条件、蒸気温度（200、250、300、350、400、

450℃）の焼成条件と米菓品質の関係は、生地水分 15%

以下、蒸気温度 350℃以上で芯が残ることもなく、従

来法と同等以上の比容積でソフトな米菓となった。た

だし、形状や風味に関して改善すべき点が認められた。 

615 新潟オリジナル機能性粉末素材の開発 

 (高橋(靖)・中島) 

食用菊カキノモトの花弁を、種々加熱方法で加工後、

温風乾燥し、機能成分の消長及び粉末の色を比較検討

した。また、乾燥物を添加したうどんを試作した。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 
1 

【普及技術】 
佐渡在来大豆の特徴と加工利用方法 

 
食品研 穀類食品科、園芸
特産食品科、佐渡農技 

 
1 
 
 
2 
 
3 
 
4 

【活用技術】 
県内在来えだまめの品種特性 
 
 
血糖値上昇抑制効果を有する桑葉添加味噌の製造法 
 
佐渡在来のさといも「八幡芋」の特性および適正栽植密度 
 
佐渡在来小豆の特性と佐渡における適正播種期 

 
食品研 穀類食品科、園芸
特産食品科、園芸研  育種
科 
食品研 食品工学科、園芸
特産食品科 
食品研 園芸特産食品科、
佐渡農技、園芸研 育種科 
食品研 穀類食品科、佐渡
農技 

 

イ 研究成果情報 
(ア) 研究情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

1 
2 
3 
4 
5 

温湯加熱処理した高冷地特産にんじんの特徴 
おおきばぼうしの苦味、抗酸化性はポリフェノール測定で推定できる 
緑ぎんなんの品質を判定するための品質評価方法 
豆乳の凍結変性による新規加工食品素材の開発 
長期貯蔵米の古米臭低減方法 

食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 園芸特産食品科 
食品研 穀類食品科 
食品研 穀類食品科 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  
1 
2 

(普及) 有効成分を多く含む桑葉粉末の製造法 
(普及) テンシプレッサーを用いた米菓の硬さの簡易分類方法  

食品研 食品工学科 
食品研 食品工学科 

 【科学】  
 (なし)  
 【行政】  
 (なし)  

 
(2) 研究発表 
ア 学会誌等投稿 

論 文 名 
( 執 筆 者 名 ) 

掲載誌名等 発行年月 

＜報文＞ 
 Production of D-lactic acid from defatted rice bran by simultaneous saccharification 
and fermentation. (T. Tanaka＊, M. Hoshina＊, S. Tanabe＊, K. Sakai#, S. Ohtsubo and 
M. Taniguchi＊.)  ＊新潟大学工学部、# 大分大学工学部 

 
Bioresource Tech. 

 
（印刷中） 

 
イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
（ 掲 載 誌 名 等 ） 

 

低 GI クッキーの開発とグリセミッククリアランスについて 
（佐藤眞治＊、小西徹也＊、峰尾茂＃、前島大輔＃、竹石欣司＃、
中島正晴） ＊新潟薬科大学応用生命科学部、＃（株）ブルボン 

グリセミッククリアランス研究会 
(味噌の科学と技術 第51巻第５号) 

平16.07.18 
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平核無摘果渋柿脱汁液の添加による麺の物性改良技術 
（宍戸功一、金井政人、山田藤一郎） 

日本食品科学工学会 
（日本食品科学工学会第 51 回大
会講演集） 

平16.09.02 
～04 

食用菊中トリテルペノイド類の定量法の開発 
（中島正晴、高橋靖、西脇俊和、浅野聡、金子喜三好＊） 
＊新潟薬科大学薬学部 

日本食品科学工学会 
（日本食品科学工学会第 51 回大
会講演集） 

平16.09.02 
～04 

かきのもと（食用菊）の花弁中に含まれる機能性成分 
（中島正晴、高橋靖、西脇俊和、浅野聡、金子喜三好＊） 
＊新潟薬科大学薬学部 

平成 16 年度食品関係技術研究会 平16.09.08 
～09 

桑葉入り味噌の摂食後過血糖抑制効果 
（中島正晴、太養寺真弓、渡辺聡、峰村悟朗＃、片岡龍磨†、五十
嵐芳信†、佐藤眞治＊） 
＃（株）峰村商店、† たいまつ食品（株）、*新潟薬科大学応用生
命科学部 

第３回日本臨床代替医学会学術総
会 

平16.09.26 
～27 

かきのもと（食用菊）の花弁中に含まれる機能性成分 
（中島正晴、高橋靖、西脇俊和、浅野聡、金子喜三好＊） 
＊新潟薬科大学応用生命科学部 

農林水産省補助事業食品産業活性
化地域連携促進事業「ネクスト
フーズいしかわ 2004」 

平16.10.22 

Molecular cloning and biochemical characterization of 
oryzacystatin-III, 
a novel member of phytocystatin from rice (Oryza sativa L. 
japonica)  

(S. Ohtsubo, H. Kobayashi*, W. Noro, K. Sato, M. Taniguchi
＃ and E. Saitoh†) 
*農総研アグリ・フーズバイオ研究部、＃新潟大学工学部、†日本
歯科大学新潟歯学部 

World Rice Research Conference  
2004 

平16.11.04 
～07 

新規プロテアーゼ阻害剤オリザシスタチン III のクローニング
とその組換えタンパク質の性質 

（五十嵐暁*、保科昌宏*、山崎里佳*、川瀬智一＃、田中孝明*、

大坪貞視、小林仁†、野呂渉、斎藤英一**、谷口正之*） 
*新潟大学工学部、＃新潟大学ベンチャービジネスラボラトリー、 
†農総研アグリ・フーズバイオ研究部、** 日本歯科大学新潟歯
学部 

2005 年度日本農芸化学会大会 平17.03.28 
～30 

摂食後過血糖に対する桑葉入り味噌の有効性 
（佐藤和人、太養寺真弓、渡辺聡、中島正晴、峰村悟朗＃、片岡
龍磨†、五十嵐芳信†、佐藤眞治＊、西脇俊和、秋本隆司） 
＃（株）峰村商店、† たいまつ食品（株）、*新潟薬科大学応用生
命科学部 

日本薬学会第 125 年会 平17.03.29 
～31 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 
  なし 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
あぐりにいがた 
 （腎不全者のためのお菓子） 
 （特産「おけさ柿」でつなぐ食と農） 
 （なす漬けの科学） 
 （柿渋利用食品の開発） 
日本醸造協会誌 
（食品製造副産物の味噌醸造への利用） 

（社）新潟県農林公社 
 
 
 
 
（財）日本醸造協会・日
本醸造学会 

 
平 16. 4 
平 16. 8 
平 16.10 
平 16.11 
平 17. 2 

 
中村幸一 
佐藤嘉一 
西脇俊和 
諸橋敬子 
渡辺 聡 
佐藤和人 

 
(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

平 16. 5.28 製粉技術講習会 これからの製粉技術の方向 15 江川和徳 

平 16. 8.30 餅製造技術講習会 
 
 

①糯の衛生管理 
②糯米加工食品中における異種穀類
の検出技術 
③餅加工の基礎と今後の展開 

38 
 

 

諸橋敬子 
吉井洋一 
 
江川和徳 

平 17. 2.25 
 
 
 
 

米粉製造技術講習会 
 
 
 
 

①白玉粉・上新粉の保存条件と賞味期
限 
②白玉粉の菌数低減化技術 
③米粉 100％パンについて 
④これからの製粉の方向 

25 
 
 
 

 

本間紀之 
 
諸橋敬子 
高橋 誠 
江川和徳 

平 17. 3.11 
 
 
 

米加工関連食品業界
と県研究期間の意見
交換会 
 
 

①水稲品種育成の現状と今後の方向
について低アミロース米の米菓加
工性 
②食品加工におけるこれからの原料
および処理技術の方向について 

   34 
 
 

 

作物研 石崎和彦 
 
 
吉井洋一 
 

米 
穀 
加 
工 
食

品 

平 17. 3.17 第 61 回米菓製造技術
講習会 

①米菓製造における過熱水蒸気利用
の可能性 
②餅の硬化促進 
③高アミロース米の機能性を活かし
た製品開発 
④米加工の基礎と今後の展開 

67 高橋 靖 
 
本間紀之 
吉井洋一 
 
江川和徳 

平 16. 7.27 特産麺検討会 桑葉入り麺検討会 8 宍戸功一 

平 16. 8.30 特産麺検討会 桑葉入り麺検討会 8 宍戸功一 
平 16. 9. 7 豆腐品質勉強会 

 
①市販豆腐の鑑評会 
②県産大豆品質向上事業結果報告か
ら 

   20 
 

秋本隆司 
宍戸功一 

平 17. 2. 1 コンニャク自主認証
会 

市販コンニャクの鑑評及び分析 20 
 

宍戸功一 
秋本隆司 

平 17. 2.22 豆腐品質勉強会 
 

①市販豆腐の鑑評会 
②鑑評会結果から 

   20 
 

秋本隆司 
宍戸功一 

平 17. 3. 2 特産麺検討会 桑葉入り麺検討会  8 宍戸功一 

穀 

 

類 

 

食 

 

品 

 

科 

植

物

蛋

白

食

品 

平 17. 3.29 豆腐研究会 
 

①豆腐の微生物簡易測定法 
②県産エンレイの加工性 

30 
 

秋本隆司 
宍戸功一 
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担当 開催年月日 名 称 内 容 参集人員 対応講師等 

平 16. 6.29 

 

グルテンを使用しな

い米粉 100％パン製造

用米粉の説明会(製粉

業者向け) 

米粉 100％パン製造技術 22 

 

 

中村幸一、高橋 誠 

 

 

平 16. 7.30 

 

 

 

グルテンを使用しな

い米粉 100％パン製造

用米粉の説明会(パン

製造者向け) 

米粉 100％パン製造技術 51 

 

 

 

中村幸一、高橋 誠 

 

 

 

平 16. 9.17 菓子移動技術相談 
（上越市） 

①糯米加工食品における異種穀類混
入検出技術の開発 
②新形質米の菓子への利用について 

60 高橋 靖 

 

菓

子

甘

味

食

品 

平 17. 3.23 菓子中央研修会 新潟県産品の市場動向とこれから求
められる方向性 

8 ニューにいがた振

興機構 早福氏、 

高橋 靖 
平16. 5.25 納豆研修会 県産大豆の加工適性について 20 太養寺真弓、 

渡辺 聡 
平16. 6. 8 新潟県味噌鑑評会 味噌の官能評価    17 渡辺 聡、 

太養寺真弓 

園

芸

特

産

食

品

科 

醸
造 
食
品 
平16. 6.22 醸造食品中央講習会 ①桑葉入り味噌の製造とその機能性

評価 
②味噌醸造排水の有効利用検討 
③水産物を使った発酵調味料の製造 

   50 渡辺 聡、 
太養寺真弓 

 

(3) 農業大学校 

専 攻 学 年 科 目 授業時間 講 師 

園芸経営科 1 学年 野菜果樹花卉総論 

(青果物の鮮度保持技術) 

4 佐藤嘉一 

稲作経営科 ２学年 農産加工論 

(米・麦の加工技術) 

(大豆の加工技術) 

(青果物の加工技術) 

 

4 

4 

4 

 

諸橋敬子 

渡辺 聡 

佐藤嘉一 
 
(4) 農業技術学院 

授業時間数 
教 科 名 

講義 演習 実験 実習 計 
講 師 

食品化学 26    26 佐藤和人 

農産加工論    12 12 中村幸一、吉井洋一、浅野聡、秋本隆司 

 
(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16. 4.15 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 共同仕込試験検討 渡辺 聡 
平 16. 4.19 JA 羽茂 おけさ柿品質向上検討会 昨年の傾向と脱渋特性 佐藤嘉一 
平 16. 4.28 JA 全農新潟 おけさ柿出荷販売事前検

討会 
昨年の傾向と品質特性 佐藤嘉一 

平 16. 5.17 JA 全農新潟 ルレクチエ出荷販売事前
検討会 

昨年の傾向と品質特性 佐藤嘉一 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16. 5.20 県味噌技術会 統一仕込試験 大豆麹の製造技術 渡辺 聡、 
大養寺真弓 

平 16. 5.21  中越醤油味噌組合 中越醤油味噌組合技術会 魚醤油製造等 渡辺 聡 
平 16. 6. 4 JA 羽茂 おけさ柿脱渋研修会 おけさ柿の脱渋技術 佐藤嘉一 
平 16. 6.11 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 魚醤油製造・醤油粕の脱塩等 渡辺 聡 
平 16. 7. 7 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 渡辺 聡、 

大養寺真弓 
平 16. 7.15 農業大学校 農産加工発展研修 微細米粉の加工と利用 諸橋敬子 

高橋 誠 
平 16. 7.22 県味噌組合 酵母利用研修会 酵母利用技術 渡辺 聡 
平 16. 7.28 県農業高等学校農場協

会 
大 48 回農業実験実習講習
会 

①新潟県の米加工産業 
②米の科学 
③米粉の科学 
④米麹の科学 
⑤米粒・米粉の分析実験実習 

江川和徳 
吉井洋一 
中村幸一 
渡辺 聡 
高橋 靖、 
諸橋敬子、 
高橋 誠、 
吉井洋一、 
渡辺 聡、 
大養寺真弓 

平 16. 8. 2 農業農村政策室 新潟県農林水産業試験研
究成果発表会 

ご存じですか？機能性食品の
あれこれ 

中島正晴 

平 16. 8. 3 納豆組合 納豆研修会 納豆製造技術 渡辺 聡、 
大養寺真弓 

平 16. 8. 6 
平 16. 9.17 

農林水産部経営普及課 平成 16 年度改良普及員研
修 

①食品の微生物制御の基礎 
②加工施設及び工程における衛生管
理について(餅加工) 
③加工施設及び工程における衛生管
理について(漬物加工) 

松本伊左尾 
諸橋敬子 
 
西脇俊和 

平 16. 8.25 果実振興協会 ギンナン現地研修会 銀杏の鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 16. 8.30 JA 新潟中央会 ヤングふれあい研修 米の利用加工技術 吉井洋一 
平 16. 9. 6 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 魚醤油製造・醤油粕の脱塩等大 渡辺 聡 
平 16. 9.22 県味噌技術会 統一仕込試験 大豆麹の製造技術 渡辺 聡 
平 16. 9.28 県学校給食会 学校給食パン品質審査会 基本パンの品質審査と講評 中村幸一 
平 16.10. 8 果実振興協議会 ルレクチエ追熟研修 追熟方法の傾向と対策 佐藤嘉一 
平 16.10.12 JA 全農新潟 ルレクチエ追熟研修 追熟方法の傾向と対策 佐藤嘉一 

平 16.10.18 越後噌醤油組合  味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 16.10.20 農業総合研究所 農業総合研究所ふれあい

セミナー 
地場産農産物から機能性食品
へ 

中島正晴 

平 16.10.21 農業大学校 農産加工発展研修 大豆粉の利用 高橋 誠 
平 16.10.21 上越味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 16.10.22 中越味噌組合 味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 16.11. 2 佐渡農業事務所 ルレクチエ追熟研修 追熟方法の傾向と対策 佐藤嘉一 
平 16.11. 4 JA にいがた南蒲 ルレクチエ追熟研修 追熟方法の傾向と対策 佐藤嘉一 
平 16.11.10 全国味噌組合 全国味噌鑑評会 味噌の鑑評と講評 渡辺 聡 
平 16.11.11 新潟大学 講義：新潟の農業(食品加

工) 
酵素処理による微細米粉の製
造技術と利用技術 

吉井洋一 

平 16.11.15 越後味噌組合青年部 味噌技術研修会 テンペ製造技術 渡辺 聡 
平 16.11.16 JA 全農新潟 ルレクチエ追熟研修 追熟方法の傾向と対策 佐藤嘉一 
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年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16.11.22 米菓工業協同組合 技術開発専門委員会 うるち米菓乾燥生地の破損要
因について 

吉井洋一 

平 16.12. 3 果実振興協会 ルレクチエ品評会 追熟品質と対策 佐藤嘉一 
平 16.12. 7 県味噌組合 味噌技術研修会 高品質味噌の製造技術 渡辺 聡、 

大養寺真弓 
平 16.12.16 農業大学校 高度研修 テンペ製造技術指導 渡辺 聡 
平 16.12.22 食品流通課 柿輸出に関する検討会 商品性と脱渋技術 佐藤嘉一 
平 17. 1.20 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 魚醤油製造・醤油粕の脱塩等 渡辺 聡 
平 17. 1.21 米菓工業協同組合 技術開発専門委員会 うるち米菓乾燥維持の破損防

止について 
吉井洋一 

平 17. 1.24 果実振興協会 フルーツミセス研修会 ①食品研究センターの概要 
②西洋なしの追熟予測 

佐藤嘉一 

平 17. 1.25 越後味噌組合 講演会 乳酸菌の利用技術 渡辺 聡 
平 17. 1.28 納豆組合 納豆研修会 高品質納豆製造技術 渡辺 聡、 

大養寺真弓 
平 17. 1.28 JA 全農新潟 おけさ柿次年度対策検討会 脱渋経過と品質 佐藤嘉一 
平 17. 2. 3 県職業能力開発協会 味噌技能検定 味噌製造技術 渡辺 聡、 

大養寺真弓 
平 17. 2.16 県味噌技術会 技術情報伝達講習会 味噌に関する最近の話題 渡辺 聡 
平 17. 2.18 納豆組合 現地納豆研修会 高品質納豆製造技術 太養寺真弓 
平 17. 3. 2 JA 全農新潟 ルレクチエ次年度対策検討会 追熟経過と品質 佐藤嘉一 
平 17. 3. 4 朱鷺メッセ・新潟日報

社 
スローフードビジネスセミナー 新潟県食品研究センターの開

発技術 
松本伊佐尾 

平 17. 3. 9 県醤油組合連合会 県醤油組合技術委員会 共同仕込試験検討 渡辺 聡 
平 17. 3.15 越後味噌組合 青年部研修会 現地研修 太養寺真弓 
平 17. 3.17 ギンナン研究会 ギンナン研修会 ギンナンの鮮度保持技術 佐藤嘉一 
平 17. 3.25 五泉市消費者協会 消費者研修会 野菜・果物の鮮度保持 佐藤嘉一 
 
(6) 研修生受け入れ 

氏名 所属 研修目的 受け入れ期間 受け入れ部・科 

田中美穂 石山味噌醤油㈱ 醸造技術の習得、食品知識
の習得、分析技術の習得等 

平 16. 6. 1～ 7.31 穀類食品科 

HUYNH LINH 
THI MAI 

長岡工業高等専門学校 バイオテクノロジーなど
を利用した機能性食品の
開発 

平 16. 8.16～ 8.27 穀類食品科 

溝端友美 新潟薬科大学応用生命
科学部 

農産物（野菜・果物）の加
工・成分分析実験 

平 16. 8.18～ 8.27 穀類食品科 

尾嶌雄也 新潟薬科大学応用生命
科学部 

農産物（野菜・果物）の加
工・成分分析実験 

平 16. 8.18～ 8.27 穀類食品科 

半澤かおり 新潟大学工学部 食品の生化学的研究法に
関する研修 

平 16. 9. 6～ 9.17 園芸特産食品科 

高木康弘 新潟大学工学部 食品の生化学的研究法に
関する研修 

平 16. 9. 6～ 9.17 園芸特産食品科 

安藤香織 新潟大学農学部 穀類加工食品の製造及び
分析実習 

平 16. 9. 6～ 9.17 園芸特産食品科 

 
 
 
 
 
 



118 

－ VI - 12 － 

(7) 実地指導回数 

区  分 工場指導 来所指導 電話・メール指導 

米穀食品 18 115 560 

植物蛋白食品 21 100 457 

菓子甘味食品  8  68 167 

青果物流通  8  68 304 

園芸利用食品  8 103 160 

醸造食品 14 149 245 

生産工学 11  60 95 

生物機能工学  8  72 125 

合計 96 735 2,111 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 加茂市新栄町 2番 25 号 

    建物面積 延 4068.83ｍ2 
 
(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 
運営費 5,236   1,044 35 4,157 
維持管理費 14,751    91 14,660 
経常研究費 3,339   1,437 10 1,892 
ほ場・飼育管理費 0      
受託試験費 0      
種苗供給・指導事業費 482   482   
政策研究費 9,191 800   2,511 5,880 
備品整備費 284     284 
施設整備費 0      
庁舎修繕費 0      
その他 641     641 
合   計 33,924 800 0 2,963 2,647 27,514 
 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

総務課 

 

センター長 

総務課長 

主任 

江川 和徳 

角田 拡延 

小川 麻由美 

園芸特産食品科 

 

 

 

 

 

参事 (園芸特産食品科長) 

専門研究員 

主任研究員 

 〃 

 〃 

研究員 

松本 伊佐尾 

浅野  聡 

渡辺  聡 

佐藤 嘉一 

西脇 俊和 

太養寺 真弓 

穀類食品科 参事(穀類食品科長) 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

 〃 

〃 

臨時的任用職員 

細川 平太郎 

秋本 隆司 

吉井 洋一 

宍戸 功一 

諸橋 敬子 

本間 紀之 

高橋  誠 

小林 祐介 

食品工学科 食品工学科長 

専門研究員 

 〃 

主任研究員 

 〃 

研究員 

中村 幸一 

中島 正晴 

大坪 貞視 

高橋  靖 

佐藤 和人 

野呂  渉 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 

４月１日付 

転 出 

 

 

転 入 

 

 

採 用 

金井 政人 

鍋谷 隆史 

 

本間 紀之 

高橋  誠 

 

野呂  渉 

小林 祐介 

佐渡農業技術センター主任研究員 

小出地域振興局普及課改良普及員 

 

穀類食品科・主任研究員 

穀類食品科・主任研究員 

 

食品工学科・研究員 

臨時的任用職員 

穀類食品科・主任研究員 

穀類食品科・研究員 

 

畜産研究センター・主任研究員 

佐渡地域振興局農林水産振興部・

主任改良普及員 
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 (5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

薬用冷蔵ショーケース SANYO MPR-311D（H） 
 
(6) 派遣研修者 

研修名 研修者名 研修目的 期 間 講師 
農林水産分野依頼
研究員 

太養寺真弓 乳酸菌の機能解析及
び応用技術の開発 

平成 16 年 8月 17 日 
～11 月 16 日 

独立行政法人食品総
合研究所  
応用微生物部  
酵母研究室 

独立行政法人農業
技術研究機構短期
集合研修 

高橋 誠 農林水産試験研究の
ための統計的手法の
応用について研修 

平成 16 年 11 月 8 日 
～11 月 12 日 

独立行政法人農業技
術研究機構  

   
(7) 参観者数 

行政関係 食品企業関係 農業関係 そ の 他 合    計 

1 回 2 回 8 回 2 回 13 回 

10 人 13 人 163 人 29 人 215 人 

 
(8) 無体財産権など 
ア 特許権 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

米粉の製造方法及びその利用食品 有坂将美 
  他２名 

平02-173670 
平02.06.29 

(平04-73979 平04.11.25) 第1866267号 
平06.08.26 

調理食品製造装置（共同） 若林 昭 
  他１名 

平02-323526 
平02.11.27 

(平04-190749 平04.07.09) 第2665825号 
平09.06.27 

微細粒米粉並びにその製造方法並びに 
該当微細粒米粉を利用した加工食品 

江川和徳 
  他２名 

平03-130730 
平03.03.18 

(平04-100002 平07.11.1) 第2077863号 
平08.08.09 

食あんの製造方法 中村幸一 
他１名 

平03-228173 
平03.05.31 

(平06-253766 平06.09.13) 第2623386号 
平09.04.11 

柿羊かんとその製造方法 中村幸一 
  他１名 

平03-349335 
平03.11.01 

(平07-016360 平07.03.01) 第2014578号 
平08.02.02 

乳酸菌を利用した米の処理方法及びそ 
の米を利用した加工食品並びに低タン 
パク質米飯の製造方法 

江川和徳 
  他１名 

平05-44290 
平05.01.25 

(平06-217719 平06.08.09) 第2706888号 
平09.10.17 

無塩発酵漬物の製造方法 吉水 聡 
  他１名 

平05-081035 
平05.03.03 

(平06-253733 平06.09.13) 第2593781号 
平08.12.19 

食品、米及び豆類の処理方法並びに当 
該処理方法により処理された米及び豆 
類を使用した加工食品 

江川和徳 
  他２名 

平07-354087 
平07.12.29 

(平09-182564 平09.07.15) 第 3053565 号 
平 12.04.07 

米粉及び米磨砕乳液の製造方法 江川和徳 
  他２名 

平07-354088 
平07.12.29 

(平06-217719 平06.08.09) 第 3061561 号 
平 12.04.28 

冷凍サイクルを用いた追熟システム(共 
同) 

浅野 聡 
  他１名 

平09-043956 
平09.02.27 

(平10-234293 平10.09.08) 第 3413046 号 
2003.03.28  

米に付着した細菌及び酵母菌を除去す 
る細菌及び酵母菌の除去方法並びに低 
タンパク質米の製造方法 

江川和徳  
  他２名 

平09-187641 
平09.06.28 

(平11-9204 平11.01.19) 第 3174747 号 
2001.03.30 

豆腐の製造方法 有坂将美 
  他２名 

平09-304739 
平09.11.06 

(平11-137203 平11.05.25)  
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－ VI - 15 － 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

サワーブレッドの製造方法 
（共同） 

中村幸一 
 他１名 

平10-98352 
平10.03.25 

(平11-266775 平11.05.25) 第 3180900 号 
2001.04.20 

小麦粉の代替品となる米粉の製造方法 
及び当該米粉を使用した加工食品 

江川和徳 
 他３名 

平10-358139 
平10.12.16 

(2000-175636 平 12.06.27) 第 3076552 号 
平 12.06.09 

柿渋利用食品の製造方法及び米加工品 
の製造方法 

江川和徳 
  他７名 

平10-358871 
平10.12.17 

(2000-175639 平 12.06.27) 第 3086679 号 
平 12.07.07 

粳米加工製品の製造方法、餅状整形体 
の製造方法及びα粉の製造方法 

江川和徳 
  他３名 

平10-374365 
平10.12.28 

(2000-189086 平 12.07.11) 第 3295654 号 
2002.04.05 

γ-アミノ酪酸の生成方法及びγ-アミ 
ノ酪酸を含む食品 

大坪貞視 
  他４名 

平11-7366 
平11.01.14 

(2000-201651 平 12.07.25) 第 3299726 号 
2002.04.19 

コンニャクの製造方法 金井政人 
  他２名 

平11-41976 
平11.02.19 

(2000-236822 平 12.09.5)  

アミノペプチダーゼ及びその製造法（共
同） 

西脇俊和 
 他２名 

平11-355619 
平11.12.15 

(2001-169779 2001.06.26) 第 3388264 号 
2003.01.17 

米の処理方法 江川和徳 
  他３名 

2000-89096 
平12.03.28 

(2001-269127 2001.10.02)  

サクラの赤色色素を用いた食品の着色 
方法及びモモの赤色色素を用いた食品
の着色方法 

中村幸一 
  他４名 

2000-89097 
平12.03.28 

(2001-269134 2001.10.02)  

イチゴ培養細胞を用いたアントシアニ
ンの製造方法 

浅野 聡 
 他５名 

2000-99688 
平12.03.31 

(2001-275694 2001.10.09)  

高機能食品及びその製造方法 諸橋敬子 
 他３名 

2000-99689 
平12.03.31 

(2001-275612 2001.10.09) 第 3425406 号 
2003.05.02 

豆乳カードの製造方法 金井政人 
 他３名 

2000-124440 
平 12.04.25 

(2000-312564 2000.11.14) 第 3533144 号 
2004.03.12 

マイタケを用いた高機能食品の
製造方法 

吉水 聡 
 他５名 

2000-156548 
平 12.05.26 

(2001-333732 2001.12.04)  

米菓の製造方法（オーブン利用） 鍋谷隆史 
 他２名 

2000-357179 
平 12.11.24 

(2002-153215 2002.05.28)  

高イソフラボン含有豆腐の製造方法及
び高イソフラボン含有豆腐 

楠 正敏 
 他２名 

2000-360725 
平 12.11.28 

(2002-159274 2002.06.04)  

豆乳の製造方法及び当該豆乳が
利用された食品 

金井政人 
 他８名 

2000-385541 
平 12.12.19 

(2002-186438 2002.07.02)  

米菓の製造方法（温水に浸漬） 吉井洋一 
 他２名 

2000-385540 
平 12.12.19 

(2002-186426 2002.07.02)  

大豆を用いた調味料の製造方法 渡辺 聡 
 他２名 

2001-220953 
H13.07.23 

(2003-024003 2003.01.28)  

味噌の製造法 渡辺 聡 
 他４名 

2001-289224 
H13.09.21 

(2003-093012 2003.04.02) 第 3624213 号 
2004.12.10 

大豆粉砕物の製造方法及び大豆
含有食品 

中村幸一 
 他１名 

2001-218512 
H13.07.18   

(2003-023989 2003.01.28) 第 3590951 号 
2004.09.03 

テロメラーゼ阻害剤及び食品組
成物 

大坪貞視 
 他２名 

2001-256589 
H13.08.27 

(2003-061615 2003.03.04)  

沢庵臭の除去方法 西脇俊和 
 他１名 
 

2002-208202 
H14.07.17 

(2004-049040 2004.02.19)  
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－ VI - 16 － 

発 明 の 名 称 発明者 
出願番号 
出願年月日 

特許広報広告 
年月日・番号 

(公開広報 番号・年月日) 
特許登録番号・年月日 

菓子の製造方法 中村幸一 
 他３名 

2002-221757 
H14.07.30 

(2004-057110 2004.02.26)  
 

柿渋の製造方法 佐藤嘉一 
 他１名 

2002-231968 
H14.08.08 

(2004-065174 2004.03.04) 第 3629563 号 
2004.12.14 

桑の処理方法、桑微粉末の製造方
法、桑抽出物の製造方法及び桑含
有食品 

中島正晴 
 他２名 

2002-318837 
H14.10.31 

(2004-147605 2004.05.27)  

抗菌剤および抗歯周病剤 佐藤和人 
 他４名 

2002-364053 
H14.12.16 

(2004-196672 2004.07.15)  

パン製造用の米粉及び米粉を用
いたパンの製造方法 

中村幸一 
他１名 

2004-64815 
H16.03.08 

  

 

(9) 栄 誉 

科名・職名 氏 名 栄 誉 名 受賞年月日 栄 誉 の 概 要 

センター長 江川 和徳 農業技術功労賞・並
河賞 

平 16.10. 7 無菌包装切餅及び無菌包装米飯、低
蛋白質米飯、パン用米粉の開発等の
米の利用技術開発による食品産業
の振興に貢献したことが高く評価
されて受賞に至った。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VII 高冷地農業技術センター 組

高冷地農業技術センター長

庶  務 

地域農業研
織構成図
 

 

究 
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－ VII - 3 － 

１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

経常     (1) 雪等の地域資源利用による地域特産品の新差別化技術の

開発 

701  ア 地中冷房システムによる新作型の検討 

702  イ 地中冷房システム利用技術の開発 

 

平15～17  

 

高冷地農技 

     〃 

県事 703 (2) 大豆奨励品種決定調査 

 

昭54～ 高冷地農技 

国委 704 (3) 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 

 

平15～ 高冷地農技 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

701 地中冷房システムによる新作型の検討 (横山) 

雪ムロから排出される融雪水を利用した地中冷房

システムを利用して夏期にイチゴの四季成り性品種

「ペチカ」を栽培した。高温期に冷房を行うことによ

り秀品果収量が増加し、地中冷房より地表冷房の方が

多かった。 

702 地中冷房システム利用技術の開発 (横山) 

融雪水を地表及び地中(地下 10 ㎝)に敷設した鋼管

に、サーモスタットで通水を制御させ地温を抑制する

地中冷房システムの能力評価を行った。その結果、地

中冷房、地表冷房のいずれも地温抑制効果が得られ、

真夏日であっても昼間は設定温度で制御可能であっ

た。 

703 大豆奨励品種決定調査 (横山) 

準高冷地に適した大豆品種の選定に向け、晩生系統

１品種、小粒種２品種を検討した。本年度は９月下旬

より１０月上旬にかけて降雨が多く、この時期に成熟

期を迎えた品種はムレ、霜害により品質が低下した。

供試品種のうち晩生系統の東山１９９号がやや有望

であった。小粒品種の東山２０４号、東山２０７号は

再検討とした。 

704 小豆ウイルス病抵抗性特性検定試験 (横山) 

北海道立十勝農業試験場から配布の17品種･系統に

ついて、ウイルス病に対する抵抗性の程度を検定した

が、本年はウイルスは確認できなかった。
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成17年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 

 

【普及技術】 

(なし) 

 

 

1 

 

2 

【活用技術】 

アスパラガス立茎長期収穫栽培の収穫開始1～3年目における立茎開始時期と

収穫量 

アスパラガスの立茎長期どり栽培における有望品種「スーパーウェルカム」 

 

高冷地農技、園芸研 

 

高冷地農技 

 

イ 研究成果情報 

(ア)研究情報 (平成17年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 (なし)  
 
(イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成16年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)  

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

 ア 学会誌等投稿 
   該当なし 
 
 イ 講演発表 

発 表 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学 会・研 究 会 名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 開催年月日

雪ムロ貯蔵根株利用によるリアトリス抑制栽培の品質向上

（大竹孝夫） 

園芸学会北陸支部  平16.12.03
～04 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平16.8 

平16.9 

平16.10 

平16.12 

平17.1 

安藤健介 

〃 

〃 

〃 

大竹孝夫 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 
開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 
平16. 8. 2 農林水産業成果発表会 100 横山和男 

 
(3) 農業大学校 
  該当なし 
 
(4) 農業技術学院 
  該当なし 
 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平16.5.12 津南町役場 特産品講習会 地域特産品の導入法 

 

横山和男 

平16.8.4 園振協中魚沼支部園芸部会 中魚沼アスパラガス研修

会 

アスパラガス栽培技術

指導 

大竹孝夫 

平16.10.7 園振協中魚沼支部園芸部会 中魚沼アスパラガス研修

会 

アスパラガス栽培技術

指導 

安藤健介 

 
(6) 研修生受け入れ 

  該当なし 
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４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

      所在地 中魚沼郡津南町大字中深見乙7910 

      敷地面積 46,541.32ｍ2(圃場面積3.35ha) 

      建物面積 1,452.79ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財  源  別 
科    目 予算額 

国庫 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 2,510   777 34 1,699 

維持管理費 3,527    20 3,507 

経常研究費 1,500   700  800 

ほ場・飼育管理費 769     769 

受託試験費 2,213    2,213  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 2,751      

備品整備費 76      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 0      

合   計 13,270 0 0 1,477 2,267 6,775 

 

(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務) 

(研究) 

 センター長 

 副  参  事 

 専門研究員 

 主任研究員 

鈴木 一好 

石野 勇 

横山 和男 

大竹 孝夫 

(研究) 研究員 

 〃 

技術員 

 〃 

安藤 健介 

横山 泰之 

桑原 義久 

樋口 晴人 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成16年 

４月１日

付 

転 出 

 

転 入 

 

泉澤 芳久 

山代千加子 

石野 勇 

横山 和男 

小出病院・経営課長 

病害虫防除所・副参事 

高冷地農技・副参事 

高冷地農技・専門研究員 

高冷地農技・副参事 

高冷地農技・専門研究員 

十日町農地・農用地係長 

中山間地農技・専門研究員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

自動車 小型貨物 
 

(6) 派遣研修者 

該当なし 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 

6回 192名 5回 53名 3回 48名 293名 
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(8) 無体財産権など 

  なし 

 

(9) 栄 誉 

  該当なし 
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５ 気  象 

観測場所：農業総合研究所・高冷地農業技術センター 

    （中魚沼郡津南町中深見、北緯36度59分、東経138 度41分、標高452m） 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr) 積雪深(cm) 

年月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

平16 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

平17 1 

 2 

 3 

9.3 

15.6 

19.7 

23.9 

23.1 

20.7 

13.0 

9.5 

3.3 

-1.3 

-1.9 

0.7 

7.8 

14.1 

18.5 

21.9 

23.4 

18.9 

12.8 

7.0 

1.7 

-1.3 

-1.5 

1.5 

15.4 

20.5 

24.4 

28.3 

27.9 

25.1 

16.9 

13.5 

7.0 

1.7 

1.5 

4.9 

12.5 

19.1 

22.5 

25.8 

27.6 

22.7 

16.7 

10.9 

4.8 

1.4 

1.4 

4.9 

4.0 

11.2 

15.7 

20.1 

18.9 

17.0 

9.0 

5.6 

-0.2 

-4.6 

-6.1 

-4.1 

3.5 

9.4 

14.9 

18.8 

19.8 

15.5 

9.0 

3.4 

-1.2 

-4.3 

-4.9 

-2.1 

58 

204 

133 

165 

115 

174 

380 

87 

246 

305 

196 

124 

81.5 

105.3 

136.5 

177.8 

155.0 

183.1 

147.4 

160.3 

207.5 

237.4 

172.6 

113.8 

188.3 

111.5 

124.8 

154.5 

159.5 

121.4 

111.3 

98.4 

86.0 

66.5 

62.1 

100.8 

157.2 

149.4 

96.8 

105.0 

146.1 

99.6 

118.6 

107.4 

90.7 

68.7 

76.3 

111.1 

89.0 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

0.0］ 

95.0］ 

276.0］ 

369.0） 

320.0 

90.3 

3.1 

- 

- 

- 

- 

- 

2.8 

41.3 

144.1 

228.8 

205.7 
 (注) 1 気温・降水量・日照時間の平年値は気象台の平均値を示す。 
 2 気温については月間平均値を、降水量、日照時間については月間合計値を示す。 
 3 積雪深は午前９時積雪深の平均値を示す。 
 4 積雪深の平年値は午前９時積雪深の過去30年間(昭46年11月～平13年5月)の平均値を示す。 
 5 ）は準完全値（資料数の割合が80％以上）、］は資料不足値（資料数の割合が80％以下）を示す。 
 

 

(2) 雪の総括 

根雪初日 根雪終日 根雪日数（日） 最深積雪(cm) 同左月日 

当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 当年 平年 

平15 平16 平15 平15 平16 

12.8 4.15 132 234 2.1 

平16 平17 平16 平16 平17 

12.21 

12.9 

5.3 

4.24 

134 

137 

369 

293 

2.12 

2.14 

 

(注) 平年は昭和50年11月～平16年4月の平均値を示す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

VIII中山間地農業技術センター  組織構成図 

中山間地農業技術センター長 

庶  務 

地域農業研究 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課  題  名 年 次 分  担 

県特     (1) 中山間地域特産園芸品目の高品質安定生産技術の確立 

 ア カリフラワー花芽分化要因の解明と異常花らい発生回避

法の開発 

801  （ア）カリフラワーの花芽分化時期の検討 

802 （イ）MSD-722 の 10 月中～下旬収穫における品質の検討 

803 （ウ）パールホワイトの 9月下旬から 10 月上旬収穫における

品質の検討 

     イ 魚沼を対象としたスイカの１株４果どり技術の開発と小

玉スイカ栽培技術の確立 

804  （ア）大玉スイカの改良整枝１株４果着果の検討 

805 （イ）密閉トンネルの省力栽培方法の検討 

   ウ ブルーベリーの多雪地域向け優良品種の選定 

806 （ア）ブルーベリーの中山間地における品種比較 

807 （イ）ブルーベリーのポット栽培の適応性 

808 （ウ）ブルーベリーの露地栽培とポット栽培の管理の違いに

よる比較 

   エ ヒガンバナの野鼠被害軽減効果の検証と大量増殖法の確

立 

809 （ア）ヒガンバナのアレロパシー効果の確認 

 

平 16～18 

 

 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

〃 

〃 

 

〃 

〃 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要

805 カリフラワーの花芽分化時期の検討 (渡辺) 

魚沼地域の主要カリフラワー品種の花芽分化と葉

分化数、定植からの日数および気温との関係を調査し

た。                      

802 MSD-722 の 10 月中～下旬収穫における品質の検

討 (渡辺) 

MSD-722 は 10 月収穫でﾌｨｰｼﾞｰ、ﾗｲｼｰなどの障害発

生が少なく品質が高かった。 

803 パールホワイトの 9 月下旬から 10 月上旬収穫に

おける品質の検討 (渡辺) 

パールホワイトは 9 月下旬から 10 月上旬収穫でﾌｨ

ｰｼﾞｰ、ﾗｲｼｰなどの障害発生が少なく品質が高かった。 

804 大玉スイカの改良整枝１株４果着果の検討 

 (長谷川) 

１株４果着果と施肥量の関係は判然としなかった。 

805 密閉トンネルの省力栽培方法の検討 (長谷川) 

株間を広げ苗数を減らす場合は、慣行の親１０節摘

心子づる着果では大玉で空洞果が多く発生すること

から、親３節摘心子づる５節摘心の孫づるに着果が有

効と思われる。 

806 ブルーベリーの中山間地における品種比較 

 (今井) 

ブルーベリーは株養成の段階であるが、品種別の生

育および収穫特性が明らかになった。 

807 ブルーベリーのポット栽培の適応性 (今井) 

定植１年目においては、ラビットアイ系品種は旺盛

な生育を示した。 

808 ブルーベリーの露地栽培とポット栽培の管理の

違いによる比較 (今井) 

施肥・かん水・pH の違いが生育に影響を及ぼすこ

とが確認できた。 

809 ヒガンバナのアレロパシー効果の確認 (長谷川) 

平成１６年度ヒガンバナを植え付けし、消雪後のモ

グラ、野ねずみの痕跡を確認する。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報（平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】 

(なし) 

 

 

1 

 

2 

3 

4 

【活用技術】 

水稲育苗ハウスの後利用におけるちんげんさいおよびこまつなの春～秋まき作

型 

おおばぎぼうし（うるい）の露地栽培における収穫方法 

10 月中～下旬収穫で高品質なカリフラワー品種「MSD-722」 

中山間地域における小輪系アスターの作型 

 

中山間地農技 

 

〃 

〃 

〃 

 

イ 研究成果情報 

(ア) 研究情報（平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 

2 

オリエンタル系ユリ球根養成栽培におけるたん水が球根形成におよぼす影響 

中山間地域におけるブルーベリーの収穫期および果実品質特性 

中山間地農技 

〃 

 

   (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

 (なし)  

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 

(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 

   なし 

 

 イ 講演発表 

発 表 課 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学会・研究会名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 

開催年月日 

オリエンタル系ユリに関する研究 
（大塚英昭） 

第9回国際花卉球根シンポジウム（シ
ンポジウム要旨集） 

平 16.4.19
～22 

カリフラワー‘しろやま55’および‘ＮＡ－４３’の花芽
分化に関する研究 
（渡辺祐輔） 

園芸学会北陸支部平16大会（平16園芸
学会北陸支部研究発表要旨） 

平 16.12.3
～4 
  

オリエンタル系ユリに関する研究 
（大塚英昭）  

園芸学会北陸支部平16大会（平16園芸
学会北陸支部研究発表要旨） 

平 16.12.3
～4 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 

あぐりにいがた (社)新潟県農林公社 平 16.6 

平 17.2 

渡辺祐輔 

長谷川秀夫 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 16.8.2 平成 16 年度新潟県農林水産業試験研究成果発表会 100 長谷川秀夫 

 

(3) 農業大学校 

  なし 

 

(4) 農業技術学院 

  なし 

 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16.10.8 北越農事株式会社 生産者研修会 法面被覆植物ヒメイワダレソ

ウの開発と今後の課題 

長谷川秀夫 

平 16.10.14 県農産園芸課 オリエンタル系ユリ生産者研

修会 

オリエンタル系ユリの氷温貯

蔵技術について 

大塚英昭 

平 17.1.31 糸魚川地域振興局農

林振興部 

山菜振興に係る生産者と関係

機関等連携会議 

うるいの振興方策について 渡辺祐輔 

 

(6) 研修生受け入れ 

  なし 



136 

－ VIII - 6 － 

４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

    所 在 地 新潟県北魚沼郡川口町牛ケ島 135-1 

    建物面積 4,182 ｍ2（2,436 ｍ2） 

    圃場面積 畑 6.0 ha 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 3,342    32 3,310 

維持管理費 5,808     5,808 

経常研究費 1,269     1,269 

ほ場・飼育管理費 1,913   45  1,868 

受託試験費 366    366  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 2,640      

備品整備費 0      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 17,735      

合   計 33,073 0 0 45 398 12,255 

 

(3) 職員一覧 

所  属 職  名 氏  名 所  属 職  名 氏  名 

 

(庶務) 

 

(研究) 

 

センター長 

副参事 

技術員 

専門研究員 

主任研究員 

小林 好雄 

高橋 廣敏 

青木 忠 

長谷川 秀夫 

大塚 英昭 

(研究) 研究員 

技術員 

〃 

〃 

渡辺 祐輔 

大渕 昇 

廣井 伸昭 

廣井 一 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 

4 月 1 日付 

転 入 長谷川秀夫 

 

中山間地農技・専門研究員 

 

中越農政事務所・係長 

 

 転 出 横山和男 高冷地農技・専門研究員 中山間地農技・専門研究員 

平成 16 年 

6 月 30 日付 

退 職 廣井伸昭  中山間地農技・技術員 

 

(5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

なし  

 

(6) 派遣研修者 

  なし 
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(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合 計 

515 23 33 571 

 

(8) 無体財産権など 

ア 特許権 

発 明 の 名 称 

 

 

発明者 

 

 

出願番号 

出願年月日 

 

   特許広報広告 

年月日・番号 

（公開広報 番号・年月日） 

特許登録番号・年月日 

 

 

紙シルクの製造装置及び紙

シルクの製造方法 

吉原常男 

他１名 

平 11-133028 

平 11.5.13 

(2000-316422 平 12.11.21) 

 

第 3306025 号 

 平 14.5.10 

緑化工法 横山和男 

他３名 

2001-136651 

平 13.5.7 

(2002-330622  平 14.11.19)  

育苗採取方法とその貯蔵方

法 

横山和男 

他３名 

2001-136650

平 13.5.7 

(2002-330626  平 14.11.19)  

 

(9) 栄 誉 

該当者なし 
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５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・中山間地農業技術センター 

  (北魚沼郡川口町牛ケ島 135－1、北緯 37 度 17 分、東経 138 度 51 分、標高 135m) 

本年値：平 16、平年値：昭和 60～平 15 の平均値 

(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 降水量(mm) 日照時間(hr） 

月 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

1    0.2   -0.1    3.6    2.9   -2.3  -2.9   351.0  432.1   50.4   44.8 

2    1.4    0.1    5.8    3.7   -1.9  -3.1   403.0  296.2   85.2   67.8 

3    3.0    2.9    9.2    7.4   -1.5  -1.2  128.5  181.6  131.4  110.1 

4   10.4    9.4   17.4   15.6    4.2   3.8   98.5  104.7  175.0  156.0 

5   16.3   15.7   21.9   21.5   11.7   10.2  222.0  118.5  110.4  164.8 

6   20.3   20.1   26.0   24.8   15.5   15.8   95.0  167.4  121.0  114.5 

7   24.7   23.9   29.6   28.4   20.9   20.0  447.5  223.1  153.1  130.5 

8   24.0   25.4   29.2   30.4   19.7   21.1  103.0  165.3  158.3  176.8 

9   21.5   20.8   26.4   25.4   18.1   16.9  234.0  174.4  109.2  116.9 

10   14.2   14.4   19.1   19.2   10.9   10.2  334.5  178.0   81.6  117.1 

11 10.4    8.1   15.3   12.9    6.6    4.0  254.5  274.4   65.5   82.7 

12  3.9    2.8    7.9    6.3    0.8   -0.3  409.5  378.9   65.1   58.4 

年計   12.6   12.0   17.6   16.6    8.6    7.9 3080.5 2694.6 1 1306.2 1340.4 

(注) 1 気温、積雪深については平均値、降水量、日照時間については合計値である。 

   2 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪溢水式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 

 

(2) 雪の総括 

平年値：昭 45～平 13 の平均値 

初雪月日 終雪月日 根雪初日 根雪終日 根雪日数(日) 最深積雪(cm) 同左月日 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

11.30 11.18 3.31 4. 3 12.22 12.18 5.6 4.15 136 120 329 233 2.12 2.11 

(注) 雪に関するデータについては、当該年度秋から翌年消雪（平 16 秋～平 17 消雪）を本年値とする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IX 佐渡農業技術センター 
 

組

佐渡農業技術センター長

庶  務

作物研

園芸研

地域農業研究
織構成図
 

究グループ 

究グループ 
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１ 研 究 概 要 

(1) 研究課題及び調査事業一覧 

予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

県事 901 (1) 水稲奨励品種決定調査 昭 35～ 作 物 

県事 902 (2) 大麦奨励品種決定調査 昭 53～ 作 物 

県事 903 (3) 大豆奨励品種決定調査 昭 52～ 作 物 

経常     (4) 佐渡産米の高品質および環境保全型水稲栽培技術の確立 

     ア 佐渡産米の良食味、高品質栽培技術の開発 

      (ア) 水条件不利地におけるコシヒカリ安定栽培技術の検討 

904    a 「こしいぶき」の現地調査 

905    b 「コシヒカリ」の現地調査 

906   (イ) コシヒカリ穂肥施肥法の改善 

907   (ウ) 佐渡における「こしいぶき」安定栽培 

908   (エ) 「新潟 71 号」の施肥及び裁植密度との関係 

     イ 環境にやさしい栽培法の検討 

909 (ア) 発酵鶏ふんの連年施用での施肥法 

910 (イ) 佐渡における水田抑草資材の検討 

     ウ  水稲の生育診断、予測技術と情報の提供 

911   (ア) 水稲気象感応調査 

912  エ  佐渡におけるしめ縄用品種の生育特性 

   オ 大豆等の生育診断と地域情報の提供 

913   (ア) 大豆気象感応調査 

914   (イ) 島内未利用有機資材の大豆栽培への利用と影響 

915   (ウ) 景観形成・荒廃防止を目的として佐渡に適した夏そば

の選定 

 

 

 

平 15～17 

〃 

平 8～ 

平 15～17 

〃 

 

〃 

〃 

 

昭 47～ 

平 15～16 

 

昭 60～ 

平 15～17 

 〃 

 

 

 

作 物 

  〃 

  〃 

  〃 

  〃 

 

〃 

  〃 

 

  〃 

  〃 

 

  〃 

〃 

  〃 

   

受託     (5) 水稲新農薬の適応試験 

916  ア 新除草剤の適応性試験 

 

平 16 

 

作 物 

    (6) 観光ニーズに対応したおけさ柿の高品質栽培技術の確立 

 ア 生態・生育調査 

917   (ア) 生態・生育調査 

918   (イ) 霜害対策 

  (ウ) 霰被害樹に関する調査 

919  ａ 摘らいの効果 

920  イ 「朱鷺乙女」の特性調査 

921  ウ 環状剥皮による早期着色、大玉生産 

 エ おけさ柿の減農薬栽培技術の開発 

922     ａ 病害虫発生状況調査 

923     ｂ  カバークロップ 

     オ カキの病害虫防除技術 

924 (ア) チャノキイロアザミウマの発生消長 

経常 

925  (イ) カメムシ類の発生消長 

 

 

昭 58～16 

平 16 

 

〃 

平 12～16 

平 16 

 

平 15～16 

平 16 

 

昭 51～16 

平13～16 

 

 

園 芸 

 〃 

  

〃 

 〃 

 〃 

  

 〃 

 〃 

  

 〃 

〃 
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予算 

区分 
課 題 名 年 次 分  担 

 926  （ウ）麟翅目害虫の発生消長 

   カ 新農薬実用化試験 

927  （ア）チャノキイロアザミウマの防除効果の確認 

928  （イ）ハマキムシ類の防除効果の確認 

平15～16 

 

平 16 

〃 

園 芸 

  

 〃 

 〃 

若手     (7) 佐渡の新しい特産「トキ色メロン」の生産技術の確立 

929  ア 「トキ色メロン」として適品種、果色発現と果実品質の

関係解明 

     イ 収量向上のための栽培様式の解明と収益性の向上 

930 (ア) セル成型苗利用技術の検討 

931 (イ) 仕立て方法の検討 

932 (ウ) 着果個数の検討 

933  ウ 「トキ色メロン」として生産できる作期、作型の確定 

934  エ 業務利用や観光客向けの宣伝・効果 

 

平15～16 

 

 

〃 

〃 

  〃 

 〃 

  〃  

 

園 芸 

 

 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 〃 

 

(2) 研究成果及び調査事業概要 

本年は、台風 15 号の潮風害のため、特に水稲では

収量および品質について十分な検討ができなかった。 

柿では、４月 24 日の霰、６月 21 日の台風６号による

フェーン現象、８月 18 日～９月８日の台風 15、16、

18 号による集中豪雨、潮風害で被災し、生育に異常

がみられ、収穫は皆無となった。 

901 水稲奨励品種決定調査 (佐藤) 

極早生１系統、早生２系統、中晩生８系統を供試し、

極早生１系統、早生２系統をやや有望とした。中晩生

については台風による潮風害のため判定保留とした。 

902 大麦奨励品種決定調査 (金井、渡邉) 

１系統を供試し、「北陸皮 35 号」を再検討とした。 

903 大豆奨励品種決定調査 (金井) 

中晩生１系統、極小粒２系統を供試し、極小粒２系

統をやや有望～再検討とした。 

904 「こしいぶき」の現地調査 (金井、佐藤) 

相川地区の水不足地における「こしいぶき」の生育

把握を行なった。生育は概ね目標どおりに推移してい

たが、潮風害により収量、品質は劣った。 

905 「コシヒカリ」の現地調査 (佐藤) 

水不足地域の「コシヒカリ」の現地調査を行った結

果、田植え直後から深水管理となり、初期分げつの発

生は少なく、生育が後ずれした。有効茎歩合が低下し

穂数減となった。 

906 コシヒカリ穂肥施肥法の改善 (金井) 

佐渡地域におけるコシヒカリ２回目の穂肥時期、種

類について検討した。夏期の干ばつや潮風害により明

確な結果がでなかった。 

907 佐渡における「こしいぶき」安定栽培 (金井) 

佐渡地域における「こしいぶき」の様々な条件下で

の生育を確認した。基肥量は概ね慣行並みが良く、栽

植密度による大きな違いはなかった。 

908「新潟 71 号」の施肥及び裁植密度との関係 

 (佐藤) 

大豆跡用水稲優良系統「新潟７１号」の生育につい

て水稲連作ほ場において、施肥量と裁植密度を変えて

検討した結果、施肥量に関係無く、裁植密度 18 株／

㎡が収量・品質ともに安定していた。 

909 発酵鶏ふんの連年施用での施肥法 (佐藤) 

発酵鶏ふんの連年施用効果について検討を行った

結果、２年連続して発酵鶏ふんを減らした区で、生育

が劣ったため、減肥は１年のみ可能と思われた。また、

土壌条件や発酵鶏ふんの種類による違いも大きいと

示唆された。 

910 佐渡における水田抑草資材の検討 (佐藤) 

水稲除草剤に代わる除草方法として米ぬかペレッ

ト、菜種油かす、液体マルチ、ドジョウついて検討し

た結果、米ぬか、菜種油かすともに液体マルチを併用

することによって、抑草効果が高まり、また、ドジョ

ウによる抑草効果も高いことが認められた。 

911 水稲気象感応調査 (佐藤) 

水稲基幹栽培品種の生育状況を定期的に調査し、気

象と生育、作柄情報を関係機関に提供した。生育期間

を通じやや茎数は少なめに推移し、出穂期は平年並み

～２日早かった。台風 15 号の潮風害により、収量は

５月 10 日植コシヒカリで平年比 19％となった。佐渡

の作況指数は 51 であった。 

912 佐渡におけるしめ縄用品種の生育特性 (佐藤) 

伊勢錦はコシヒカリより出穂期で 27 日遅い。青刈

り時の草丈は長く、葉色濃く、乾燥重もやや多い。越
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前はコシヒカリより出穂期で７日遅い。青刈り時の草

丈やや短く、乾燥重も少ない。実取らずはコシヒカリ

よりも出穂期で 20 日遅い。青刈り時の草丈は長いが、

葉色淡い。以上より、伊勢錦が有望と考えられた。 

913 大豆気象感応調査 (金井) 

エンレイの播種期ごとの生育経過や収量調査を行

い、現地情報を関係機関に提供した。生育期間中は気

温が高く開花期が早かった。成熟期は平年より２日遅

かった。潮風害により、有効莢数が少なく収量は平年

比 70％程に低下し、変質粒が多かった。 

914 島内未利用有機資材の大豆栽培への利用と影響

 (金井) 

生ゴミ堆肥施用による生育や品質への影響を検討

した。生育、収量、品質（成分）に、化成肥料や牛糞

堆肥との差は見られず、生ゴミ堆肥のみでの栽培に問

題はなかった。土壌改善効果については確認できなか

った。 

915 景観形成・荒廃防止を目的として佐渡に適する夏

そばの選定 (金井) 

夏そば３品種と「羽茂在来」を供試し、景観形成作

物として利用可能かどうか検討した。羽茂在来は主茎

長が長くなり、開花期間も長いため、景観作物として

適していた。 

916 新除草剤の適応性試験 (佐藤) 

移植栽培の一発処理剤 20 剤について検討した結果、

19 剤は薬害もなく効果も認められたことから実用可

能と判定した。 

917 生態・生育調査 (伊藤) 

発芽、展葉は平年より３～７日早かった。４月 24

日の霰被害により新梢停止は前年より 21 日遅れ、新

梢長は短く、葉数は少なかった。満開は６月６日で平

年より２日早かった。着らい数は平年より少なかった。

開花前の落花、開花後の生理落果が多発し果実数は平

年比約 30%となった。台風による潮風害で９月６日の

落果率は平核無が 83％、刀根早生が 70％、落葉率は

両品種とも 90％だった。 

918 霜害対策 (伊藤) 

催芽期（平成 16 年３月 17 日）以降から発芽期（４

月２日）にかけて常発ほ場で霜害が発生した。通常の

気象観測地点で０℃以下となったときに常発地で霜

害が発生しやすい条件となった。被害はほ場の防風樹

帯に近い樹の地上１～1.5m の部位に集中した。通常

の気象観測で常発地の霜害発生を推測できると考え

られた。 

919 摘らいの効果 (伊藤) 

霰被害による展葉初期の落葉は新稍伸長停止の遅

延と生理落果を誘発した。従来の摘らいによる生理落

果の防止効果はみられなかった。 

920 「朱鷺乙女」の特性調査 (伊藤) 

「刀根早生」と比較して発芽、展葉は並からやや早

かった。開花は並だった。着らい数は少なかった。霰

被害により生理落果は多く、生理落果率は刀根早生よ

り高かった。 

921 環状剥皮による早期着色、大玉生産 (伊藤) 

側枝の環状剥皮は果実肥大促進効果がみられた。満

開期の 40 日後に側枝基部の直径と同等の巾を剥皮し

た場合は肥大が最も優れた。 

922 病害虫発生状況調査 (伊藤) 

慣行17剤に対し11剤と６剤の防除効果について検

討した。円星落葉病の発生はみられなかった。虫害は

全体で少なかったが、減農薬区ではカイガラムシ類の

発生がみられた。全般的に実用性はあると考えられた。

ただし、気象災害等による突発的な防除の追加を検討

する必要があると考えられた。 

923 カバークロップ (伊藤) 

減農薬区の抑草手段としてヘアリーベッチ、ヒメイ

ワダレソウによるグランドカバーの手法を検討した。

春播きではカバークロップの繁茂に日数を要したが、

ヘアリーベッチでは７月下旬、ヒメイワダレソウでは

９月中旬まで抑草効果がみられた。 

924 チャノキイロアザミウマの発生消長 (伊藤) 

発生確認は５月第１半旬で近年並に早かった。その

後発生はほとんどみられず、総誘殺数は 13 頭で平年

比８％だった。場内の被害果率は確認できなかった。 

925 カメムシ類の発生消長 (伊藤) 

本年の総誘殺数は 128 頭で平成 13 年度に次いで多

かった。ただし、チャバネアオカメムシの誘殺数は平

成 13 年度の 21％だった。９月第２半旬からクサギカ

メムシも含めて誘殺数が増加し、10 月第６半旬まで

果実への寄生、加害が続いた。総合的な生態の把握が

必要と考えられた。 

926 麟翅目害虫の発生消長 (伊藤) 

性フェロモントラップによりチャハマキ、チャノコ

カクモンハマキ、ハスモンヨトウの雄成虫の誘殺数の

経過を調査した。ハマキムシ類は前年より早い７月第

２半旬に誘殺ピークがみられた。ハスモンヨトウは初

発確認が前年より１カ月早い６月第１半旬で、総誘殺

数も前年比 250％の 1043 頭だった。 

927 チャノキイロアザミウマの防除効果の確認 

 (伊藤) 

殺虫剤１剤について検討した。害虫及び被害の発生

がみられず実用性は判定できなかった。薬害はみられ

なかった。 

928 ハマキムシ類の防除効果の確認 (伊藤) 

殺虫剤２剤について検討した。台風被害等により実

用性は判定できなかった。薬害はみられなかった。 
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929 「トキ色メロン」として適品種、果色発現と果実

品質の関係解明 (小池) 

「トキ色メロン」のイメージに一番相応しいのは

「グランドール」であった。果肉内の発色は収穫１週

間後である。 

930 セル成型苗利用技術の検討 (小池) 

セル苗の方が生育が良く、セル苗とポット苗の果実

品質に差は見られなかったので、セル苗は有効である

と考えられた。 

931 仕立て方法の検討 (小池) 

斜め誘引することにより、定植株数を約 15％増や

すことができ、収量を増加することができる。 

932 着果個数の検討 (小池) 

５果着果では果実品質や着果率が悪いので、４果着

果の方が良いと考えられた。 

933 「トキ色メロン」として生産できる作期、作型の

確定 (小池) 

潅水管理や樹勢の維持を改善することにより７月

どり、８月どりのトキ色メロンの栽培は可能であり、

グランドールの適応性は高いと思われた。 

934 業務利用や観光客向けの宣伝・効果 (小池) 

話題性は高く、生産量の確保、提供時期の徹底、宣

伝の強化などにより今後、新特産品として定着する可

能性は高いと思われた。 
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２ 研 究 成 果 

(1) 新技術情報 

ア 普及に渡した技術情報 (平成 17 年度新潟県農林水産業研究成果集に掲載) 

No. 成  果  名 担 当 

 【普及技術】  

1 佐渡在来大豆の特徴と加工利用方法 佐渡 作物、食品研 

 

1 

 

2 

3 

【活用技術】 

佐渡在来のさといも「八幡芋」の特性および適栽植密度 

 

佐渡の新しい特産「トキ色メロン」の選定 

佐渡在来小豆の加工特性と佐渡における適正播種期 

 

佐渡 園芸、園芸研、 

食品研 

佐渡 園芸 

佐渡 作物、食品研 

 

イ 研究成果情報 

 (ア) 研究情報（平成 17 年度新潟県農林水産業成果集別冊（研究情報）に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

1 佐渡地域におけるたまねぎ品種「ターボ」・「七宝甘 70」の収穫時球重の予測 佐渡 園芸 

 

 (イ) 関東東海北陸研究成果情報（平成 16 年度関東東海北陸農業研究成果情報に掲載） 

No. 成  果  名 担 当 

 【技術】  

1 (参考) カキ果実の花柱痕基部黒変症の発生助長要因と対応策 佐渡農技、園芸研 

 【科学】  

 (なし)  

 【行政】  

 (なし)  

 
(2) 研究発表 

ア 学会誌等投稿 
   なし 
 
 イ 講演発表 

発 表 課 題 名 
( 発 表 者 名 ) 

学会・研究会名 
( 掲 載 誌 名 等 ) 

開催年月日 

2004年台風15号による佐渡農業技術センターにおける水稲被害
（佐藤 徹） 

平成16年度推進会議北陸・
水田畑作物部会（栽培研究
会資料） 

平17.2.1 
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３ 技術援助及び行政対応活動 

(1) 指針及び行政資料の執筆 

発 行 誌 名 発 行 者 発行年月 執 筆 者 
おけさ柿調査ほ・展示ほ成績書 佐渡農業振興連絡会おけさ柿部会 

 

平 17.1 伊藤公一 

台風 15 号，16 号，18 号被害の

記録 

佐渡市、佐渡地域振興局 平 17.1 伊藤公一 
佐藤 徹 
金井政人 

佐渡の稲作 佐渡農業振興協議会  稲作振興会 平 17.3 佐藤 徹 
金井政人 

 

 

(2) 成果発表会、研修会、関係会議等 

開催年月日 成果発表会・研修会・会議等の名称 参集人数 対応講師等 

平 16.4.20 

（他５回） 

にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）佐渡

地区推進会議 

30 佐藤 徹 
金井政人 

平 16.7.3 

 

「佐渡米」現地研修会 226 小田切文朗 
佐藤 徹 

金井政人 

平 16.7.6 穂肥指導対応の打ち合わせ会議 20 佐藤 徹 
金井政人 

平 16.9.2 佐渡米品質向上対策会議 30 佐藤 徹 
金井政人 

平 16.9.10 臨時佐渡米品質向上対策 30 小田切文朗 

平 16.10.6 平成 16 年度水稲作柄検討会（佐渡地区農林統計協議会） 29 佐藤 徹 

平 16.10.28 平成 16 年度水稲作柄・品質検討会 13 金井政人 

平 16.11.18 にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）第３

回栽培・コスト部会 

35 佐藤 徹 

平 16.11.25 平成 16 年度試験研究からみた夏作物作柄検討会 50 佐藤 徹 

平 16.12.7 新潟県果樹振興協会防除ハンドブック編集会議 30 伊藤公一 

平 16.12.20 柿防除暦改訂検討会 14 伊藤公一 

平 17.1.14 にいがた「米・園芸」の故郷づくり運動（新潟米）第４

回栽培・コスト部会 

35 金井政人 

平 17.1.17 

（他２回） 

おけさ柿部会 10 伊藤公一 

平 17.2.9 重要問題検討会 21 全研究員 

平 17.3.1 試験設計検討会 8 全研究員 

 
(3) 農業大学校 
  なし 
 
(4) 農業技術学院 
  なし 
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－ IX - 9 － 

(5) その他講師派遣 

年月日 主 催 者 行  事 内  容 講 師 

平 16.6.10 ＪＡ佐渡メロン倶楽部 現地研修会 Ｈ16 年度メロン栽培試験 
について 

小田切文朗

小池洋介 

平 16.6.10 佐渡農業改良普及セン

ター 

農業実践支援講座（野菜

コース）研修会 

Ｈ16 年度試験内容につい

て 

小池洋介 

平 16.7.27 おけさ柿部会 

 

おけさ柿担い手セミナー 摘果等について 伊藤公一 

平 16.8.27 新潟県果樹振興協会 おけさ柿現地研修会 台風被害後の管理 伊藤公一 

平16.11.24 おけさ柿部会 

 

おけさ柿担い手セミナー せん定研修会 伊藤公一 

平 17.1.21 ＪＡ佐渡メロン倶楽部 出荷反省会 Ｈ16 年度メロン栽培試験

結果紹介 

小田切文朗 

小池洋介 

平 17.2.4 おけさ柿部会 

 

振興集会 台風被害対応 伊藤公一 

平 17.2.20 トキと田んぼを考える実

行委員会 

 

森・田んぼ・海、いのち輝

く佐渡環境シンポジウム 

抑草試験結果 佐藤 徹 

平 17.3.23 ＪＡ佐渡メロン倶楽部 栽培研究会 特別講演「メロン研究の概

要エピソードについて」 

小田切文朗 

 
(6) 研修生受け入れ 

  なし 



148148148148 

－ IX - 10 － 

４ 総 務 報 告 

(1) 施 設 

        所在地 佐渡市中興甲 351 番地 

        建物面積 延 1,739.51 ｍ2 

        圃場面積 田 12,900ｍ2、 畑  27,052ｍ2 

 

(2) 事業予算 (単位：千円) 

財     源 
科    目 予算額 

国補 手数料 財産収入 その他 一般財源 

運営費 1,952    48 1,904 

維持管理費 2,213    1,006 1,207 

経常研究費 1,697     1,697 

ほ場・飼育管理費 4,713   1,676  3,037 

受託試験費 2,546    2,546  

種苗供給・指導事業費 0      

政策研究費 1,330      

備品整備費 145      

施設整備費 0      

庁舎修繕費 0      

その他 317      

合   計 14,913 0 0 1,676 3,600 7,845 
 
(3) 職員一覧 

所   属 職    名 氏  名 所   属 職    名 氏  名 

 

(庶務)[兼務] 

 

(研究) 

センター長 

庶務係長 

主事 

主任研究員 

〃 

小田切文朗 

藤井 春男 

榎  麻美 

佐藤  徹 

伊藤 公一 

(研究) 主任研究員 

研究員 

技術員 

 〃 

金井 政人 

小池 洋介 

赤塚 良和 

山川 利喜 

 

(4) 職員の異動 

発令月日 転出入 氏 名 新所属・職名 旧所属・職名 

平成 16 年 

4 月 1 日付 

転 出 

 

 

 

 

転 入 

浅井 善広 

 

渡邉 千恵 

鯨岡 克法 

 

佐藤  徹 

 

金井 政人 

農業総合研究所作物研究センター・

専門研究員 

柏崎地域振興局農業振興部・普及員 

佐渡地域振興局農林水産興部（水産

庁舎）・主事 

主任研究員 

 

主任研究員 

主任研究員 

 

研究員 

主事 

 

農業総合研究所作物研究センター

主任研究員 

農業総合研究所食品研究センター 

主任研究員 

 

 (5) 購入研究備品及び施設建設 

備品・施設名 型式・規格・規模 

なし  
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－ IX - 11 － 

(6) 派遣研修者 

なし 

 

(7) 参観者数 

農業者 行政関係 その他 合計 
10 回 5 回 12 回 27 回 
302 人 17 人 52 人 371 人 

 

(8) 無体財産権など 

 なし 

 

(9) 栄 誉 

  該当なし 
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－ IX - 12 － 

５ 気 象 

観測場所：農業総合研究所・佐渡農業技術センター 
       （佐渡市中興、北緯 38 度 1 分、東経 138 度 21 分、標高７ｍ） 
平年値：昭和 46 年～平成 12 年 
  （日照時間については、平成 12 年は平成２～11 年、平成 13 年以降は平成２～12 年の平均値を準平年値とし

て用いた。） 
日射量(MJ／cm２)は平成 11 年より観測を始めたため、平年値はない。 

 
(1) 月別気象 

平均気温(℃) 最高気温(℃) 最低気温(℃) 日照時間(hr) 
日射量 
(MJ) 

降水量(mm) 
年 月 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 本年 平年 

15 10 14.1 14.8 20.1 19.8 10.6 9.9 141.7 144.2 310.1 190.0 134.9 

 11 10.8 9.3 15.7 13.7 3.2 4.8 66.5 99.6 149.5 267.5 168.2 

 12 6.3 5.0 9.6 8.5 0.4 1.4 49.2 53.1 134.1 109.5 167.0 

16 1 2.5 2.1 5.9 5.2 -1.1 -1.0 83.8 49.3 181.3 102.0 159.7 

 2 4.1 1.8 8.0 5.1 0.2 -1.5 97.4 67.4 233.2 76.0 129.9 

 3 5.5 4.5 10.5 8.5 0.5 0.6 168.7 125.4 398.2 47.0 102.6 

 4 10.4 10.1 15.7 14.7 5.1 5.6 196.8 166.0 489.3 78.0 97.9 

 5 16.3 15.0 21.0 19.4 11.7 10.7 144.7 165.8 478.8 278.0 111.5 

 6 20.3 19.4 24.6 23.1 15.9 15.6 168.5 117.5 584.2 119.5 150.4 

 7 24.8 23.0 28.6 26.8 21.0 19.3 190.6 134.9 576.6 182.5 167.1 

 8 24.9 24.7 29.7 29.1 20.2 20.4 232.5 189.4 608.0 255.5 144.0 

 9 22.3 20.6 26.7 25.2 18.0 16.1 154.1 130.6 409.1 169.5 154.4 

 10 15.4 14.8 20.3 19.8 10.6 9.9 121.7 144.2 277.7 185.5 134.9 

 11 12.0 9.3 16.5 13.7 7.5 4.8 102.4 99.6 206.6 105.0 168.2 

 12 5.7 5.0 10.0 8.5 1.5 1.4 85.6 53.1 161.1 167.0 167.0 

17 1 2.7 2.1 6.0 5.2 -0.5 -1.0 54.4 49.3 150.2 178.0 159.7 

 2 1.3 1.8 4.4 5.1 -1.8 -1.5 40.1 67.4 184.4 113.0 129.9 

 3 4.6 4.5 8.6 8.5 0.7 0.6 107.1 125.4 330.4 119.0 102.6 

（注）１ 気温については平均値、降水量、日照時間については合計値。 
   ２ 気温は白金抵抗温度計、降水量は融雪式転倒降雨桝、日照時間は太陽電池式日照計で測定した。 
   ３ 日照時間は昭和 57 年ＷＭＯにより日照の定義が世界的に統一された。当センターでは平成２年より新

太陽電池式に切り替えた 
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